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例   言

1 本書は、佐久市土地開発公社が行う宅地造成事業に伴い、平成 5年度・平成 7年度に行った

芝宮遺跡群高山遺跡 I・ Ⅱの発掘調査報告書である。整理作業・報告書刊行は平成 8年度・

平成 10年度に行った。

2 調査委託者   佐久市土地開発公社

3 調査受託者   佐久市教育委員会

4 遺跡名および所在地

芝宮遺跡群 高山遺跡 I(NST I)

佐久市大字長土呂字下高山 721-1、 827-2

芝宮遺跡群 高山遺跡Ⅲ (NST Ⅱ)

佐久市大字長土昌字下高山 715-2・ 3、 717-1・ 2・ 3・ 4、

828-3

5 調査期間および面積

高山遺跡 I    発掘調査 平成 5年 4月 5日 ～8月 9日

面  積 4,705ピ

高山遺跡 Ⅱ    発掘調査 平成 7年 4月 3日 ～6月 2日

面  積 3,000ぽ

整理調査 平成 7年 11月 27日 ～平成 8年 3月 29日

高山遺跡 I・ Ⅱ  整理調査 平成 8年 12月 3日 ～平成 9年 3月 31日

平成10年 5月 26日 ～平成11年 3月 31日

6 本遺跡出上の獣骨の鑑定は、日本ほ乳類学会 宮崎 重雄氏に依頼した。また、陶磁器類に

関しては財団法人長野県埋蔵文化財センター 市川 隆之氏のご助言を頂いた。

7 本書の編集・執筆は三石が行った。

8 本書および高山遺跡 I。 工出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管

されている。

本調査にあたり、佐久市土地開発公社及び地元の方々には数々のご協力・ご援助を頂き、

また、報告書作成にあたっても多くの方々よりご指導・ご助言を頂きました。

記して感謝の意を表します。
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1 遺構の略号は以下のとおりである。

竪穴住居址一H 掘立柱建物量―F 土坑一D 溝状遺構―M ピットーP

2 挿図の縮尺は原則として以下のとおりである。

竪穴住居址・掘立柱建物j■ -1/80 カマ ドー 1/40 土坑-1/60

土器・石製品-1/4 鉄製品-1/3

上記以外のものについては挿図中に明記した。

3 遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を「標高Jと して記した。

4 土層・遺物胎上の色調は、1988年版『新版 標準土色帖』に基づいて示した。

5 写真図版中の遺物の縮尺は概ね挿図と同じである。また、遺物番号は挿図番号と対応する。

6 住居址の面積は床面積 (住居j■下端範囲)を測定し、カマ ド部分は測定値より除外 してある。

7 挿図中におけるスクリーントーンは以下のことを表す。

遺構

地 山 断 面 %%笏   焼   土 羅 轟鋼   粘   土 ■■ ■

柱  痕 酵義驀瓢  掘 り 方 l l
遺物

須恵器断面 [11華 ::彗菫調  黒色処理 ====::  灰  釉 腫霧警銀
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第 藍章 緯

鼈 鵞祓 勒Qのはほど経鰤

高山遺跡が存在する芝宮遺跡群は、佐久市の北部、長土呂地籍に所在し、浅間山に源を発する

濁川の浸蝕による田切 り地形の北傾1、 標高718～ 760mを 測る台地上に位置する。この台地の周辺

には、北方から近津遺跡群・周防畑遺跡群 。長土呂遺跡群・枇杷坂遺跡群などの遺跡群が展開し

ている。またこの地域は、上信越自動車道関係の発掘調査をはじめ、佐久流通業務団地造成事業、

道路整備事業、区画整理事業、民間開発等に伴う大規模な発掘調査が相次いで行われている地域

である。高山遺跡は芝宮遺跡群の西端部に位置し、標高は719m付 近を汲1る 。

今 Inll、 佐久市土地開発公社により宅地造成事業が計画されたため、佐久市土地開発公社と佐久

市教育委員会において協議を行った。その結果、遺跡の破壊が余儀なくされる事態となり、記録

保存を目的とする発掘調査を実施することとなった。調査は佐久市土地開発公社から委託を受け

た佐久市教育委員会が実施した。

フ マ

ね 鳴々

第 1図 高山遺跡 I・ I位置図 (1:50,000)

経発掘調査の
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鼈 縁鯰 吻狡磋yll

平成 5年度

◎調査受託者

教  育  長

◎事務局

教 育 次 長

課     長

管 理 係 長

埋蔵文化財係長

埋 蔵文化財 係

平成 7年度

◎調査受託者

教  育  長

◎事務局

教 育 次 長

課     長

管 理 係 長

管  理  係

埋蔵文化財係長

埋蔵文化財係

平成 8年度

◎調査受託者

教  育  長

◎事務局

教 育 次 長

課     長

管 理 係 長

管  理  係

大井 季夫

奥原 秀雄

上原 正秀

小林 泰子

草間 芳行

林  幸彦、高村 博文、三石

羽毛田卓也、冨沢 一明、上原

宗一、須藤 隆司、小林 具寿、

学

大井 季夫 (6月 退任)

依田 英夫 (7月 就任)

市川  源

戸塚  満

谷津 恭子

田村 和広

大塚 達夫

林  幸彦、三石 宗一、須藤 隆司、小林 員寿、羽毛田卓也、

冨沢 一明、上原  学

依田 英夫

市川  源

北沢 元平

棚沢 慶子

田村 和広

-2-



埋蔵文化財係長 大塚 達夫

埋 蔵文化財係 林  幸彦、三石 宗一、須藤 隆司、小林 具寿、羽毛田卓也、

冨沢 一明、上原  学

平成10年度

◎調査受託者

教  育  長 依田 英夫

◎事務局

教 育 次 長 北沢  馨

課     長 須江 仁胤

埋蔵文化財係長 荻原 一馬

埋 蔵文化財係 林  幸彦、三石 宗一、須藤 隆司、小林 員寿、羽毛田卓也、

冨沢 一明、上原  学

平成 5年度～10年度

調 査 主 任 佐々木宗昭、森泉かよ子

調 査 冨J主 任 堺  益子

調  査  員 井上 行雄、荒井ふみ子、井出 愛子、井出つねじ、上原 幸子、

大井 キセ、小田川 栄、小1番 弘子、神津ツネヨ、小林 幸子、

小林 立江、小林まさ子、小林 三男、小林よしみ、篠原 昭子、

清水佐知子、高橋サチコ、高橋 ふみ、角田すづ子、角田  時、

角田トミエ、角田 良夫、東城 友子、東城 幸子、徳田 代助、

林 美智子、原 キミエ、宮川百合子、村松 とみ、茂木とよ子、

柳沢千賀子、山崎  直
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第 3 調査 日誌

高山遺跡 I

(平成 5年度 )

平成 5年 4月 5日

調査区を二地区に分けて調査を行うため、

調査区東半部をA地区、西半部をB地区

とし、A地区の表土剥ぎを重機により開

始する。遺構確認を行う。

4月 8日 ～6月 7日

A地区東側から遺構の掘 り下げ、実測、

写真撮影を行う。

6月 8日

A地区航空測量を行う。

6月 7日 ～6月 30日

B地区の表土剥ぎを行い、並行して遺構

の確認を行う。

6月 24日 ～7月 27日

B地区の遺構掘 り下げ、実測、写真撮影

を行う。

7月 28日

B地区航空測量を行う。

7月 29日 ～8月 9日

砂層下の遺構確認のため、重機によリト

レンチA～ Gの掘 り下げを行うが、遺構

は確認されないため土層の確認を行う。

機材を撤収し、現場での調査を終了する。

高山遺跡 Ⅲ

(平成 7年度 )

平成 7年 4月 3日

重機により表土剥ぎを開始。

4月 10日 ～17日

表土剥ぎと並行して、遺構確認を行う。

4月 18日 ～6月 2日

調査区南側より遺構の掘り下げ、実測、

写真撮影を行う。

6月 2日

航空測量、機材の撤収を行い、現場で

の調査を終了する。

11月 27日 ～平成 8年 3月 29日

室内にて、遺物の洗浄 。注記・復元、

図面修正等整理作業を行う。

(平成 8年度 )

平成 8年 12月 3日 ～平成 9年 3月 31日

出土遺物の復元・実測、遺構 。遺物の

挿図作成を行う。

(平成10年度 )

平成10年 5月 26日 ～平成11年 3月 31日

遺物写真撮影、原稿執筆を行い、報告

書を刊行する。

節



第Ⅲ章 遺跡の環境

第 1節  自然環境

高山遺跡が存在する芝宮遺跡群は、佐久市の北部、浅間山南麓の末端部に位置する。この地域

は、火山山麓特有な田切 り地形が発達した地域であり、これらの田切りは、御代田町方面から南

西方向に放射状に伸び、」R小海線付近で消滅する。濁 りの田切 りの谷幅は約100m、 小諸市境

の大田切 りは谷幅150mを 越し、谷底には水田が拓かれており、南方の下流には肥沃な中佐都の

水田地帯が広がっている。さらに西方の塚原 。平塚 。赤岩付近の水田地帯には、島状の小丘が多

数分布している。これは流れ山または泥流丘と呼ばれ、黒斑火山の活動の末期に起こった大規模

な水蒸気爆発によって破壊された物質が、大量に山麓へ流下してできたものと考えられている。

現在みられる流れ山の地形は、凹凸の大きい堆積物の表面を新しい沖積堆積物が覆ったため、最

も高い頂上部だけが小丘として残ったものである。

高山遺跡 I・ Ⅱ付近航空写真
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高山遺跡付近は、浅問火山がもたらした浅間第一軽石流 (Pl)が厚 く堆積 しており、この軽

石流堆積物は固結凝集が不充分で水の浸蝕には極めて弱く、小さな川でも浸蝕され田切り地形を

形成しやすい。この田切 りに狭まれた台地上には、北方から近津遺跡群 。周防畑遺跡群・芝宮遺

跡群 。長土呂遺跡群・枇杷坂遺跡群・岩村田遺跡群など、佐久市でも有数な遺跡群が展開してい

る。またこの付近は、水田圃場整備・止信越自動車道・北陸新幹線・流通業務団地造成事業・区

画整理事業などの大規模な開発により地形が大きく変貌しつつある。

高山遺跡は、濁りの田切 りの北側に展開する芝宮遺跡群が1嘔 を狭めた南西端部にあり、台地が

南西方向に向かって徐々に標高を下げ、日切 りに至る接点に位置する。

鼈 鰤鼈 冬釉儡餃晰

今回発掘調査を行った高山遺跡は、佐久市の北部に展開する芝宮遺跡群の南西端部に位置し、

標高は719m内 外を測る。この地域は御代田方面から南西方向にのびる田切 り地形が非常に発達

しており、この田切 りに挟まれた台地上には周防畑遺跡群 。長土呂遺跡群・枇杷坂遺跡群などの

遺跡群が密集して存在 している。この付近は、上信越自動車道・流通業務団地造成事業・区画整

理事業などの開発に伴う大規模な発掘調査が相次いで行われている地域である。また、南方の湯

川、西方の千曲川にかけては水田地帯が広がり、常EEl居屋敷遺跡群 。前田遺跡群などが展開して

いる。さらにこの地域には、鷺林古墳群 。藤塚古墳群・家地頭古墳群・東池下古墳群・下大豆塚

古墳群 。大豆塚古墳群・姫子石古墳群・宮の塚古墳・狐塚古墳など数多 くの古墳が存在 してお

り、この中には泥流丘を利用して築造されたものもある。まず、台地上の遺跡群を概観すると、

芝宮遺跡群内では昭和54・ 55・ 57年度に芝宮遺跡第一次～三次の発掘調査が実施され、土坑・溝

状遺構等が検出されている。昭和62年度からは国道141号バイパス関係の芝宮遺跡 I～ Ⅳ、上高

山遺跡の発掘調査が実施され、古墳時代中期から平安時代の竪穴住居址11棟などが調査されてい

る。この他、南上中原・南下中原遺跡、南下中原遺跡Ⅱ、上高山遺跡Ⅲ、上芝宮遺跡 I～ V、 下

曽根遺跡 I～ Vの調査が行われている。濁川を隔てた南方に広がる長土呂遺跡群では、佐久流通

業務団地造成に伴い、聖原遺跡 I・ Ⅲ・Ⅳ・V・ Ⅵ・Ⅷ・Ⅸの発掘調査が平成元年度から平成7

年度に実施された。西側に隣接する上聖端遺跡とあわせて竪穴住居址975棟、掘立柱建物址858棟

等が調査され、「伯万私印」と印刻された石製印・八陵鏡などが出上 している。この他、上大林

遺跡、下聖端遺跡 I～ Ⅲ、聖原遺跡Ⅱ・Ⅶ oXな どの調査が実施された。また、上信越自動車道

関係では長土呂遺跡群、芝宮遺跡群、周防畑遺跡群を横断する形で、長土呂遺跡群、芝宮遺跡群、

中原遺跡群 (小諸市)の発掘調査が長野県埋蔵文イヒ財センターによって行われている。これらの

調査によって、古墳時代～平安時代の竪穴住居址群と掘立柱建物址群を中心とする大規模な集落
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が台地上全体に展開していることが明らかになってきた。

田切 りが消滅した南方の湯川、西方の千曲川にかけての水田地帯の微高地上には、常田居屋敷

遺跡群、前田遺跡群、西一里塚遺跡群、濁り遺跡、大ふけ遺跡などの遺跡が存在している。この

地域の発掘調査は、昭和48年度に西一里塚遺跡、餅田遺跡の発掘調査が行われ、弥生時代後期の

環濠集落が調査された。この他、平成 2年度に大ふけ遺跡、平成 8年度に姫子石遺跡の発掘調査

が行われている。またこの付近は前述 したように多くの古墳が存在しており、東池下古墳群 1号

周辺遺跡一覧表

No. 遣跡名 所在地 立地 弥 古 奈 平 中 備考

高山遺跡 I・ Ⅱ 長土呂字下高山 台地 ○ 本調査

2 芝官遣跡第一～三次 長土呂字北下中原・北中中原 ○ ○ ○ ○ ○ 昭和54・ 55・ 57年度調査

上高山遺跡 I・ Ⅱ 長土呂字上高山 ○ 平成元・3年度調査

4 下芝宮遺跡 I～ Ⅳ 長土呂字下芝宮 。南下中原 ○ ○ ○ 1召和⑫ 63、 平麟 度調査

上芝宮遣跡 I 長土呂字上芝官 〇 平成4年度調査

6 上芝宮遺跡Ⅲ～Ⅳ 長土呂字上芝宮 ○ ○ ○ 平成5～ 7年度調査

7 上芝宮遺跡V 長土呂字上芝宮 ○ 平成7年度調査

南上中原・南下中原遺跡長土呂字南上中原・南下中原 ○ ○ ○ 昭和63年度調査

9 南下中原遺跡Ⅱ 長土呂字南下中原 ○ ○ ○ 平成5年度調査

上大林遣跡 長土呂字上大林・下大林 ○ ○ ○ 昭和63年度調査

下聖端遺跡 I・ Ⅱ 長土呂字下聖端・南聖原他 ○ ○ ○ ○ 昭和63年度調査

下聖端遺跡Ⅲ 長土呂字下聖端 ○ 平成4年度調査

上聖端遺跡 長土呂字上聖端 〇 ○ ○ 昭和63年度調査

聖原遺跡 長土呂字上聖端・新城他 ○ ○ ○ 平成元～7年度調査

上久保田向遺跡 I～ Ⅷ 岩村田字上久保田向 ○ ○ ○ 平成元～4年度調査

琵琶坂遺跡 岩村田字枇杷坂 ○ ○ 1召和55年度調査

周防畑A遺跡 長土呂字南下北原 微高地 ○ ○ 1召和54年度調査

若宮遺跡 I・ Ⅱ 長土呂字若官 ○ ○ ○ 昭和 58、 平成3年度調査

森下遺跡 長土呂字森下 。若官他 ○ ○ O ○ E召和63年度調査

周防畑B遺跡 長土呂字大豆田・下伸田他 ○ ○ ○ 〇 E召和55年度調査

北近津遺跡 長土呂字北近津 台地 ○ ○ 昭和46年度調査

西近津遣跡 長土呂字西近津 微高地 ○ ○ 昭和46年度調査

鷲林古墳群 長土呂字鷲林 ○

東池下古墳群 常田字東池下 ○ 昭和49年度調査

下大豆塚古墳群 長土呂字下大豆塚 ○ 昭和56年度調査

大豆塚古墳群 塚原字大豆塚 ○

家地頭古墳群 常田字家地頭 ○ 昭和50年度調査

濁り遺跡 塚原字濁り。丸曲 ○ ○ ○ ○ 平成4年度調査

清水田遺跡 岩村田字清水田 ○ ○ 1召和53年度調査

上の城遺跡 岩村田字南上の城・東八日日r 段丘 〇 ○ ○ 1召和48年度調査

西八日町遺跡 岩村田字西八日町 ○ ○ ○ ○ 1召和58年度調査

東一本柳古墳 岩村田字東一本柳 ○ 昭和43年度調査

北一本柳遺跡 岩村田字北一本柳 ○ ○ ○ 昭不E47年度調査

西一本柳遺跡 I～ Ⅵ 岩村|コ 字西一本柳 ○ ○ ○ ○ 平成3～ 9年度調査

北西ノ久保遺跡 岩村涯1字北西の久保 台地 ○ 〇 ○ ○ ○ I召和 57・ 60年度調査

西一里塚遺跡 岩村圧1字西一里塚 微高地 ○ 昭和48年度調査

餅田遺跡 岩村田字堰向 ○ 「召和48年度調査
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1鼈:「ツ塵辱髪

第2図 周辺遺跡分布図 (1)(1:25,000)

墳、家地頭古墳群 1号墳、下大豆塚古墳群 1・ 2号墳、藤塚古墳群 4・ 7・ 8。 9号墳の発掘調

査が行われ、家地頭古墳群 1号墳からは円筒埴輪をはじめ、鉄鏃、玉類、馬具 (轡 ・雲珠)な ど

豊富な副葬品が出上 している。平成 4年度には濁川の右岸、泥流丘の間の低地部分にあたる濁り

遺跡の発掘調査が行われ、弥生時代から平安時代の水田遺構が合計125枚確認された。この地域

一帯の遺跡群の生産基盤は、従来から田切 り地形の低地部分や濁川流域の低地に推測されていた

が、大規模な圃場整備によって埋没してしまった。濁 り遺跡で確認された水田址は、この圃場整

備の及ばなかった地域での発見であり、現在の水田下にも残存している可能性は極めて高いと考

える。
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第 3図 周辺遺跡分布図 (2)(1:7,500)
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第Ⅲ章 基本層序と鵜

第 1節 基本層序

高山遺跡は芝宮遺跡群の南西端部に位置 し、標高は719m内外を測る。本遺跡は台地が幅を狭

め、南西方向に徐々に標高を下げながら田切 りに至る接点にあたるため、台地を形成する浅間第

一軽石流 (Pl)の 上に、河川堆積物である砂層の堆積がみられる。

第 4図 基本層序模式図

I層 黒褐色土層 (10Y R2/3)  耕作土

Ⅱ層 黒褐色土層 (10Y R2/3)  砂層

Ⅲ層 暗褐色土層 (7.5Y R3/3) 砂層

Ⅳ層 褐灰色土層 (10Y R5/1)  砂層、シルト質

V層 褐色土層 (7.5Y R4/4)  砂層、粒子粗い

Ⅵ層 黒色土層 (10Y R2/1)   粒子細かい、粘質

Ⅶ層 明黄褐色土層 (10Y R6/6) 浅間第一軽石流

本遺跡の基本土層の抽出は調査区中央部分において行い、

7層 に分割された。 I層耕作土は厚さ40～ 50cmを 測 り、全

体にほぼ均一である。Ⅲ～Ⅵ層は、砂層を主体とする河川堆

積物であり、本遺跡における遺構確認面である。

Ｏ

ｍ

2-

第 2節 検出遺構・遺物の概要

検出遺構 竪 穴 住 居 址-31棟    出土遺物  弥 生 土 器一甕

掘立柱建物址-15棟         土  師 器一杯・鉢・甕 。蓋・羽釜

土    坑-27基          須  恵  器一杯・甕 。壺 。蓋 。円面硯

溝 状 遺 構-5条         土 師 質土 器一小皿・皿・杯

ピ ツ  トー蘭基          灰 釉 陶 器一椀・皿

白    磁―碗 。皿

鉄  製  品一鉄鏃 。刀子・鎌

石  製  品一石鏃・石斧 。砥石 。紡錘車

獣    骨

l

Ⅵ

VI

―-10-一



第 5図 高山遺跡 I・ Ⅱ

発掘区設定図

(1:5,000)

こ |け |く |き |か |お |え

淋 FDOヽ

4=輌可

第 6図 高山遺跡 I・ Ⅱ全体図 (1:1,000)
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高山遺跡 1・ Ⅱ航空写真
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

鼈 囁蛛 赳穴饉鮨址

1)第 1号住居址

遺構 (第 7図、図版四)

本住居量は調査区北東部、A一い 。う。え-6・ 7グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面に

おいて検出された。他遺構との重複関係はないものの、北壁部分は削平されており残存しない。

また、住居址中央を撹乱によつて破壊されており残存状況は不良である。形態はほぼ方形を呈す

ると考えられるが、規模は南壁長470cmを 計測 し得るのみである。確認面からの壁高は西壁で13

cmを 測る。壁溝は検出されなかつた。

覆土は砂粒を含む黒褐色土層 1層 からなる。床面は全体に軟弱であった。ピットはPl～ P5

の 5個が検出され、規模はPlが径28cm・ 深さ34cm、 P2カ滋0× 22cm・ 深さ20cm、 P3が34× 22

C    C'

m

魏 麒 巫 麒 鯰 錮 蒻 鰤 巫

"が

'3

第 7図 第 1号住居 j■_実測図
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讀
黒褐 色 土層

(10 Y R 3/2)
炭 化 物 わ ず か に含 む、

5 mm大 小石 ・

砂 粒 含 む 。

黒褐 色 土層

(10 YR 2/3)
炭 化 物・ 砂粒 少含 。

黒褐 色 土層

(10 YR 2/3)
焼 土 ・炭化 物 少含 。

9 雪171需
m 2,m



cm。 深さ19cm、  P4が30× 25cm。 深さ24cm、 P5が 32× 26cm・ 深さ25cmを測る。

カマ ドは南東隅に位置するが残存状況は不良であり、58× 47cm・ 深さ10cmを 測る円形の浅い掘 り

込みが確認されたのみである。覆土は焼土・炭化物を少量含む黒褐色土層一層からなる。

遺物 (第 8図、図版四十)

本址からは白磁・土師器 。須恵器が少量出  
｀

土 したのみであり、そのうち白磁碗 1点 を図

示した。

1の 白磁碗は口縁部が欠損しているため

自 磁

第 8図 第 1号住居址出土遺物実測図

全体は不明であるが、高台部は浅い削 り出しによるものであり、内面に浅い沈線状の凹線が一条

巡る。釉は内面にみられるのみである。

以上、白磁碗 (1)は横田・森田分類の「白磁碗Ⅳ類」にあたると考えられ、本址は11世紀後

半から12世紀前半に位置づけられよう。

2)第 2号住居量

遺構 (第 10図 、図版五)

本住居址は調査区北東部、A― い 。う-7・ 8。 9グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面に

おいて検出された。第 1・ 2・ 3号土坑と重複 し、第1号土坑に西壁下床面、第 2号土坑に南西

隅、第 3号土坑に北壁西傾1を 切られる。また、北壁中央部分を撹乱に破壊され、東側は調査区外

のため未調査である。規模は確認された部分で北壁493cm、 西壁446cm、 南壁268cmを 測り、南北

長・東西長とも6m前後のほぼ方形を呈するものと考えられる。確認面からの壁高は3～ 23cmを 測

る。壁溝は検出されなかった。

覆土は砂粒を含む黒褐色土層1層 からなる。床面は全体に軟弱であった。ビットは4個検出さ

れたがPl～ P3が主柱穴であり、南東に配される柱穴は調査区外のため不明である。規模は径

35～ 40cmの ほぼ円形で、深さは各々52cm・ 36cm・ 47clllを 測 り、全体層序第Ⅵ層黒色土に達する。

柱痕は確認されなかった。P4は西壁下中央に位置し径28cm、 深さ14cmを 測る。

ヽ

―

′

3

｀
、     形

′

4

?     (l i 4)   lQCIll

第 9図 第 2号住居l■_出 土遺物実測図
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④

黒褐 色土層

(10 YR 2/3)
l cm以 下 小石・

砂粒 含 む。

黒 掲 色土層

(10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石 少 含、

砂粒 含 む、

黒 色土 プ ロ ック

(10 YR 2ノ 1)少 含 。

聰 9  
標
17::65m 2,m

第10図 第2号住居址実測図

カマ ドは南東隅に位置すると思われるが、調査区外のため不明である。

遺物 (第 9図、図版四十)

本址からは灰釉陶器・土師質土器 。土師器・須恵器が出上し、そのうち灰釉陶器 1点、土師質

土器 3点、羽釜 1点 を図示した。

1は灰釉陶器椀で釉は漬け掛けされ、高台は貼 り付け高台である。内面には朱墨を磨った痕跡

がみられ、硯として利用されたものと思われる。

2～ 4は土師質土器の小皿で、ロクロ成形の底部回転糸切 り未調整である。 2は体部が直線的

に大きく開き、日径に比して器高が低い。 3・ 4は底径4.3cm・ 4.4cmを 測 り、口径9～ 10cm、 器高

2.5cm前 後の小型のものと思われる。羽釜には5がある。日縁部は直立気味に立ち上がり、日縁

部から比較的下がつた位置に全周する鍔が貼 り付けされる。

以上から、本址は11世紀後半に位置づけられよう。

Ｄ
一
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3)第 3号住 居 址

遺構 (第 11図 、図版五)

本住居l■は調査区東端部、B― い 。う-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面におい

て検出された。第 5号住居址と重複し、新 1日 関係は本址の方が新しい。また、北壁中央付近を撹

乱により破壊され、東側は調査区外のため未調査である。形態は南北長 。東西長ともに4.5m前

後の方形を呈するものと考えられ、規模は西壁長382cmを計測し得るのみで、北壁・南壁は確認

された部分で各 3々20cm・ 230cmを 測る。確認面からの壁高は7～ 10cmを 測る。壁溝は検出されな

かった。

覆土は砂粒を含む黒褐色土層1層 からなり、床面は掘 り方を持たず軟弱である。ピットは44回

検出された。Pl～ P3が主柱穴であり、南東に配される柱穴は調査区外のため未調査である。

規模は径20～ 30cmの ほぼ円形で、深さは各14cm。 19cm。 14cmを 測る。P4は南西隅に位置し、44

×40cm、 深さ32cmを測る。

カマ ドは南東隅に位置すると思われるが、調査区外のため不明である。

黒褐 色 土層

(10 Y R 2/3)
l cm以 下 小石 含 む、

砂粒 多 含 。

黒褐 色 土層

(lo YR 2ノ 2)
5 mm以 下 小石 含 む、

砂粒 少含 。

ヘ

コ
０
、

＾
０

Ｄ
一

ｑ

　

Ｄ
一

Ｅ

一

く

　

Ｅ

一

Ｂ

一

猾 釉

第11図  第 3号住居址実測図

-16-

PL◎ ∫
P30

9標〒1lh″
m2,m



図

址

測

居

実

遺物 (第 12図 、図版五十二)

本址からは白磁 。土師質土器・土師器・須恵器・鉄製品が出土している

が、土器はいずれも小片であり、鉄製品 1点が図示できたのみである。

白磁には碗と思われる底部片があり、土師質土器には小皿と大型の杯が

ある。須恵器には甕の胴部片がある。

1は刃部が鏃身の先端部のみで、鏃身部と頸部との境が明確でないこと

から、棘箆被関無端刃片刃箭式の鉄鏃と思われるが、箆被部分は不明瞭で

ある。全長は11.8cmを 測る。

以上、本住居址の出土遺物は極めて少量であるため、時期は判明しない

が11世紀後半から12世紀前半と考えられる。

4)第 4号住居址

遺構 (第 13図 、図版六)

本住居址は調査区東側、A一 え-8・ 9グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において検出

された。他遺構 との重複関係はない。形態は南北272cm、 東西280cmの ほぼ方形を呈 し、床面積は

7.2ポ を測る小型の住居址である。カマ ドを中心とする主軸方位はN-3° ―Eを示す。確認面か

らの壁高は36～ 55cmを測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 6層 からなる自然堆積である。床面は壁下を幅50～ 110cm、 深さ20cm前後掘 り込んだ後、

1 黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
5 mm以 下 小石・ 砂粒 含 む 。

2 黒褐 色 上層 (10 Y R 2/3)
l clll以 下 小石 ・砂粒・

パ ミス含 む、

3 暗 褐 色 土層 (10 Y R 3ノ 3)
粘 土 プロ ック (10 Y R 2/2)・

黒 色 土 プ ロ ック (10 Y R 2/2)含 む、

砂 粒 多含 。

4 黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 含 む 。

5 暗褐 色 土層 (10 Y R 3/3)
砂 主体。

6 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
粘 土 プロ ック (10 YR 2/2)多 含、

焼 土 少含 。

7 暗褐 色 土層 (10 Y R 3ノ 3)
砂 粒 含む 。

8 赤褐 色 土層 (5YR4/6)

・
' 9黒鰭雹量L(10 YR 2/2)

カ マ ド構 築 粘 土層 。

10 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
砂 主体、 l cm以 下 小石 ・

黒 色 上 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む。

標高 719,45m
O   (1:80)  2腱

第13図 第 4号住居址実測図

＾
く
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遺物 (第 14図 、図版四十)

本址からは土師器・須恵

器が出土 しているが、出土

量は少なく、須恵器1点 、

土師器 1点 を図示したのみ

第10層 を埋め戻 して構築され全体に平埋で堅固な状態である。また掘 り方は全体層序第Ⅵ層黒色

土まで達する。ビットは南壁下中央より1個検出された。規模は30× 20cm、 深さ9cmを 測 り、入

り口施設としての機能が考えられる。

カマ ドは北壁中央に構築されており、焚口から煙道部までの長さ115cm、 幅85cmを 測る。煙道

部は壁体を掘 り込んだ後、9層 粘土を貼 り付けて設けられる。袖部は 9層粘土により構築され、

芯材はみられない。また袖部の内側は火熱を受け赤 く焼けている。

Q     (1 : 4)   lqcm

第14図 第4号住居址出土遺物実測図
である。

土師器杯はいずれも小片であるがすべてロクロ成形によるもので、内面に黒色処理の施される

ものもみられる。土師器甕は武蔵型甕片である。

1は須恵器の蓋で、高台状のつまみ部が貼 り付けされる。この他、須恵器には底部に手持ちヘ

ラケズリの施される杯、甕の胴部片がある。 2は武蔵型甕の底部である。

以上、本址の出土遺物は少量であるが、 9世紀前半に位置づけられよう。

5)第 5号住居址

遺構 (第 15図 、図版七)

本住居址は調査区東側、A― う 。え-10、 B一 う 。え-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第

Ⅱ層上面において検出された。第 3号住居址 と重複 し、南東隅を切られる。形態は南北612cm、

東西664cmの 東西に長 くやや歪んだ方形を呈し、床面積は39.3ビ を測る。長軸方位はN-85° 一Eを

示す。確認面からの壁高は10～ 27cmを 測る。壁溝は確認されなかった。

覆土は 3層 からなる自然堆積である。床面は掘 り方を持たず軟弱である。床面の地山は北半が

全体層序第Ⅱ層、南半が全体層序第Ⅵ層である。ビットは 7個検出され、Pl～ P4が主柱穴で

ある。規模はPl・ P3・ P4が径30cm前 後、深さは31cm・ 26cm。 22cmで 、P2が径50cm、 深さ23

cmを 測る。P5は径30cm、 深さ15cm、 P6は西壁下中央に位置 し深さ42cm、 P7は南壁下中央に

位置し深さ20cmを 測る。またいずれのビットも全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは南東隅に構築されるが、火床の焼土範囲が確認されたのみで1日状は不明である。

遺140(第
16・ 17図 、図版四十・五十一)

本址からは土師質土器・土師器・須恵器・石製品が出土し、そのうち土師質土器 4点、須恵器

-18-
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第16図 第5号住居址出土遺物実測図 〈1〉

1点、石製品 1点 を図示した。

土師質土器の皿には1の小皿と4の柱状高台付きのIlllがあり、ロクロ

成形の底部回転糸切 り未調整である。 1は器高2.5cmの小型品で、 4は

体部が直線的に開く大型のものである。土師質土器の不としたものには

2・ 3があり、日径16cm、 器高4.5cm、 底径 6 cm前後とほぼ一致した法

量を有する。 5は須恵器長頸壷の底部片であるが高台部は粗雑である。

羽釜は図示できないが全周する鍔を持つものと思われる。

この他、輝石安山岩製の打製石斧 (6)が 1点出土している。

以上から、本lJLは 11世紀後半に位置づけられよう。

6)第 6号住居址

9     (1 : 4)   10plll

…

6

o  (1:4) 10cm

第17図 第5号住居址

出土遺物実測図 〈2〉

遺構 (第 18図、図版七)

本住居量は調査区東佃1、 B一 お 。か… 1。 2グ リッドに位置 し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。第11号住居址と重複し、新旧関係は本址の方が新 しい。形態は南北440cm、 東西408

clllの南北に長い長方形を呈し、床面積は17.4ぽ を測る。長軸方位はN-9° ―Wを 示す。確認面か

らの壁高は10～ 25cmを 測る。壁溝は確認されなかった。

覆土は4層 からなる自然堆積であり、 1・ 2層が主体を占め、壁際に 3・ 4層 がみられる。床

面は全体層序第Ⅱ層砂層によって構築され、掘 り方を持たず軟弱である。ピットは 7個検出され

た。Pl～ P4が主柱穴であり、径30～ 35cmの 円形で、深さはPl,P2が 21cm、 P3が 14cm、

P4が 17cmを 測る。P5は東壁下南側に位置 し径28cm、 深さ20cmを 測る。P6は北東隅、P7は

西壁下南寄 りから検出されたが、明確な床面が把握できなかったことから床下の施設とも考えら

れる。またPl～ P7の ビットはいずれも全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは南壁の東端に構築されるが、天丼部・袖部ともに残存しないため旧状は不明であるが、

カマ ド内に面取 り加工を施した軽石と火熱を受け脆 くなった石材がみられることからこれを構材

として構築されていたものと思われる。焼上の堆積は認められなかった。

―-20-―
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黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
l cm以 下 小石 多 含、 砂粒 含 む 。

黒 褐 色 土層 (lo YR 3/2)
l cm以 下 小石 多 含 、 砂粒 含 む、

黒 色 土 ブ tlッ ク (lo YR 17/1)
黒 褐 色 土層 (lo Y R 2/3)

l cm以 下 小 石 多 含 、 砂粒 含 む 、

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)
黒 褐 色 土層 (lo YR 2/2)

砂 主 体 、 l cm以 下 小石 多含 。

5

♀ 標
〒11‰げ

m 2im

黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
5 mm以 下 小石・ 砂 粒 含む 。

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
l cm以 下 小石 ・ 砂 粒 多含 、

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)多 含 、

黄 褐 色 土 プ ロ ック (10 Y R 5/8)多 含 。

含 む 。

少含 。

第18図 第 6号住居j■_実測図

遺物 (第 19。 20図 、図版四十・五十一 )

本址からは土師質土器・土師器・須恵器 。石製品が出上 し、そのうち土師質土器 2点 、土師器

1点、須恵器 1点、石製品 2点を図示 した。

土師質土器 Illlに は 1の小 Illl.の 他に、高台付 きの大型品がある。 2は 日径 15.4cmを 測る杯で、 1

の小皿 とともに第 5号住居址と同様に二つの法量がみられる。 3は 羽釜の底部片でカマ ドから出

-21-―
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9     (1 1 4)   109m

l〉第19図 第6号住居IIL出土遺物実測図

土した。 4は須恵器甕であり、須恵器には他に杯がある。

この他石製品には、黒曜石製の石鏃 (5)と 軽石製の紡

鍾車の未製品と思われる6がある。

以上本住居址の出土遺物は少量であるが、本址は11世紀

後半に位置づけられよう。

一

覺

一

~ 5 C】 1)6

9(2:3)2,5錮 9(1:4)'Cm

第20図 第 6号住居址

出土遺物実測図〈2〉

7)第 7号住 居 llL

遺構 (第21図、図版八)

本住居址は調査区東側、A一 き～け-9。 10グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。他遺構 との重複関係はない。形態は南北580cm、 東西500cmの 南北に長い長方形を呈

し、床面積は28.3ビ を測る。長軸方位はN-2° ―Wを示す。確認面からの壁高は4～ 13cmを 測る。

壁溝は確認されなかった。

覆土は 5層 に分割されたが 1・ 2層 が主体を占め、 3～ 5層 はカマ ドの関連層である。床面は

掘 り方を持たず、全体層序第 1層 砂層によって構築され軟弱である。ピットは7個検出され、P

l～ P4が主柱穴である。Pl～ P4は径30cm、 深さ26～ 46cmを 測 り整然と配される。P5は南

壁西側に位置 し径38cm、 深さ24cmを 測る。P6は西壁下中央北寄 りから検出され径30cm、 深さ18

cmを測る。P7は北東隅から検出されたが床面が明確ではないため床下の施設とも考えられる。

規模は110× 90cm、 深さは33cmで ある。またいずれのビットも全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは東南隅に位置し、焚日から煙道部までの長さ180cm、 幅90cmを 測る。袖部は残存 しな

い。煙道部は壁体から長 く突出し長さ120cm、 幅20～ 40cmの 規模を有する。また東側には旧カマ

ドの煙道跡が確認された。

―-22-―
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4 黒褐 色 土層 (10 YR 2ノ 2)
炭化 物 多含 、焼 土・ 灰 含 む 。

5 暗 赤褐 色 土層 (5YR3/4)
焼土 多 含 、灰含 む 。

6 明 赤褐 色 土層 (5YR5/8)
焼 土層 。

7 黒褐 色 土層 (10 YR 2ノ 3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)・ 砂粒 含 む、

炭化 物 少含 。

8 黒 褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
5 mm以 下 小石 少 含 、炭化 物含 む 。

9 黒褐 色 土 層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 少 含 。

黒 褐 色 土 層 (10 Y R 2/3)
l tm以 下 小石 ・ 砂粒 含 む、 炭 化 物 多含 。

黒褐 色 土 層 (10 YR 3/2)
l cm以 下 小石 ・砂粒 ・ 砂 プ ロ ック含 む、

炭 化 物 少 含 。

黒褐 色 土 層 (lo Y R 2/2)
黒 色粘 土 (lo Y R 2/1)多 含 、 炭 化 物 含 む 。

第21図 第7号住居址実測図

遺物 (第22・ 23図 、図版四十・五十二)

本址からは土師質土器・土師器・須恵器 。鉄製品が出土 し、そのうち上師質土器 3点、土師器

3点、須恵器 1点、鉄製品 1点 を図示した。

土師質土器小皿には 1・ 2の 2点があるが、 2に は柱状高台が貼 り付けされる。羽釜には全周

する鍔を持つ4と 把手状に断絶する5があるが、 5の鍔は剥落しており残存しない。 6は甑でカ

マ ド内から出土した。 7は須恵器甕の底部で丸底気味を呈 し、外面に叩き日、内面にナデが施さ

れる。

―…23-一
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第22図 第 7号住居址出土遺物実測図 〈1〉

鉄製品には8の刀子がある。身部の一部を欠いているが

関は背・刃側ともに深 く明瞭である。身幅が2.4cmと 広 く、

残存長11.6cm、 茎部長6.lcmを 測り大型品である。

以上から、本址は11世紀後半に位置づけられよう。

(1:3)

第23図  第7号住居址出土遺物実測図〈2〉

8)第 8号住 居 址

遺構 (第24図、図版八・九)

本住居fjLは 調査区東側、B― き。く-2・ 3グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。第 9号住居址と重複 し、新 1日 関係は本量の方が新しい。また北東隅と北壁下西側の

床面を撹乱により壊される。形態は南北560cm、 東西524cmの南北に長くやや歪んだ方形を呈し、

床面積は27.6♂ を測る。長軸方位はN-15° 一Wを 示す。確認面からの壁高は11～ 23cmを 測る。

壁溝は確認されなかった。

覆土は 6層 に分割された。 1～ 4層 は住居址中央部分にみられ、 3・ 4層 は焼土・炭化物・灰

―-24-一
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♀ 雪1lWm 21m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

黒褐 色 土層 (10Y R 2/2)
炭イヒ物 ・灰 ・焼 土 少含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石・ 砂粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
炭化 物 多含 、砂粒 少含 。

黒 褐 色土層 (10 Y R 2/3)
焼 土・ 炭 化 物 ・灰 含 む 。

黒 褐 色土層 (10Y R 2/3)
炭イヒ物 多含 、砂粒 少含 。

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
焼 土 ・炭イヒ物・ 灰 多含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
炭化 物 少含 。

黒 褐 色 上層 (10 YR 2/2)
炭化物 ・黒 色 土 プ ロ ック

(10 YR 17/1)少 含 。

褐 色土層 (75YR 4/6)
焼 土層 、 灰 多含 。

暗褐 色 土層 (75YR3/3)
焼 土・砂 粒 含 む 。

褐 色 土層 (10 YR 4/4)
炭化物 含 む、焼 土 ・灰 多含 。
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を含む黒褐色土層である。 5層 は床面全体を埋め炭化物を多量に含む。 6層 はカマ ドの関連層で

焼土・炭化物 。灰を多量に含む。床面は掘 り方を持たず全体層序第Ⅱ層砂層によつて構築され軟

弱である。ピットは 8個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり、規模は径30cm前 後、深さは27

～62cmを 測る。P5は 北東隅、P6は住居址中央東側、P6・ P7は南壁下から検出された。いず

れのビットも全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは南東隅に位置し、袖部には芯材として用いられた石材が残存 しており、これに粘土を

被覆して構築されていたものと思われる。火床部は床面を掘 り窪めた後11層 を埋め戻して設けら

れ、掘 り方は全体層序第Ⅵ層に達する。

遺物 (第 25。 26図 、図版四十 。四十一)

本址からは白磁・灰釉陶器 。土師質土器・土師器・須恵器が出土しており、そのうち灰釉陶器

1点、土師質土器27点 、土師器 8点 を図示した。

1は灰釉陶器椀の底部であるが、高台部の内側には朱墨を磨った痕跡が認められる。 2は土師

器の椀と思われ、内外面に黒色処理が施される。 3～ 16・ 22～ 28は土師質土器小皿とした小型品

の一群で、無台のものと柱状の高台が貼 り付けされるものとがある。無台の小皿は口径8.6～ 10

cm、 器高2.0～ 2.5cm、 底径3.8～ 5.Ocmの範囲に納まるもので、底部は厚 く体部は直線的に大きく開

く。柱状高台付 きの小皿は口径10cm前後、器高3.5cm前 後、底径 5 cm前 後を測 り、体部は直線的

に大きく開く。29は大型の皿で、直線的に開く体部に端部で外反する高台が貝占り付けされる。土

師質土器の杯としたものには17～ 21の5点がある。羽釜としたもののうち鍔が確認されたものは

31・ 36の 2点のみである。いずれも鍔は全周せず把手状に2カ 所貼 り付けされ、口縁端部には面

取 りが施される。本址からの羽釜の出土量は多いものの全体の器形の知れるものは少ない。白磁

は碗と思われるが小片のため図示し得ない。

以上から、本址は11世紀後半から12世紀前半に位置づけられよう。

9     (1 : 4)   109111

第26図 第 8号住居址出土遺物実測図 〈2〉
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9)第 9号住居址

遺構 (第27図 、図版九・十)

本住居址は調査区東側、B一 く。け-1・ 2グ リッドに位置 し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。第 8号住居址と重複し、南東隅を切られる。また東壁南側を撹乱により壊される。

形態は東西・南北とも370cmの 方形を呈 し、床面積は13.3ぽ を測る。カマ ドを中心とする主軸方

位はN-4° ―Eを 示す。確認面からの壁高は22～ 47cmを 測 り、残存状況は比較的良好である。壁

溝は確認されなかった。

覆土は 5層 に分割されたが 1・ 2層が主体を占め、 3層 は住居址中央付近の床面上にわずかに

認められるのみである。 4・ 5層 はカマ ドの関連層である。床面は10層 を埋め戻 して構築され、

全体に平坦で堅固である。ピットは 3個検出された。東・西壁の中央に位置するPl・ P2が主

柱穴であり、床面からの深さはPl力Ⅵ5cm、 P2が52cmを 測 り、径20cm大 の柱痕が確認された。

またPlは全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。P3は南壁下中央に位置し、入り口施設としての

機能が考えられる。

カマ ドは北壁中央に構築され、残存状況は良好である。カマ ド本体が壁外に張 り出すもので、

焚日から煙道部までの長さ140cm、 幅100cmを 測る。構築には壁体を半円状に掘 り込んだ後、両側

に平行して軽石を埋設して袖部とし、その上に軽石を懸架して天丼部としている。左右袖部中央

の軽石は接合関係にある。カマ ドの構築材として用いられた軽石はいずれも面取 り加工が施され

ており、火熱を受け赤 く焼けている。支脚石は軽石を円柱状に加工したものがカマ ド内左側に 1

個確認されたが、住居l■北東隅から同様に加工した軽石が出土 していることから、1日状は2個並

べて据えられていたものと考えられる。また住居址内に散在する石材も赤 く焼けており、カマ ド

の構築材として用いられていたものと思われる。

遺物 (第28・ 29図 、図版四十一 。四十二・五十一・五十二)

本址からは須恵器・土師器・鉄製品・石製品が出土し、そのうち須恵器11点 、土師器 7点、鉄

製品 2点、石製品 1点 を図示した。

須恵器の杯には、無台のもの (1～ 7)と 高台の貼 り付けされるもの (9)と があり、ロクロ

からの切 り離 しはすべて回転糸切 りによるものである。 8は須恵器の蓋で、宝珠形のつまみ部が

貼 り付けされ、天丼部には回転ヘラケズリが施される。18は 須恵器横瓶の胴部で、住居址北東隅

から出上 した。土師器の杯のうち、図示したものはいずれも内面に黒色処理が施されるが、他に

わずかではあるが黒色処理されないものも存在する。また、ロクロからの切り離 しはすべて回転

糸切 りによるものであるが、11は体部下半、14は底部周縁に手持ちヘラケズリが加えられる。14

は 1・ 2と ともにカマ ドの右側袖部上面から3枚重なった状態で出土 した。

―-28-一
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土師器甕は図化できなかったも

かに「コ」の字気味であるのに対

17は カマ ドからの出土である。

一絋

? 
標
71lhTm 2im

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭化 物 ・ l cm以 下 小石 ・

パ ミス少含 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 3/2)

炭イヒ物 ・パ ミス 少含 、

5 mm以 下 小石 ・砂粒 含 む 。

極 暗褐 色 土層 (75YR 2/3)
焼 土 ・炭化 物 多含 。

暗 褐 色 土層 (10 Y R 3/3)

炭化物 少含 、

5 mm以 下 小石 ・砂粒 含 む 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)

焼 土含 む。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 3/2)

柱 痕 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
5 mm以 下 小石・ 砂粒 含 む 。

暗 赤褐 色土層 (5YR3/6)
焼 土層 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)

焼 土 ・砂粒 少含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 ・

黒色 上 プ ロ ック含 む 。

暗褐 色 土層 (10 YR 3/3)
砂粒 多含 。

にぶ い黄褐 色 土層 (10Y R 4ノ 3)

炭化 物 ・パ ミス含 む 。

黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
砂粒 多含 。

第27図 第 9号住居址実測図

のも含めてすべて武蔵型甕である。日縁部の形態は17がわず

し、16は頸部が直立気味となり明瞭な「コ」の字状を呈する。

―-29-―
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第29図 第 9号住居址出土遺物実測図 〈2〉

鉄製品には19の 刀子 と20の鎌 と思われるものがある。19は 両関の刀子で、身幅が狭 く細身であ

り全長14cmを 演1る 。石製品には21の砂岩製の砥石がある。

以上から、本住居 llLは 9世紀前半に位置づけられよう。

10)第 10号住居址

遺構 (第31図、図版十一)

本住居址は調査区中央付近、D―あ 。い…10、 E一 あ 。い-1グ リッドに位置し、全体層序第

Ⅱ層上面において検出された。他遺構との重複関係はない。形態は南北456cm、東西420cmの 南北

にやや長い方形を呈 し、床面積は15.6♂を測る。長軸方位はN-8° 一Wを 示す。確認面からの

壁高は34～46cmを 測る。壁溝は確認されなかった。

覆土は4層 に分割されたが 1・ 2層 が主体を占め、 3層 は住居址北側の壁下に堆積する。 4層

はカマ ドの関連層で、焼土・炭化物・灰を含む黒褐色土層である。床面は部分的に8層 を埋め戻

して設けられ平坦で堅固な状態である。ピットは 5個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり径

26cm、 深さは40～44cmを 測る。P5は南西隅に位置し56× 48cm、 深さ44cmの 規模を有する。

カマ ドは東南隅に構築され、焚日から煙道部までの長さ120cm、 1嘱 90cm

を測るが、天丼部 。袖部ともに消失しており残存 しない。袖部には芯材

を埋設したと思われる掘 り込みが検出されており、袖部の構築には芯材

として石を用い、これを粘土で被覆して構築されたものと思われる。

遺物 (第30図、図版五十一)

本址からは土師器・須恵器・石製品が出上しているが、出土量は極め

て少なく、土器はいずれも小片であるため図示できたものはない。石製  0

1

(1 : 4)    10cm

第30図 第10号住居址

出土遺物実測図

品1点が図示できたのみである。

上師器杯はすべてロクロ成形によるもので、内面に黒色処理が施され

る。また土師器甕は武蔵型甕である。須恵器の杯には無台のものと高台

-31-
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1 黒掲 色 土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 少含 、砂粒 含 む 。

2 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
炭 イヒ物 少含 、 5 mm以 下 小石 含 む、

砂粒 多含 。

3 黒 掲 色 土層 (10 Y R 3/2)
l cm以 下 小石 含 む、砂粒 ・砂 プ ロ ック多 含 。

4 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
焼 土・ 黒 色粘 土 プ ロ ック多 含 、 炭化 物 ・灰 含 む 。

5 黒褐 色 上層 (lo Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 ・ 砂粒 含 む 。

9  
標
7171165m 21m

第31図 第10号住居llL実 測図

の貼 り付けされるものがある。 1は軽石製で両側から穿子Lさ れており紡錘車の未製品と思われる。

以上の遺物で本住居址の時期は判明しないが、南東隅に構築されたカマ ドの存在から11世紀代

と思われる。

11)第 11号住居 l」l

遺構 (第32図、図版十一)

本住居址は調査区東側、B一 お 。か-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。第 6号住居址と重複 し、北半部上面を切られる。形態は南北348cm、 東西368cmの 東

西にやや長い方形を呈 し、床面積は12.9ぽ を測る。主軸方位は真北を示す。確認面からの壁高は

10～ 28cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

◎ P3

⑥ =。 S

P5

一-32-一
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少含 。

多含 。

5 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
5 mm以 下 小石 ・砂粒含 む 、

黒 色 土 プ ロ ック (10 Y R 2/1)多 含 。

6 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
l clll以 下 小石 ・砂粒 含 む、

炭化 物 多含 。

7 黒褐 色 上層 (10Y R 2/2)
明黄褐 色粒 子 ・黒 色土 プ ロ ック・砂粒 多 含 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
l cm以 下 小石 ・砂 粒 含 む、

黒 色 土 ブ Elッ ク (10 Y R 2/1)
黒褐 色 土層 (10 Y R 2/2)

l cm以 下 小石 ・砂 粒 含 む 、

黒 色 土 プ ロ ック (10 Y R 2/1)
黒 色 土層 (10 YR 2/1)

l cm以 下 小石 ・砂粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (10Y R 2ノ 2)
5 mm以 下 小石・ 砂 粒 含 む 。

第32図 第11号住居llL実 測図

覆土は 3層 に分割されたが 1・ 2層 が主体を占め、住居ljL掘 り方が全体層序第Ⅵ層まで達する

ためか黒色土をブロック状に含む。床面は中央付近に7層 を埋め戻して構築され比較的堅固であ

る。ビットは中央南寄 りに 1個 (Pl)、 北東隅に 1個 (P3)、南西隅に3個 (P2・ P4・ P

5)の 5個が検出されたが、検出位置・規模からみて柱穴と考えられるのはP2の みで径30clll、

深さ38cmを 測る。

カマ ドは北壁中央東寄 りに位置し、焚口から煙道部までの長さ100cm、 幅100cmを 測るが残存状

況は良好とは言い難い。袖部には芯材として面取 り加工された軽石が埋設されており、これを粘

上で被覆して袖部を構築したものと思われる。支脚石は軽石を円柱状に加工し、カマ ド内に2個

並べて据えられた状態で出土した。

―-33-―
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第33図 第11号住居址出土遺物実測図

遺物 (第33図 、図版四十二 )

本址からは須恵器・土師器が出上し、そのうち須恵器 9点、土師器 5点 を図示した。

須恵器の杯には、無台のもの (1～ 5)と 高台の貼 り付けされるもの (6。 7)があり、ロク

ロからの切 り離 しはすべて回転糸切 りによる。無台の杯は体部が直線的に開き、 2は端部でわず

かに外反する。高台付きの 6。 7は底部のみであるが、体部は直線的に立ち上がり、器高の高い

ものと思われる。底部は回転糸切 りの後、高台が貝占り付けされる。須恵器の蓋には8がある。天

井部は回転ヘラケズリが施され、口縁部付近で外反し端部で屈曲する。

10は 土師器の鉢で回径22cm、 器高6.3cmの大型品である。ロクロ成形で、底部は回転糸切 りの

後周縁部に手持ちヘラケズリが施される。土師器の甕には11～ 14があり、この他図化できなかっ

たものも含めてすべて武蔵型甕である。口縁部の形態は「く」の字状に外反するものと「コJの

字状を呈するものが混在 してみられる。

以上から、本住居JjLは 9世紀前半に位置づけられよう。
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12)第 12号住 居 址

遺構 (第34図 、図版十二)

本住居址は調査区東側、B― き～け-4・ 5グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。第13号住居址と重複 し、新旧関係は本址の方が新しい。またカマ ド付近の床面を撹

乱によって壊される。形態は南北492cm、 東西640cmの 東西に長 くやや歪んだ長方形を呈し、床面積

は29.7ビ を測る。長軸方位はN-76° 一Eを 示す。確認面からの壁高は17～ 31cmを 測る。壁溝は

検出されなかった。
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覆土は3層 に分割されたが 1層 が主体を占め、 2層 は床面全体を薄く埋める。 3層 は焼土・炭

化物・灰を多量に含むカマ ドの関連層である。床面は全体に 5層 を3～ 14cmの厚さで埋め戻して

貼 り床とし、比較的堅固な状態である。掘 り方は全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。ビットは床

面上から9個検出された。また住居l■北西の床面下から、東西348cm、 南北145cm、 深さ43cmの 楕

円形を呈する土坑が検出された。覆土は炭化物・焼土・灰を含む黒褐色土層1層 からなる。

カマ ドは東南隅に構築され、焚口から煙道部までの長さ180cm、 幅90cmを 測るが、天丼部・袖

部ともに消失 しており残存 しない。

遺物 (第35・ 36。 37図、図版四十二・

本址からは白磁・土師質土器・土師

器 。須恵器 。鉄製品 。石製品が出土し、

そのうち白磁 2点、土師質土器 7点、

須恵器 1点、土師器 5点、鉄製品 1点、

石製品 1点 を図示した。

白磁には 1の皿と2の碗がある。 1

は無台の皿で、日縁部は内湾する。 2

は体部のみであるが、浅い削り出しに

よる高台が設けられるものと思われる。

いずれも内面下部に浅い段が一条巡 り、

底部と底部付近を除いてほぼ全面に施

釉される。

土師質土器の皿には3～ 8の小皿と

高台付きの 9があり、小皿はすべて無

台のものである。10は 須恵器長頸壷の

底部であり、回転糸切 りの後高台が貼

り付けされる。

羽釜には鍔が全周するもの (11・ 12)

と把手状に断絶するもの (14・ 15)と

があり、14は 3カ 所に把手状の鍔が貼

り付けされ、口縁端部に粗雑な面取 り

が施される。

鉄製品には16の苧引金具があり、石

製品には17の 流紋岩製の砥石がある。

四十三・五十一・五十二 )

9     (1 : 4)   109m

第36図  第12号住居址出土遺物実測図
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第37図 第 12号住居址 出土遺物実測 図 〈3〉
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以上、自磁Illl(1)・ 碗 (2)は横田・森田分類の「白磁碗Ⅳ類」にあたり、本址は11世紀後

半から12世紀前半に位置づけられると考える。

13)第 13号住居 llL

遺構 (第38図、図版十二)

本住居j」Lは調査区東側、B一 き。く… 3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。第12号住居址と重複 し、南壁付近を切られる。また北壁上面を撹乱によって壊され

る。形態は南北280cm、 東西320cmの 東西にやや長い長方形を呈 し、床面積は推定で8.8ぽ を測る

小型の住居址である。カマ ドを中心とする主軸方位は真北を示す。確認面からの壁高は西壁で23

～36cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 2層 に分割されたが 1層 が主体を占め、 2層 は焼土・炭化物・粘土ブロックを含むカマ

ドの関連層である。床面は部分的に5層 を埋め戻 して設けられ、比較的堅固な状態である。掘 り

方は全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。ビットは南西隅から1個検出され、径50cm、 深さ30cmの

規模を有する。

カマ ドは北壁中央に構築されるが、天丼部・袖部は残存 しない。また煙道部は撹乱によって壊

されてお り旧状は不明である。規模は残存部で長さ74cm、 幅88cmを測る。カマ ド内およびカマ ド

南側に軽石がみられることからこれを芯材とし、さらに粘上を被覆して袖部を構築したものと思

われる。

1 黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
黒 色 上 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む、

砂粒 ・砂 プ ロ ック多含 。

2 黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
焼 土 ・炭化 物・ 粘 土 プ ロ ック (10 YR 4/2)
含 む 、

黒色 土 プ ロ ック多含 、砂粒 含 む 。

3 黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プロ ック・砂粒 含 む 。

4 赤褐 色 土層 (10 Y R 4/6)
焼 土層 。

5 黒褐 色 土層 (lo YR 3/2)
黒 色 上 プ ロ ック・ 砂粒 多含 、

5 mm以 下 小石 含 む 。

Ｃ
一

判

第38図 第13号住居llL実 測図
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第39図 第13号住居llL出 土遺物実測図

遺物 (第39図 、図版四十二・四十三 )

本l■ からは灰釉陶器・須恵器・土師器が出土し、そのうち灰釉陶器 2点、須恵器 4点、土師器

2点 を図示した。

1・ 2は灰釉陶器の皿で、 1は体部の内外面に施釉されるのに対 し、 2は 内面にみられるのみ

である。須恵器の杯 (3～ 5)は体部がわずかに内湾し、 4は端部で外反する。図化できなかっ

たものも含めて底部の切 り離しはすべて回転糸切り未調整である。 6は須恵器長頸壷の底部で、

回転ヘラケズリの後低い高台が貝占り付けされる。

土師器甕には 7・ 8があり、この他図化できなかったものも含めてすべて武蔵型甕である。

以上から、本住居址は 9世紀前半に位置づけられよう。

14)第 14号住 居 址

遺構 (第 40図 、図版十三)

本住居力Lは調査区中央付近南側、B一 こ-5。 6、 E― あ-5。 6グ リッドに位置し、全体層

序第Ⅱ層上面において検出された。第 6号土坑 。Pit41と 重複 し、北壁・北西隅を切られる。形

9     (1 1 4)   10clll
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標高 718,55m

O   (1:80)  2m

1 黒褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
炭 化 物 少含 、 5 mm以 下 小石・ 砂 粒 含 む 。

2 黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
炭 イヒ物 含 む 、 5 mm以 下 小石・ 砂 粒 含 む 。

3 暗褐 色 土層 (10 Y R 3/3)
砂 粒 多含 、 5 mm以 下 小石 含 む 。

4 黒褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
焼 土・ 炭 化物・ 黒 色粘 土 プ ロ ック含 む 。

5 灰 黄 褐 色 土層 (10 YR 5/2)
灰 層 、焼 土 少含 。

6 黒 褐 色 土層 (10YR 2/3)
柱 痕 。

7 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭 化 物 多含 、 砂粒含 む。

8 黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下小石 含 む。

9 黒褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
砂 粒 多含 、 l cm以 下 小石 含 む 。

10 暗 赤褐 色 土層 (5YR3/4)
焼 土層 。

H 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
焼 土少含 。

12 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
砂粒 含 む 。

第40図 第14号住居址実測図

態は南北424cm、 東西434cmの 方形を呈し、床面積は17.9ビ を測る。長軸方位はN-87° 一Eを示す。

確認面からの壁高は13～ 27cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 5層 に分割されたが 2層 が主体を占め、壁際に3層 がみられる。 4層 は焼土 。炭化物を

含むカマ ド関連層で、 5層 は灰層である。床面は掘 り方を持たず、比較的堅固な状態である。ピ

ットは 6個検出された。Pl～ P4が主柱穴で、南側に配されるP3・ P4は南壁中に位置し整

然と配される。径 30cm、 床面からの深さ32～ 46cmの 規模を有し、径15cm大 の柱痕が確認された。P

5は東壁下北佃1に位置し径35cm、 深さは 8 cmと 浅い。P6は南西隅から検出され径64cm、 深さ62cm

を測る。またPl・ P2・ P3・ P6は全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは東南隅に構築され焚日から煙道部までの長さ110cm、 幅70cmを 測るが、火床部両側に芯

材を埋設 したと思われる掘 り込みが検出されたのみであり旧状は不明である。
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第41図 第14号住居jr_出 土遺物実測図 〈1)

遺物 (第41。 42図 )

本址からは土師器 。須恵器・石製品が出土 したが、出土量は少

なく土師器 2点、石製品 1点が図示できたのみである。

1・ 2の羽釜はともに全体の器形は不明であるが、いずれも把

手状の断絶する鍔が員占り付けされるものであ り、 1の 口縁端部は

面取 りされ平坦に仕上げられる。

3は流紋岩製の砥石である。この他、わずかではあるが土師質

土器小皿の小片が出土 している。

以上、本址の出土遺物は少量であるが、11世紀後半に位置づけ

らオtよ う。

15)第 15号住居址

9     (1 1 4)   loplll

0  (1:4) loclll

第42図 第14号住居J■

出土遺物実測図 〈2〉

遺構 (第43図 、図版十三)

本住居址は調査区中央付近、E一 あ 。い-4・ 5グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面にお

いて検出された。第 7号土坑 。第 1号掘立柱建物址 。Pit41と 重複 し、新 1日 関係は古い方から第

1号掘立柱建物址→本址→第 7号土坑・Pit41と なる。形態は南北440cm、 東西340cmの 歪んだ長

方形を呈し、床面積は17.9ゴを測る。長軸方位はN-11° 一Wを示す。確認面からの壁高は12～

32cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は4層 に分割されたが 1層 は中央付近上面にわずかにみられるのみで、 2・ 3層 が主体と

なる。4層 は焼土・灰 。炭化物を含むカマドの関連層である。床面は9層 を埋め戻して設けられ、

比較的堅固な状態である。ピットは6個検出された。Pl～ P4が主柱穴で径20cm、 深さ38～ 45

cmの 規模を有する。P5。 P6は西壁下南側から検出され、第7号土坑に切られる。P5は残存

部で78× 70cm、 深さ30cm、 P6は径55cm、 深さ28cmを測る。
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黒褐 色 土層 (10YR 2/3)
炭 化 物 ・ 5 mm以 下 小石 ・砂 粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
炭 化 物・ 砂 粒 少含 、

5 mm以 下 小石 含 む 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭 化 物 少含 、

5 mm以 下 小 石 ・ 砂粒 多含 。

黒掲 色 土層 (lo YR 2/3)
炭イヒ物 多含 、 焼 土 ・灰 少含 。

F' G

釉
5

6

7

8

標高 718,56m

O   (1:80)  2m

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭イヒ物 少含 、 砂粒 多含 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 3ノ 2)

砂 粒・ 砂 プロ ツク多含 。

赤褐 色 土層 (5YR4/6)
焼 上層 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
灰 褐 色粘 土・ 炭イヒ物 少含 、

5 mm以 下 小石・ 砂粒 多含 。

黒掲 色 土層 (10 Y R 2/3)
炭イヒ物 少含 、砂粒 含 む 。

第43図 第15号住居址実測図

カマ ドは東南隅に構築され焚口から煙道部までの長さ95cm、 幅70clllを 測るが、天丼部。袖部と

もに消失しており旧状は不明である。火床部は床面を掘 り窪めた後 8層 を埋め戻 して設けられる。

遺物 (第44図 )

本址からは土師質土器・土師器・須恵器が出土し、そのうち土師質土器 2点、土師器 6点、須

恵器 1点 を図示した。

上師質土器には 2の llll.と 3の杯としたものがあり、 2に は高台が貝占り付けされるものと思われ

る。 4は所謂「手づ くね」によるミニチュア土器、 5～ 7は土師器の甕である。羽釜は 8。 9の

2点 を図示したが全体の器形は不明である。いずれも全用する鍔が貼り付けされ、 8の 口縁端部

には面取 りが施され平坦に仕上げられる。

以上から、本住居址は11世紀後半に位置づけられよう。
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第44図 第15号住居JjL出 土遺物実測図

16)第 16号住 居 llL

遺構 (第 45図 、図版十四)

本住居jr_は 調査区南側、E一 い 。う-9。 10グ リッドに位置する。確認面は大半が全体層序第

Ⅱ層上面であるが、南壁付近は全体層序第Ш層上面となる。他遺構との重複関係はない。形態は

南北 348cm、 東西 352cmの 方形を呈し、床面積は 11.6ぽを測る。長軸方位はN-73° 一Eを示す。

確認面からの壁高は 11～ 21cmを 汲1る 。壁溝は検出されなかった。

覆土は 2層 に分割されたが 2層 は焼土・炭化物を含むカマ ドの関連層で 1層 が主体を占める。

床面は掘 り方を持たず軟弱である。ピットは主柱穴である4個が検出され径 20cm、 深さ36～ 43cm

を測る。南偶1に配されるP3・ P4は南壁下に位置する。

カマ ドは南壁東端に構築され長さ 90cm、 幅 64cmを 測るが、天丼部。ネ由部ともに消失しており1日

状は不明である。

遺物 (第 46図、図版四十三)

本址からは灰釉陶器・土師器・須恵器が出土しているが、出土量は少なく、灰釉陶器 1点が図

示し得たのみである。

1は灰釉陶器椀で、施釉は漬け掛けによる。底部は回転糸切 りの後高台が貼 り付けされ、糸切

り痕が残る。羽釜は端部に面取 りが施された口縁部片と胴部片が極 く少量出上したのみであり図

化できたものはない。
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4 赤褐 色土層 (5YR4/6)
焼 土層 。

5 黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
炭化 物 少 含 、砂粒 ・砂 プロ ック多含 。

第16号住居址実測図

1     9     (l i 4)   10,m

1 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
l cm以 下 小石・ 砂粒 多含 。

2 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
炭イヒ物 ・ 焼 土含 む 。

3 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
l cm以 下 小石 ・砂粒 多 含 。

第45図

この他図化できなかったものには、土師

器杯 ・甕、須恵器杯がある。

以上本住居址の出土遺物は少量であるが、

11世紀後半に位置づけられよう。

17)第 17号住居址

第46図 第16号住居址出土遺物実測図

遺構 (第47図 、図版十四・十五)

本住居址は調査区南側、F― え 。お-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅲ層上面で検出さ

れた。北壁と東壁の一部を撹乱によって壊される他は重複関係はない。形態は南北512cm、 東西

396cmの 長方形を呈 し、床面積は18.4ポ を測る。長軸方位はN-27° 一Wを示す。確認面からの壁

高は 9～ 29cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 2層 に分割されたが 2層 は焼土・炭化物・灰を含むカマ ドの関連層で 1層 が主体を占め

る。床面は 6層 を埋め戻 して貼 り床とし全体に締まっており、特にカマ ド周辺は堅固な状態であ

る。ビットは床面上から主柱穴である4個が検出され径30cm、 深さ51～ 64cmを 測 り、Pl～ P3

は全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。南側に配されるP3・ P4は南壁中に位置する。
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黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭イヒ物 少含 、

l cm以 下 小石 ・砂粒 多 含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
焼 土 多含 、 炭 化物 ・灰 含 む 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
炭化 物 少含 、 砂粒含 む 。

明 赤褐 色 土層 (5YR5/8)
焼 土層 。

褐 灰 色 土層 (10 YR 4/1)
カマ ド構 築 粘 上層 。

第47図 第17号住居址実測図

暗褐 色 土層 (lo Y R 3/3)
炭 化物 少 含、 砂粒 含 む 。

黒褐 色土層 (10 YR 3/2)
砂粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
炭 化物 含 む 、 砂粒 少含 。

暗褐 色土層 (lo Y R 3ノ 3)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 少含 。

黒褐 色土層 (lo Y R 3/2)
砂 プ ロ ック多含 、

黒 色 土 プ ロ ック少含 。

褐 灰 色土層 (10 Y R 4/1)
灰 多含 、焼 土・ 炭化 物 少 含 。
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カマ ドは南壁東端に構築され長さ64cm、 幅96cmを 測る。煙道部は壁体を掘 り込んだ後粘土 (5

層)を貼 り付けて設けられ、袖部の構築には粘土 (5層 )が用いられる。

遺物 (第48図 、図版四十三・四十四)

本址からは土師質土器・土師器・須恵器が出土し、そのうち土師質土器 9点、土師器 1点、須

恵器 3点 を図示した。

4は土師質土器杯としたもので、体部は厚 く内湾して開く。 5～ 8は無台の上師質土器小皿で、

日径8.4～ 9 cm、 器高1.9～ 2.lcm、 底径4.1～ 5 cm前 後を測る。有台の皿には 9～ 12があり、法量か

ら小型のものを小 Illl、 大型のものを皿とした。 9の小皿は口径8.8cmを 測 り、体部は無台の小 llll

とほぼ同様の法量を示す。Illlと したものには11。 12があり、形態はいずれも体部は直線的に開き

端部で外反し、ほぼ同様の法量を示す。

羽釜は 1点が図示できたのみである。鍔は全周するもので、日縁端部の面取 りは行われていな

い。須恵器には高台付 きの杯と長頸壷の回縁部がある。 1は須恵器の高台付きの杯であるが、底

部周縁を円形に再加工を施している。

以上から、本住居址は11世紀後半に位置づけられよう。

7

~5
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第 48図 第 17号住居址出土遺物実測図
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18)第 18号住居址

遺構 (第 49・ 50。 51図、図版十六

本住居址は調査区中央南倶1、 E一 え

十七 )

。お-6。 7グ リッドに位置する。
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第 18号住居址実測図

―-47-一

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
炭 化物 ・ 5■m以 下小石 少含 、

パ ミス含 む 。

黒 褐 色 上層 (10 YR 3/2)
炭 化物・ パ ミス少含 、

5 mm以 下 小石 含 む。

黒褐 色 土層 (10 YR 2ノ 2)

炭イヒ物 ・パ ミス・

5 mm以 下 小石 少含 。

黒 色 土層 (10 Y R 2/1)
炭化 物 多含 。

灰 黄掲 色土層 (10 YR 5ノ 2)

灰 層 。

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
砂粒 少含 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
柱 痕 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
黒 色土 プ ロ ック (10 YR 17/1)多 含 。

赤褐 色 土層 (5YR4/8)
焼 土層 。

黒 色 土層 (10 Y R 2/1)
カマ ト構 築 粘 土層 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
焼 土 ・灰 少 含 。

黒 色 土 プ ロ ック多含 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
貼 り床 、 黒 色 土 プ ロ ック・ 砂粒 含 む 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2ノ 2)

黒 色 土 プ ロ ック多含 、 砂粒 少含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック・ 砂粒 含 む 。

第 49図



全体層序第Ⅱ層上面で検出され、他遺構との重複関係はない。形態は南北500cm、 東西490cmの 方

形を呈し、床面積は23。 1ぽ を測る。カマ ドを中心とする主軸方位はN-4° ―Eを 示す。確認面

からの壁高は53～ 73cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 5層 に分割される自然堆積であり3層が床面全体を埋める。 4層 は炭化物を多量に含む

黒色土層、 5層 は灰層である。床面は中央部を残 して壁下を10cm前後掘 り下げた後、14層 を埋め

戻 し、さらに全体に12層 を敷設して貼 り床としており平坦で堅固な状態である。掘 り方は第50図

に示したように全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

ビットは床面から8個検出され、Pl～ P4が主柱穴である。床面からの深さは48～ 54cmを 測

り、P3か ら径18cm大の柱痕が確認された。 P5。 P6は カマ ドの両脇に位置し深さは22cm。 26cm

と浅い。 P7・ P8は南壁下中央から検出され、径20cm、 深さ1lcm。 12cmを 測り、入口施設に関す

るものと考えられる。また、床下から古い柱穴が検出されており、配置状況 。規模から柱の建て

替えが行われたものと考えられる。

■' く
|

o 雪1lWm 2,■

第 50図  第 18号住居址掘 り方実測図
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第 51図 第 18号住居址カマ ド実測図
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第 54図
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カマ ドは北壁中央に構築される。焚口から煙道部までの長さ196cm、 幅114cmを 測 り、残存状況

は良好である。煙道部は壁体を掘 り込んだ後、底部を抜いた土師器甕 (47・ 48・ 49)を 3個連結

して設けられる。袖部は組み上げた芯材に10層黒色粘土を被覆して構築される。芯材に用いられ

た石材は、右袖基部Aに長方形に加工した集塊岩、Bに安山岩が使用されている他は面取 りされ

た軽石で、火熱を受け赤 く焼けている。天丼石Cは袖石Aと 同様に長方形に加工した集塊岩で両

袖基部の袖石に高架された状態で検出された。また左袖と天丼石との接する部分には、須恵器甕

(51)の胴部片が挟まれた状態で出上しており、天丼石を水平に保つための調整が行われている。

火床部は床面を浅 く掘 り雀めた後11層 黒褐色上を埋め戻 して設けられ、支脚石が2イ固並べて据え

られた状態で出土した。支脚石の石材は左側が円柱状に加工した軽石、右傾」が集塊岩である。

遺物 (第 52・ 53・ 54・ 55図、図版四十四～四十六)

本址からは須恵器・土師器が多

量に出上し、そのうち須恵器29点 、

土師器23点 を図示した。

須恵器の不には無台のもの (1

～14)と 高台の貼 り付けされるも

の (15・ 16)と があるが、無台の

ものが主体を占める。ロクロから

の切 り離しはすべて回転糸切 りに

よるものである。法量では口径13.5

～14cm、 器高 4 cm付近に集中する。

17～ 20は長頸壷の底部片、21・ 22

は甕である。須恵器の蓋は4点 を

図示 したが、25は天丼部のヘラケ

ズリが行われていない。つまみ部

は扁平である。27の須恵器円面硯

は脚台部に透しと沈線を有するも

9  (1:8) 29cm

第55図 第 18号住居址出土遺物実測図 〈4〉

のである。磨墨面には特に磨減や墨の付着は認められない。

土師器の杯は 7点 を図示したが、33は 口径20cmを 越える大型品であり、31を 除いて内面には黒

色処理が施される。底部の調整は回転ヘラケズリのもの (28)、 回転糸切 りの後ナデが行われる

もの (29)・ 底部周縁に手持ちヘラケズリが加えられるもの (30)、 手持ちヘラケズリのもの (31

～34)がある。28は底部周縁を円形に再加工を施 している。34は墨書土器である。椀 (35)は 内

面に黒色処理が施され、底部は回転糸切 りの後高台が貼 り付けされる。高台部の中央にはわずか

-53-―



にくぼみが付けられる。36は土師器の蓋である。須恵器の蓋とほぼ同様な形態を示すが、端部で

「くJの字状に屈曲せず、直線的に終息する点で大きく異なる。

甕には武蔵型甕と小型甕がある。武蔵型甕の口縁部は「コ」の字状となるものが主体的であり、

日径は20cm前後に集中する。47・ 48・ 49は カマ ドの煙道部に用いられていたものである。小型甕に

は台付きのものと無台のものがあり、日縁部の形態も「くJの字状のものと頸部が直立し明瞭な

「コ」の字状を呈するものとがある。

51は 口径45cm・ 器高46cm前 後の大型の須恵器甕である。 EIl縁部は短く外反し、胴部上半部に一

対の把手が貼 り付けられる。

以上から、本住居址は9世紀前半に位置づけられよう。
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1 黒 褐 色 土層 (10 YR 2ノ 2)

炭 化 物 少 含 。

2 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
焼 土 ・灰 ・炭 イヒ物 含 む 。

3 黒 色 土層 (10 Y R 2/1)
5 mm以 下 小石 少含、

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む 。

9 標711‰∬m 21m

4 黒 色土層 (lo Y R 2/1)
焼 土・ 炭化 物 少含、黒 色 土 プ ロ ック多 含 。

5 暗 赤褐 色 土層 (5YR3/6)
焼 土層 。

6 黒褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
灰 多含 、炭化 物 少含 。

7 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/2)
灰 多 含 、炭化 物 ・黒 色 土 プ ロ ック含 む 。

第 56図  第 19号住居jll実測図
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19)第 19号住 居 llL

遺構 (第56図、図版十七)

本住居址は調査区東端部、B一 う。え-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅵ層黒色土上面

で検出された。住居llL中 央を東西に撹乱によつて壊されている他は重複関係はない。形態は南北

400cm、 東西412cmの 東西にやや長い方形を呈 し、床面積は19.4ぽ を測る。長軸方位はN-83° 一

Eを示す。確認面からの壁高は北西隅で16cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 2層 に分割されるが 1層 が主体を占め、 2層 は焼土・炭化物・灰を含むカマ ドの関連層

である。床面は掘 り方をもたず軟弱である。床面上には焼土範囲力Ⅵ力所確認された。ピットは

床面から6個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり径20cm、 深さ32～ 42cmの規模を有する。P5

は住居址南側、P6は南壁下西側から検出された。

カマ ドは南東隅に構築されるが、焼土範囲が確認されたのみで旧状は不明である。カマ ドの手

前には円形の浅い掘 り込みが2カ 所確認され、覆土は灰・炭化物を含む黒褐色土 (6層 )である。

遺物

本址からは土師質土器・土師器・須恵器が出土しているが図示できたものはない。

土師質土器は小皿あるいは皿の底部片がわずかに出土している。土師器には甑があるが、羽釜

を含んでいる可能性がある。この他、大型の須恵器甕の胴部片がある。

以上本住居址は東南隅に構築されたカマ ドの存在、土師質土器等から11世紀代と考えられる。

20)第 20号住 居 址

遺構 (第57図、図版十八)

本住居址は調査区中央付近、E一 う・え-4・ 5グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面で検

出された。他遺構 との重複関係は、第10号土坑・Pit54と 重複 し東壁・北壁の一部を切られる。

形態は南北394cm、 東西366cmの 方形を呈し、床面積は12.8ピ を測る。カマ ドを中心とする主軸方

位はN-9° 一Wを示す。確認面からの壁高は37～ 60cmを測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は5層 からなる自然堆積であり、 4層 ・ 5層 は炭化物・灰を含むカマ ド関連層である。床

面は10層 黒褐色上を埋め戻して平坦に構築され堅固である。掘 り方は中央部が一部全体層序第Ⅵ

層黒色土まで達する他は全体層序第Ⅲ層・Ⅳ層中である。ビットは床面上から4個検出され、中

央に均等に配されるPl・ P2が主柱穴である。床面からの深さは63cm・ 58cmを 測り、径10cm・

16cm大 の柱痕が確認された。P3は北東隅、P4は南壁下中央東寄 りに位置する。またいずれの

ビットも全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは北壁中央に構築され、焚日から煙道部までの長さ122cm、 幅106cmを 測る。煙道部は壁

一-55-―
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黒 褐 色 土層 (lo YR 2/3)
炭 化物 少含 、 ノヽ ミス含 む 。

黒 褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
炭 化 物 ・パ ミス少含 。

黒褐 色 上層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 ・パ ミス少含 。

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭 イヒ物 含 む 、砂粒 ・パ ミス 少含 。

黒 掲 色土層 (10 YR 2/3)
炭 化物・ 灰 含 む。

黒 褐 色土層 (10 Y R 2/3)
柱 痕 。

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色土 プ ロ ック (10 YR 17/1)砂 粒 含 む 。

黒 色 土層 (10 Y R 2/1)
カ マ ド構 築 粘 土層 。

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
炭 化物・ 砂 粒 少含 。

黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
5 mm以 下 小石・ 砂 プ ロ ック少含 。
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第57図  第20号住居址実測図
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体を半円状に掘 り込んで設けられる。袖部は 8層黒色粘土により構築され石等の芯材は認められ

ないが、カマ ド内および周辺に軽石を主とする石材が散在することから天丼部等の構築材として

用いられたものと考えられる。

遺物 (第 58図、図版四十六 。四十七・五十二)

本址からは須恵器・土師器 。鉄製品が出土 し、そのうち須恵器12点 、土師器10点 、鉄製品 1点

を図示した。

須恵器の杯は図示できなかったものも含めてすべて無台のものである。また、ロクロからの切

り離 しは、10に 手持ちヘラケズリが行われている他は回転糸切 り未調整である。5に は「 卜」の

墨書がみられる。須恵器には他に蓋 (20)、 長頸壷 (22)がある。

12は土師器の皿で内面に黒色処理が施され、底部は回転糸切 りの後高台が貼り付けされる。土

師器の不は7点 を図示 した。いずれも内面に黒色処理が施されるが、底部の調整は回転糸切 り未

調整のもの (15。 18)、 底部周縁に手持ちヘラケズリが加えられるもの (13)、 回転ヘラケズリの

もの (14)、 手持ちヘラケズリのもの (16・ 17)が混在している。また、13は体部に「吉Jの墨

書がみられる。甕は武蔵型甕で、口縁部は「コ」の字状となる。

鉄製品には刀子と考えられる23がある。

以上から、本住居址は9世紀前半に位置づけられよう。

21)第21号住居址

遺構 (第59図、図版十九・二十)

本住居量は調査区中央南償|、 E一 お 。か-9。 10、 F― お・か-1グ リッドに位置し、全体層

序第Ⅲ層上面で検出された。他遺構との重複関係は第22号住居J■ を切 り、第11号土坑に東壁中央

部分を切られる。また撹乱によって南壁と西壁の一部を壊される。形態は南北536cm、 東西472cm

の南北に長い歪んだ長方形を呈 し、床面積は25.0ゴ を測る。長軸方位はN-4° ―Eを 示す。確

認面からの壁高は9～ 31cmを 測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 3層 に分割されたが、 2層 。3層 はカマ ドの周辺にみられるのみで 1層 が主体となる。

床面はカマ ド付近に6層黒褐色土を薄く埋め戻 して構築され全体に締まっており、特にカマ ドの

周辺部が堅固な状態である。掘 り方は全体層序第 llr層 中で行われ、第Ⅵ層黒色土までは達してい

ない。ビットは 5個検出され、Pl～ P4が主柱穴である。径20cm、 深さ30～ 58cmの規模を有し、

P2は北壁に向かって長さ100cm、 深さ12cmの所謂「間仕切」施設を有する。P5は南西隅に位

置し径48× 58cm、 深さ26cmを 測り、上面から炭化物が出上 した。またいずれのビットも全体層序

第Ⅵ層黒色土まで達する。

カマ ドは東南隅に構築され長さ82clll、 幅66cmを 測る。天丼部は崩落しており旧状は不明である
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1 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
炭化 物 ・砂粒 少含 。

2 黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
焼 上 ・炭 化 物 含 む。

3 黒褐 色 上層 (10 Y R 2ノ 3)
焼 土・ 炭 化 物 ・灰 多含 。

4 黒 褐 色 土層 (lo Y R 2ノ 3)
炭化 物 ・砂粒 少含 。

5 赤褐 色 土層 (5YR4/6)
焼 土層 。

6 黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)
砂粒 含 む 。

7 黒褐 色 土層 (loYR 2/3)
砂粒 ・パ ミス少含 。

9  
標
早∫IL∬

m  l!m

第 59図  第 21号住居址実測図

が、煙道部は半円状に掘 り込んだ壁体に黒色粘上を貼 り付けて設けられる。袖部の構築には芯材

として石を用い、これを黒色粘土により被覆している。火床部は床面より5 cm前後高いテラス状

を呈する。
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遺物 (第60。 61図 、図版四十七・五十二)

本址からは土師器・土師質土器・鉄製品が出土 し、そのうち上師器 6点、土師質土器 2点、鉄

製品 1点 を図示した。

土師器の杯には高台の貼 り付けされるもの (1)と 無台のもの (3)と があり、 3は 内面にヘ

ラミガキが行われる。上師質土器には無台の小皿 (2)と 高台の貼り付けされる皿 (4)がある。

羽釜は4点 を図示 したが、いずれも全周する鍔を持つものであり、口縁端部の面取 りは行われて

いない。また、 8の底部には本葉痕がみられる。

 ヽ                              ′

  1

2

7

第 60図 第 21号住居址出土遺物実測図 〈1〉

′′ 6
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鉄製品には 9の刀子がある。茎部を欠損 し、

残存部長16.2cmを 測る。

以上の出土遺物から、本住居址は11世紀後

半に位置づけられよう。

22)第22号住居址

鷹 獣骨出土地点

|

8

0    (1:3)    10cm

第61図  第21号住居址出土遺物実測図 〈2〉

―
　
（
日
＝
月
υ

黒褐 色 土層

(lo YR 2/2)
炭イヒ物 ・砂 プ ロ ック含 む 。

黒 褐 色 土層

(10 YR 2/2)
焼 土 ・炭化 物 含 む 。

黒 色 土層

(10 YR 17/1)
炭 化 物 層 。

黒褐 色 土層

(10 Y R 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック

(10 YR 17/1)・
砂 プ ロ ック

(10 Y R 4/4)多 含。

暗 赤褐 色 土層

(25 YR 3/6)
焼 土層 。

黒褐 色 土層

(10 YR 2/3)
焼 土 ・砂粒 少 含 。

ユ絋
Ｅ
一

標高 717,68m
O   (1:80)  21n

第62図 第22号住居址実測図
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遺構 (第62図 、図版十九・二十)

本住居址は調査区中央南側、E一 か 。き-9。 10、 F一 か 。き-1グ リッドに位置し、全体層

序第Ⅲ層上面で検出された。他遺構 との重複関係は第21号住居址に住居量東倶1を 、Pit85に 西壁

中央部分を切られる。形態は南北640cm、 東西460cm前後の長方形を呈すると考えられるが、西壁

長610cmを 計測 し得るのみである。長軸方位はN-5° 一Eを 示す。確認面からの壁高は7～ 20cm

を測る。壁溝は検出されなかった。

覆土は 3層 に分割されたが、 2・ 3層 はカマ ド付近にみられるのみで 1層 が主体を占める。床

面は掘 り方をもたず軟弱である。ピットは 5個検出され、Pl～ P4が主柱穴である。径20cm、

深さ28～ 50cmの 規模を有するが、東傾1に 配されるPl・ P4は 第21号住居址により上面を切られ

る。P5は西壁下中央北倶1に 位置し、68× 40cm、 深さ10cmを 測る。カマ ドは東南隅と南壁西倶1の

2箇所から確認された。いずれも火床部の焼土が認められたのみで1日 状は不明である。

3

4    5 6
｀
＼_」

=三
′'7

~`十 づ
/8

｀

褒

焉 詈 匡 王 二 7ン

タ

フ

12

9   (1:4) lqcm

′/ 13

第63図  第22号住居量出土遺物実測図
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遺物 (第 63図 、図版四十七)

本址からは灰釉陶器 。土師質土器・土師器が出土し、そのうち灰釉陶器 1点、土師質土器11点、

土師器 2点、羽口 1点 を図示した。

1は灰釉陶器皿で、底部回転糸切 りの後高台が貼 り付けされ糸切 り痕が残る。土師質土器には

2～ 8の小皿と杯とした 9。 10の 二つの法量がみられる。小皿はすべて無台のもので、4が器高

1,7cmを 測 り扁平化がみられるものの、日径9,4～ 10.2cm、 器高 2 cm前後の範囲に納まる。12は 有

台の皿で、11も 同様の体部を持つものと思われる。羽釜は全周する鍔を持つもので、日縁端部の

面取 りは行われていない。

以上から、本址は11世紀後半に位置づけられよう。

23)第23号住居址

遺構 (第64図 、図版二十 。二十一)

本住居址は調査区西側、E一 け 。こ-5。 6グ リッドに位置し、全体層序第Ⅵ層上面で検出さ

れた。他遺構との重複関係はない。また本住居址は高山遺跡 I・ Ⅲの境界部分に位置するため、

南半部を平成 5年度 (高 山遺跡 I)、 北半部を平成 7年度 (高山遺跡正)に調査を行った。形態

は南北330cm、 東西414cmの 東西に長い長方形を呈し、床面積は11.8ビ を測る。カマ ドを中心とす

る主軸方位はN-1° ―Wと ほぼ真北を指す。確認面からの壁高は35～ 56cmを 測る。壁溝は検出

されなかった。

5

6

黒褐 色 土層 (10 Y R 3ノ 2)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)・
コー ム粒 子 ・ ロー ム ブ Elッ ク含 む 。

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック多含 、

ロー ム粒 子・ ロー ム プ ロ ック少 含 。

暗褐 色 土層 (lo Y R 3/3)
砂 プ ロ ック (10 Y R 4/4)多 含 、

黒色 土 プ ロ ック・ ロー ム粒 子・

ロー ム プ ロ ック少含 。

黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
焼 土 ・砂粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (10Y R 2/3)
ロー ム粒 子 少含。

暗褐 色 土層 (lo Y R 3/3)
黒 色 土 プ ロ ック・

ロー ム プ ロ ック多含 。

B,く
lc

♀ 雪1lWm 2im

第64図 第23号住居址実測図
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覆土は4層 に分割されたが、 2層 は西猥1に みられるのみで 3層 が床面全体を埋める。 4層 は焼

土を含むカマ ドの関連層である。床面は 6層 を平坦に埋め戻して貼 り床とし、堅国な状態である。

ビットは南壁下中央から2個 (Pl・ P2)検出された。径24cm、 深さ26cm。 27cmの規模を有し、

入口施設としての機能が想定される。

第65図 第23号住居l■出土遺物実測図

―-64-―
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カマ ドは北壁中央に構築され、焚口から煙道部までの長さ144cm、 幅76cmを 測るが、天丼部・

袖部とも崩落しており1日 状は不明である。カマ ドの南側から軽石を円柱状に加工した支脚石が出

上した。

遺物 (第 65図、図版四十八)

本址からは土師器 。須恵器が出土し、そのうち土師器 8点、須恵器 2点 を図示した。

1は土師器の杯で内面に黒色処理され、底部は巨1転糸切 り未調整である。須恵器の杯には無台

の2と 高台の貼 り付けされる3がある。土師器の甕には胴部が球胴形を呈する小型甕 (4)と 口

縁部が「コJの字状となる武蔵型甕 (5。 6。 10)がある。

以上から、本住居址は 9世紀前半に位置づけられよう。

24)第24号住 居 址

遺構 (第67図 、図版二十一)

本住居址は調査区西側、E一 け 。こ-7・ 8グ リッドに位置し、全体層序第Ⅵ層上面で検出さ

れた。他遺構との重複関係はない。形態は南北564cm、 東西492cmの やや歪んだ長方形を呈し、床

面積は23.7ぽ を測る。長軸方位はN-10° 一Eを 示す。確認面からの壁高は17～ 40cmを 測る。壁

溝は検出されなかつた。

覆土は2層 に分害Jさ れたが、 2層 は焼土・炭化物を多量に含むカマ ド関連層で、 1層が主体を

占める。床面は掘 り方をもたず全体層序第Ⅵ層黒色土によつて構築されるが軟弱である。

ビットは6個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり、南側に配されるP3・ P4は南壁直下

に位置する。径24cm、 深さ37～63cmの規模を有する。P5は北東隅、P6は南西隅から検出され、

21cm・ 42cmの 深度を有する。またいずれのビットも全体層序第Ⅶ層まで達する。

カマ ドは東南隅に構築され長さ110cm、 幅70cmを 減1る が、天丼部・袖部とも崩落しており残存

状況は不良である。煙道部は壁体を半円状に浅く掘 り込み、袖部には芯材を埋設したと思われる

掘 り込みが検出されており、芯材の石を埋設した後これを粘上で被覆して構築されたものと思わ

れる。

o  (1:4) 19cm o (1:3) 10β m

第66図 第24号住居llL出 土遺物実測図
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1 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
炭化 物 少含 。

2 黒 褐 色 土層 (lo YR 2/2)
焼 土 ・炭化物 多含 。

3 黒掲 色 土層 (lo YR 2/2)
黒 色 土 プロ ック (10 YR 17/1)少 含 、
コー ム粒 子含 む。

4 黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
炭イヒ物 少含 、

黒 色 土 プ ロ ック・ 砂 プ ロ ック (10 YR 4ノ 4)含 む 。

5 黒褐 色土層 (10 YR 2/2)
ロー ム粒 子 多含 。

6 暗 赤褐 色 土層 (5YR3/3)
焼 土層 。

7 黒 色土層 (lo YR 2/1)
ロー ム粒 子 ・ ロー ム プ ロ ック多含 。L      L'

靱

第67図 第24号住居址実測図

遺物 (第66図、図版四十八 ・五十二 )

本址からは土師器・鉄製品が出上し、そのうち土師器 1点、鉄製品1点 を図示した。

の上師器杯は内面黒色処理され、底部に手持ちヘラケズリが行われる。混入品である。図示で

一-66……



きなかったものには、内面に黒色処理される土師器椀の高台部・羽釜・羽口がある。

2は両関の刀子であり、全長12.5cmを 測る。

以上、本住居址の出土遺物は少量であるが、東南隅に構築されるカマ ドの存在から11世紀代に

位置づけられよう。

25)第25号住居址

遺構 (第68図、図版二十二 。二十三)

本住居址は調査区西佃]、 E一 け 。こ-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第 1層 上面で検出さ

れた。他遺構との重複関係はない。

形態は南北364cm、 東西460cmの 東西に長い長方形を呈 し、床面積は15.8ぽ を測る。カマ ドを中

心とする主軸方位はN-11° 一Eを 示す。確認面からの壁高は20～ 38cmを 測る。壁溝は検出され

なかった。

Ｄ
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Ｆ
一

絋
G'

９

　

　

１０

0 標
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m 2m

1 暗褐 色 土層 (10 Y R 3/4)
バ ミス ・砂粒 含 む 。

2 黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
砂 粒 含 む 、 パ ミス少含 。

3 暗褐 色 土層 (10 Y R 3/3)
砂粒 多含 。

4 黒褐 色 土層 (10 YR 2ノ 3)
焼 土含 む、 炭 化 物 少含 。

5 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm大 小石 少含 。

6 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
5 mm大 小石 少含 。

H 黒掲 色 土層 (lo Y R 2/2)
5 mm以 下 小石 含 む 。

赤褐 色 土層 (5YR4/6)
焼 土層 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
焼 土 少含 。

黒褐 色 上層 (10 Y R 2/2)
砂粒・ 砂 プ ロ ツク多含 。

黒褐 色土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 少含 。

第 68図 第 25号住居址実測図
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覆土は4層 に分割されたが 1・ 2層が主体を占める。 3層 は床面上に薄く堆積するのみで、 4

層は焼土・炭化物を含むカマ ドの関連層である。床面は9層 黒褐色土を平坦に薄く埋め戻 して貼

り床とし堅固な状態である。ピットは7個検出されたが東壁 。西壁の中央に位置するPl・ P2

が主柱穴である。床面からの深さは32clll・ 42cmを 測る。 P3・ P4は北壁下、P5～ P7は南壁

下中央から検出された。また本址の掘 り方は全体層序第Ⅲ層砂層中で行われ、第Ⅵ層黒色土まで

達していない。

カマ ドは北壁中央に構築され、焚口から煙道部までの長さ106cm、 幅90cmを 測るが、天丼部 。

袖部は崩落しており旧状は不明である。袖部には芯材を埋設したと思われる掘 り込みが検出され

たが、覆土中およびカマ ド付近に構築材と考えられる石等が認められないことから粘土を主体と

して構築されたものと思われる。

遺物 (第69図、図版四十八・五十一)

本址からは須恵器・土師器・石製品が出土 しているが、出土量は少なく須恵器 1点、土師器 1

点、石製品 1点 を図示し得たのみである。

1は底部回転糸切 り未調整の須恵器杯であり、 2は武蔵型甕の底部片である。

石製品には流紋岩製の砥石 (3)がある。

以上出土遺物は少量であるが、本住居址は 9世紀代に位置づけられよう。

辺迅
9     (1 : 4)   lqclll

第69図  第25号住居址出土遺物実測図

26)第 26号住居量

遺構 (第70図、図版二十二・二十三)

本住居址は調査区西端部、G― か 。き-8・ 9グ リッドに位置し、全体層序第Ⅲ層上面で検出

された。他遺構との重複関係はない。形態は南北528cm、 東西452clllの 長方形を呈し、床面積は22.

5ぽ を測る。長軸方位はN-1° ―Eと ほぼ真北を指す。確認面からの壁高は13～ 24cmを 測る。壁

溝は検出されなかった。

覆土は 3層 に分割されたが 2層 ・3層 は焼土・炭化物・灰を含む黒色土層・灰層でカマ ドの関

連層であり1層 が主体を占める。床面は掘 り方をもたず全体層序第Ⅵ層黒色上によって構築され

比較的よく締まった状態である。ビットは 5個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり、南側に

配されるP3・ P4は南壁直下に位置する。径20～ 30cm、 深さ43～65cmの規模を有し、Pl・ P
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口 |

朧 獣骨出土地点

Ol

E

1 黒褐 色 土 層 (10 YR 2/2)
炭化 物 ・ 砂 粒 少含 。

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17ハ )含 む 。

2 黒 色 土層 (lo YR 2/1)
焼 土 ・灰 ・ 砂粒 含 む、

炭 イヒ物 少 含 。

3 にぶ い黄 橙 色 土層 (10 Y R 7/2)
灰 層 。

4 黒 色 土層 (10 YR 2/1)
黒 色 土 プ ロ ック少含 。

5 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/2)
黒 色 土 プ ロ ック少含 。

0  標早∫IL∬
m  2m

6 赤褐 色 土層 (5YR4/8)
焼 土層 。

7 暗褐 色 土層 (75 YR 3/3)
焼 土含 む 。

8 黒 色 土層 (10 YR 2/1)
黒 色 上 プ ロ ック含 む 。

9 黒 色 上層 (lo Y R 2/1)
炭 化 物 含 む 。

10 黒 褐 色 上層 (10 YR 2/3)
炭 化 物 含 む。

第70図 第26号住居址実測図

2・ P4は全体層序第Ⅶ層まで達する。P5は東壁下北傾1か ら検出され径38cm、 深さ23cmを 測る。

カマ ドは東南隅に構築され、焚口から煙道部までの長さ106cm、 1癌65cmを 測る。袖部の構築は

芯材として石を用いこれに粘上を被覆したものと思われる。火床部は床面を浅く掘 り窪めて設け

られ、羽口 (28)が支脚として据えられた状態で出土した。

遺物 (第 71・ 72図、図版四十八・五十一)

本址からは自磁・土師質土器・須恵器・土師器・羽日・石製品が出土 し、そのうち白磁 1点、

土師質土器17点 、須恵器 3点、土師器 6点、羽口 1点、石製品 1点 を図示した。
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第71図  第26号住居j」L出 土遺物実測図 〈1〉

1は 白磁の碗で内面下部に浅い段が一条巡 り、底部を除いて全面に施釉される。高台は浅い削

り出しによるものである。 2～ 17は 土師質土器の小皿とした小型品の一群で、無台のものと有台

のものとがある。無台の小皿は日径9.3～ 10.2cm、 器高2.0～ 2.5cmの 範囲に納まるもので、体部

は直線的に大きく開くが端部でわずかに内湾するものもみられる。有台の小皿には柱状高台の15

自 艤
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。16と 貼 り付け高台の17と があ

る。18は柱状高台をもつ大型の

皿である。22は土師器の椀で、

内外面ともヘラミガキが施され

る。羽釜は4点 を図示 したが、

全周する鍔を持つ24。 27と 把手

状の鍔を持つ25。 26と がある。

28は カマ ドの支脚として用い

られた羽口で、29は砂岩製の砥

石である。

以上、自磁碗 (1)は横 EEl・

森田分類の「白磁碗Ⅳ類」にあ

たり、本址は11世紀後半から12

世紀前半に位置づけられよう。

27)第 27号住居址

o  (1:4) lQCm

第72図  第26号住居址出土遺物実測図 〈2〉

遺構 (第73図、図版二十三)

本住居址は調査区北側、D― お 。か-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅵ層上面で検出さ

れた。他遺構との重複関係はない。形態は南北380cm、 東西418cmの 東西にやや長い方形を呈 し、

床面積は19,7ぽ を測る。カマ ドを中心とする主軸方位はN-10° ―Eを 示す。確認面からの壁高

は16～ 36cmを 測る。壁溝は北壁西側から西壁中央部分で確認された。

覆土は4層 に分割されたが 1・ 2層が主体を占め、壁際に3層 がみられる。 4層 は焼土を含む

カマ ドの関連層である。床面は部分的に11層 を平坦に埋め戻 した後、 9層 を敷設して貼り床とし

堅固な状態である。また本址付近は全体層序第Ⅵ層黒色上の堆積が薄く、最も厚い東壁部分で10

cm前後を測るのみであるため、掘り方は全体層序第Ⅶ層まで達し、壁体も大半が第Ⅶ層によって 、

構築される。

ピットは 6個検出された。Pl～ P4が主柱穴であり、南側に配されるP3,P4は 南壁直下

に位置する。径30～ 40cm、 深さ34～ 43cmの 規模を有する。柱痕は確認されなかった。P5。 P6

は南壁下中央から検出され、入口施設としての機能が想定される。

カマ ドは北壁中央に構築されるが、天丼部・袖部とも崩落しており旧状は不明である。カマ ド

付近の床面上には面取 り加工され赤 く焼けている軽石が散在 しており、カマ ドの構築材として用

いられたものと考えられる。

-71-
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1 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石 少含 。

2 黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
5 mm以 下 小石 ・砂 粒 含 む 。

3 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む 。

4 黒褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
焼 土 少含 、 砂 粒 含 む 。

5 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色 土粒 子 含 む 。

6 暗褐 色 土層 (10 YR 3/4)
ロー ム粒 子 多 含 。

7

8

9

標高 719,41m
O   (1:80)  2m

黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
ロー ム粒 子含 む 。

褐 色 上層 (10 Y R 4/4)
ロー ム粒 子 多含 、 パ ミス

(10 YR 2/3)含 む 。

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
ロー ム粒 子 少含 。

褐 色 土層 (10 Y R 4/4)
ロー ム粒 子 多含 。

黒 褐 色 土層 (lo YR 2/3)

・黒褐 色 土 プ ロ ック

ロー ム粒 子 ・ ロー ム プ ロ ック含 む 。

第73図 第27号住居JIL実 測図

遺物 (第74・ 75図 、図版四十九・五十一 )

本址からは須恵器 。上師器・石製品が出土し、そのうち須恵器11点 、土師器 6点、石製品 1点

を図示した。

1～ 3は須恵器の杯である。体部は直線的に立ち上がり、底部に手持ちヘラケズリの施される

1と 回転糸切 り未調整の 2・ 3と がある。土師器の杯には、器高が低 く内面に黒色処理の施され

る 4、 底部 Inll転糸切 り未調整の 5、 内面にヘラミガキされ底部に手持ちヘラケズリの施される 6

がある。 7～ 11は 須恵器の蓋で扁平なつまみが貼 り付けされる。また、天丼部のヘラケズリは10

にはみられず、ヘラケズリの行われる 9。 11も 範囲が狭い。土師器甕は図化できなかったものも

含めてすべて武蔵型甕である。口縁部は「コ」の字状となるものが主体的である。15。 16は須恵

器長頸壺で、16は 底部回転ヘラケズリの後高台が貼り付けされる。17は須恵器甕である。
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第75図  第27号住居址出土遺物実測図 〈2〉

石製品には閑緑岩製の扁平片刃石斧 (18)がある。

以上から、本住居 l」Lは 9世紀前半に位置づけられよう。

28)第 28号住居址

遺構 (第76図、図版二十四)

本住居址は調査区北佃1、 D一 け 。こ-6・ 7グ リッドに位置し、全体層序第Ⅶ層上面で検出さ

れた。他遺構との重複関係はないものの、西佃1を 削平されており残存状況は不良である。形態は

南北340cm、 東西は推定で400cm前 後の東西に長い長方形を呈 し、床面積は13ピ前後を測るものと

Q Ｃ
一

Ｄ
一

ヽ
く

撹 乱

Ｃ
一

Ｄ
一

第76図  第28号住居亀L実測図

―-74-一

靱

釧

黒褐 色 土層

(10 YR 2/2)
5 mm以 下

小石 含 む 。

♀ 雪1lWm 21m



思われる。長軸方位はN-80° ―Eを 示す。確認面からの壁高は東壁中央部で10cmを 測る。壁溝

は全周すると思われるが、前述したように西側が削平されているため不明である。

覆土は黒褐色土層1層 からなる。床面は掘 り方をもたず第Ⅶ層によつて設けられるが堅固とは

言い難い。ピットは北西隅からPl、 南西隅からP2の 24固 が検出されたが、本址に伴うものと

は断定できない。カマ ドは確認されなかった。

遺物

本址からは土師器・須恵器が出上しているが、出土量は少なく図示できたものはない。

土師器には内面に黒色処理され底部回転糸切 りの杯と甕の小片がある。須恵器には杯がある。

以上本住居址の出土遺物は極めて少なく、カマ ドも確認されないため時期は判明しない。

29)第29号住居址

遺構 (第 77図、図版二十四 。二十五)

本住居址は調査区北側、D一 お 。か-5～ 7グ リッドに位置し、北西隅付近が全体層序第Ⅶ層

上面で検出された他は大半が全体層序第Ⅵ層上面で検出された。他遺構との重複関係はない。形

態は南北450cm、 東西392cmの 長方形を呈し、床面積は17.2ポ を測る。長軸方位はN-5° 一Wを示

す。確認面からの壁高は11～ 29cmを 測る。壁溝は北壁 。西壁下および東壁下北側で検出された。

覆土は 2層 に分害jさ れたが 2層 は焼土・炭化物を含むカマ ドの関連層であり、 1層 が主体を占

める。床面は部分的に6層 を埋め戻 して構築されておりよく締まっている。また本址付近は第27

号住居址と同様に全体層序第Ⅵ層黒色土の堆積が薄く、最も厚い東壁部分で20cm前 後を測るのみ

であるため、掘 り方は全体層序第Ⅶ層まで達し、壁体も大半が第Ⅶ層によって構築される。ピッ

トは床面上から主柱穴である4個が検出され、径22cm、 深さ20～ 38cmの規模を有する。

カマ ドは東南隅に構築され、焚口から煙道部までの長さ172cm、 幅70cmを 潰1る 。煙道部は壁体

から長 く突出し長さ80cm、 幅40cmを 測る。袖部は芯材として埋設された石材が残存しており、こ

れに粘上を被覆して構築されていたものと考えられる。

遺物 (第 78図、図版四十九・五十)

本址からは白磁・土師質土器・土師器・須恵器・獣骨が出土し、そのうち白磁 1点、土師質土

器 6点、土師器 1点、須恵器 1点 を図示した。

1は 自磁碗で、Ell縁 部は玉縁状を呈する。土師質土器には杯とした 2、 底径 4 cm前後の小皿

(3～ 6)、 有台の椀とした 7がある。土師器甕は8の他に短 く外反するIIl縁部片があるが全体

の器形は不明である。羽釜は体部片が少量出土したのみであるが、鍔は全周するものと思われる。

9は須恵器壷の底部で、回転糸切 りの後高台が貼 り付けされる。また、底部外面に「×」の箆

書が記される。
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獣骨出土地点

獣骨は住居J■東側の床面上

以上、白磁碗 (1)は横田

紀前半に位置づけられると考

0 雪1lWm 2m

♀ (1:20) 015m

l 黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
5 mm以 下 小石・ コー ム粒 子 含 む。

2 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
焼 土・ 炭化 物 含 む、 ロー ム粒 子 少含 。

3 黒褐 色 上層 (10 Y R 2/3)
ロー ム粒 子含 む 。

4 赤褐 色 土層 (5YR4/8)
焼 土層 。

5 黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
ロー ム粒 子 含 む 。

6 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
ロー ム粒 子 少含 ふ

7 黒掲 色 土層 (10 Y R 2/3)
ロー ム粒 子 ・ ロー ム プ ロ ック含 む 。

8 褐 色 上層 (lo Y R 4/4)
ロー ム主体 。

♀  
標

717:ち l;m  lim

第77図  第29号住居址実測図

から馬歯が出上している (図版二十五-4、 第V章第2節参照)。

・森圏分類の「白磁碗Ⅳ類」にあたり、本j■は11世紀後半から12世

える。
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第78図 第29号住居址出土遺物実測図

30)第30号住居址

遺構 (第79図、図版二十六)

本住居址は調査区北側、A一か・き-6・ 7グ リッドに位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。西壁北側を撹乱によつて壊される他は重複関係はない。形態は南北274cm、 東西356

cmの東西に長い長方形を呈し、床面積は9.5ビ を測る小型の住居址である。カマ ドを中心とする

主軸方位はN-1° 一Eと ほぼ真北を指す。確認面からの壁高は20～ 35cmを 測 り、残存状況は比

較的良好である。壁溝は確認されなかった。

覆土は 3層 に分割されたが 1層 が主体を占め、2層 は南壁下床面上にみられるのみである。 3

層は焼土・炭化物を含むカマ ドの関連層である。床面は 6層 を10cm前後の厚さで埋め戻 して構築

され堅固である。柱穴は確認されなかった。掘 り方は全体層序第Ⅵ層黒色土まで達する。また中

央南側の床下から54× 40cm、 深さ15cmの ビットが検出され、底面は全体層序第Ⅶ層まで達する。

カマ ドは北壁中央に構築される。カマ ド本体が壁外に張 り出すもので、焚口から煙道部までの

長さ110cm、 幅65cmを 測る。構築には壁体を半円状に掘 り込んだ後、両倶1に軽石を埋設 して袖部

とし、煙道部には土師器甕 (7)を据えて設けられる。支脚石は軽石を円柱状に加工 したものが

カマ ド内左側から1個確認されたが、旧状は2個並べて据えられていたものと考えられる。カマ

ドの構築材として用いられた軽石はいずれも面取 り加工が施されており、火熱を受け赤 く焼けて

いる。また北東隅の床面上から出土 した軽石も面取 り加工され火熱を受けていることから、カマ

ドの構築材として用いられていたものと思われる。

遺物 (第80・ 81図、図版五十)

本址からは須恵器・土師器が出土 し、そのうち須恵器 7点、土師器10点 を図示した。

須恵器の不は図示できなかったものも含めてすべて無台のものであり、底部は回転糸切 り未調

―-77-―



σ
一

く
　
Ｃ
一

ｒ
一

♀  
標
71:な″

m  2!

1 黒 掲 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石 含 む、 パ ミス・ 砂粒 少含 。

2 黒 褐 色 土 層 (10 YR 2/2)
5理m以 下 小石・ パ ミス ・砂粒 含 む 。

3 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)
焼 土・ 炭 化 物 含 む 。

4 暗 赤褐 色 土層 (25YR 3/4)
焼 土層 。

5 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
5 mm以 下 小石・ ロー ム プ ロ ック少含 。

6 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)多 含 、

ロー ム粒 子 含 む 。

9 雪11著
m l,m

第79図  第30号住居llL実 測図

整である。6は須恵器壷の底部で、回転糸切 りの後高台が貼 り付けされる。

土師器の甕には武蔵型甕と小型甕がある。武蔵型甕は口縁部が明瞭な「コ」の字型を呈するも

のが主体的で、日径は20cm前 後に集中する。小型甕 (14)は 口縁部が「コ」の字気味で、台付き

となる可能性もある。この他土師器には内面に黒色処理が施される杯の小片がある。

17は 須恵器の大型の甕で、日縁部に箆描横線文の後櫛描波状文が施される。また、底部付近を

意図的に丸 くうち欠いている。

以上から、本住居址は9世紀前半に位置づけられよう。
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第80図  第30号住居lJL出 土遺物実測図 〈1〉
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第81図  第30号住居量出土遺物実測図 〈2〉

31)第31号住居址

遺構 (第82図、図版二十七)

本住居址は調査区北東部、A― え 。お-4・ 5グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面におい

て検出された。他遺構との重複関係は南壁西傾1を 第27号土坑によって切られる。形態は南北440

cm、 東西368cmの 長方形を呈し、床面積は15.9♂ を測る。主軸方位はN-62° …Eを示す。確認面

からの壁高は3～ 8cmを 測 り、残存状況は不良である。壁溝は確認されなかった。

覆土は 2層 に分割されたが 1層 が主体を占め、 2層 は焼土を含むカマ ドの関連層である。床面

は北西隅付近に6層 を10cm前後の厚さで埋め戻す他は大半が地山を利用して構築されるが軟弱な

状態である。また床面中央付近から焼土範囲が 2カ 所確認された。掘 り方は北西隅付近が全体層

序第Ⅷ層に達する他は大半が第Ⅵ層黒色土中で行われる。

ピットは床面上からPl～ P3の 3個が検出され、径24～ 34cm、 深さ23～ 36cmの規模を有する。

カマ ドは東南隅に構築されるが、煙道部・袖部ともに削平されており旧状は不明である。袖部

には芯材を埋設したと思われる掘 り込みが検出されており、芯材を埋設した後粘土を被覆して構
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Ｄ
一

Ｄ
一

゛

1 黒 褐 色 土層 (10 YR 3/2)
炭 化 物 少含 、 砂粒 含 む 。

2 暗 褐 色 土層 (10 YR 3/3)
焼 土 プ ロ ック含 む 。

3 黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
ロー ム粒 子 少含 。

4 暗 褐 色 土層 (10 YR 3/3)
ロー ム粒 子 多含 。

5 赤褐 色 土層 (5YR4ノ 6)

焼 土層 。
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6 黒 褐 色 上層 (10 YR 2ノ 3)
ロー ム粒 子 含 む 。

7 黒 褐 色 土層 (10 YR 2/2)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)含 む 。

8 黒 褐 色 上層 (10 Y R 3/2)
5 mm以 下 小石 少含。

9 黒 褐 色 土層 (lo Y R 2/2)
ロー ム粒 子含 む、 5 mm以 下 小石 少含 。

第82図 第31号住居址実測図

築 したものと思われる。

遺物 (第83図、図版五十二 )

本J■からは土師器・須恵器・鉄製品が出土 しているが出土量は少なくいずれも小片であるため、

鉄製品 1点が図示できたのみである。

土師器は羽釜 と思われるが、小片のため器形・鍔の形状 とも不明である。この他土師器甕、須

恵器杯の小片があるが混入品である。

鉄製品には 1の苧引金具があり、幅8.lcmを 測る。

以上、本住居址の出土遺物は極めて少なく時期は判明

|     しないが、東南隅に構築されたカマ ドの存在から11世紀

1    代 と考えられる。

第83図 第31号住居量出土遺物実測図
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1)第 1号掘立柱建物址 (第 84・ 99図、図版二十八)

本址は調査区中央付近、B一 こ-3・ 4、 E― あ-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層

上面において検出された。10個 の柱穴からなる側柱式の建物址であると考えられるが、西倶1柱 rll

南側の柱穴は第15号住居址によって破壊され残存 しない。また、P8は Pit34に 切られる。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-3° 一Eを 示す。規模は南北 3間 560cm、 東西 2

間416cmで、柱間寸法は桁行154～ 228cm、 梁間188～ 228cmを 測る。柱穴規模は径52～ 94cmの楕円

:戸⊂21'
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一

|

呻

Ｃ

一　

　

７

０
Ｐ

黒褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
柱 痕 。

暗 褐 色 土層 (10 YR 3/3)
炭化 物 少含 、

5 mm以 下 小石 少含 。

黒 褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
l Cm以 下 小石 ・砂粒 含 む。

標高 718,85m

9   (1:80)  2:m

第84図 第 1号掘立柱建物址実測図
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第85図 第 2号掘立柱建物址実測図
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形を呈し、深さは最も深いP2で 67cm、 最も浅いP7で36cmを 計測する。柱穴の掘 り方は南辺の

P4～ P7は全体層序第Ⅳ層、他のPl～ P3・ P8は全体層序第V層 に達する。

覆土は 2層 に分害jさ れ、P2・ P8か らは径16cm大の柱痕が確認された。

本址の出土遺物には99-1の須恵器杯の他、土師器杯・甕、須恵器杯・甕・蓋の小片がある。

2)第 2号掘立柱建物址 (第85図、図版二十八)

本址は調査区中央付近、E一 あ 。い-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。 8個 の柱穴からなる側柱式の建物址である。P2を Pit22に 、P6'を Pit27に 切られ

る他は他遺構との重複関係はない。また、南側柱列で建て替えが認められ、北偶1(P5～ P7)

によるものを第2(A)号掘立柱建物址、南側 (P5'～ P7')に よるものを第2(B)号掘立柱建

物址とした。

第2(A)号掘立柱建物址

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN-86° 一Wを 示す。規模は東西2間 452cm、 南北2

間332cmで 、柱間寸法は桁行208～ 244cm、 梁間164～ 168cmを 測る。柱穴規模は32～50cmの 円形を

呈 し、深さは最も深いP4で61cm、 最も浅いP5で29cmを計測する。

覆土は1層 からなり、柱痕は確認されなかった。

第2(B)号掘立柱建物址

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN-86° ―Wを示し、第2(B)号掘立柱建物址から

棟方向は同一で、第 2(A)号掘立柱建物址への建て替えが想定される。規模は東西2間452cm、 南

北 2 FH5352cmで 、柱間寸法は桁行210～ 242cm、 梁間168～ 184cmを 測る。P5'～ P7'の柱穴規模

は36～ 52cmの楕円形を呈 し、深さは37～ 53cmを計測する。

柱穴の掘 り方は、P2・ P4・ P7が全体層序第Ⅳ層に達する他は、全体層序第Ⅲ層中である。

本址からは土師器甕、須恵器杯が少量出土しているが図示できたものはない。

3)第 3号掘立柱建物址 (第86図、図版二十九)

本址は調査区中央付近、D一 う。え-9・ 10グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。 4個の柱穴からなる側柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は 1間 × 1間 の正方形で、長軸方位は真北を指す。規模は一辺260cmを 測 り、柱穴規模

は径34～ 68cmの 東西に長い楕円形を呈 し、深さは最も深いP4で38clll、 最も浅いP3で 17cmを 計

測する。

覆土は 1層 からなり、柱痕は確認されなかった。

本址からの出土遺物はない。
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1 黒褐色土層 (10YR 2/3)

5 mm以 下小石多含、

砂粒 含む。

標高 719,87m
O   (1:80)  2m

第86図  第 3号掘立柱建物址実測図

4)第 4号掘 立柱 建 物址 (第87図、図版二十九)

本址は調査区中央付近、E一 う 。え-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。10個 の柱穴からなる側柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN-89° 一Eと ほぼ東西方向を示す。規模は東西 3

間486cm、 南北 2問314cmで、柱間寸法は桁行154～ 174cm、 梁間144～ 170cmを測る。柱穴規模は径

20～ 56cmの比較的小型の円形あるいは楕円形を塁し、深さは最も深いP3で65cm、 最も浅いP4

で29clllを 計測する。柱穴の掘 り方は最も浅いP4が全体層序第Ⅲ層中である他は全体層序第Ⅳ層

に達する。

覆土はPlに 2層 がわずかにみられる他は大半が 1層 からなる。柱痕は確認されなかった。

本址からは土師器甕が少量出土しているが図示できたものはない。

5)第 5号掘 立柱 建 物址 (第88図、図版二十九・三十)

本l■ は調査区中央付近、E― え 。お-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。 6個の柱穴からなる傾1柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-6° 一Eを 示す。規模は南北 2間 420cm、 東西 1

間300cmで、柱間寸法は桁行192～ 228cmを 測る。柱穴規模は径38～ 86cmの 円形あるいは楕円形を

呈し、深さは最も深いP3で 62cm、 最も浅いP5で48cmを 計測する。柱穴の掘 り方はいずれも全

一-85-―
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第87図 第4号掘立柱建物址実測図

体層序第Ⅳ層に達する。

覆土は 3層 に分割され、P4を 除 く5個 の柱穴からは、径12～ 20cm大 の柱痕が確認された。

本址からは土師器甕、須恵器杯 ・甕が少量出土 しているが図示できたものはない。

6)第 6号掘立柱建物ll_(第89図、図版三十)

本址は調査区南西部分、H― う-9。 10グ リッドに位置し、全体層序第Ⅵ層上面において検出

された。南側柱列中央の柱穴が確認されないため、8個 の柱穴からなる総柱式の建物址である。

他遺構との重複関係はない。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-10° 一Eを 示す。規模は南北2間 376cm、 東西 2

間316cmで 、柱間寸法は桁行168～ 208cm、 梁間152～ 164cmを 測る。柱穴規模は径20～26cmの小型

の円形を呈し、深さは最も深いP3で31cm、 最も浅いP2で 8 cmで あるが、概ね20cm前後のもの

が中心となる。柱穴の掘り方はいずれも全体層序第Ⅵ層中である。
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黒 褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
砂 プ ロ ツク (10 YR 4ノ 2)多 含 、

粒 子 細 か い。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
柱 痕 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2ノ 3)

黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)・
砂 プ ロ ツク (10 Y R 4/2)含 む 。

黒 褐 色 上層 (10 Y R 2/2)

黒 色 土 プ ロ ック多含 。

標高 718,57m

9  (1:80)  2,m

1_Ъ _Ч%~「P~レ

∫P4  mPP5   ∫P6

1 黒 leJ色 土層

(10 Y R 2/3)

黒 色 土 プ ロ ック

(10 YR 17/1)・
5 mm以 下 小石 少含 。

標高 717,57m

9   (1:80)  21m

第89図 第 6号掘立柱建物l■実測図

覆土は1層 からなり、柱痕は確認されなかった。

本址からの出土遺物はない。
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7)第 7号掘立柱建物址 (第90図、図版三十・三十一)

本址は調査区中央付近、E一 か 。き-4・ 5グ リッドに位置し、北側のPl・ P2・ P9・ P

10は 全体層序第Ⅱ層上面、他のP3～ P8は全体層序第Ⅲ層上面において検出された。10個 の柱

穴からなる側柱式の建物址であり、第 8号掘立柱建物址を切って構築される。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-3° 一Eを示す。規模は南北 3間 634cm、 東西 2

間424cmで 、柱問寸法は桁行192～ 236cm、 梁問200～ 224cmを 測る。柱穴規模は径44～96cmの 楕円

形を呈し、深さは最も深いPlで68cm、 最も浅いP8で 34cmを 計測する。柱穴の掘 り方は、北側

に位置するPl・ P2・ P8～ P10は 全体層序第Ⅲ層中であり、南側は第Ⅲ層が10～ 20cmと 浅い

ため、P3～ P7は全体層序第Ⅵ層に達する。
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黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 多含 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
柱 痕 。

黒掲 色 上層 (10 YR 3/2)
黒 色 土 プロ ック

(lo YR 17/1)含 む 。

暗褐 色土層 (10 Y R 3/4)
粒 子細 かい 。
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第90図  第 7号掘立柱建物址実測図
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覆土は 3層 に分割され、Pl・ P6か らは径20cm大 の柱痕が確認された。

本址からは須恵器杯 1点 ・蓋 1点が出土しているが図示できたものはない。

8)第 8号掘 立柱 建 物址 (第91図、図版三十一)

本址は調査区中央付近、E一 き…4・ 5グ リッドに位置 し、北辺のPl・ P6は全体層序第Ⅱ

層上面、他のP2～ P5は全体層序第Ⅲ層上面において検出された。 8個 の柱穴からなる恨1柱式

の建物址であると考えられるが、東側柱列の柱穴 2個 は第 7号掘立柱建物址によつて削平されて

おり残存しない。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-5° 一Eを 示す。規模は南北 2間 462cm、 東西 2

間332cmで、柱間寸法は西側柱列で桁行228cm・ 234cm、 梁問164～ 188cmを 測る。柱穴規模は径32

～74 cmの 楕円形を呈 し、深さは最も深いPlで 55clll、 最も浅いP3で 31cmを計汲1す る。柱穴の掘

り方は、南辺のP3～ P5付近で全体層序第Ⅲ層が 5～ 10cmと 浅いため第Ⅳ層に達する他は第Ⅲ

層中である。
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Ｆ７ＰF7 P2

C'

第91図  第 8号掘立柱建物址実測図

暗褐 色土層 (10 YR 3/3)
柱痕 。

暗褐 色 土層 (10 Y R 3/4)
黒色 土 ブ tlッ ク

(lo YR 17/1)少 含 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック含 む 。

標高 718,10m

(1:80)  2m
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第92図 第9号掘立柱建物jll実 測図

覆土は2層 に分割され、P5か らは柱痕が確認された。

本址からは土師器甕の胴部片が少量出上したのみで図示できたものはない。

9)第 9号掘立柱建物址 (第92図、図版三十二)

本址は調査区中央付近、E一 か 。き-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第Ⅲ層上面において

検出された。 4個の柱穴からなる側柱式の建物量であり、第10号掘立柱建物址を切つて構築され

る。

平面形は 1間 × 1間の正方形で、長軸方位はN-1° 一Eと ほぼ真北を指す。規模は一辺320cm

を測 り、柱穴規模は径34～ 70cmの 円形あるいは東西に長い楕円形を呈し、深さは最も深いP2で

53cm、 最も浅いP3で37cmを 計測する。柱穴の掘 り方はいずれも全体層序第Ⅲ層に達する。

覆土はP4が 2層 に分割される他は1層 からなり、柱痕は確認されなかった。

本址からの出土遺物はない。

10)第 10号掘立柱建物址 (第93図、図版三十二)

本lll_は 調査区中央付近、E一 き。く-1・ 2グ リッドに位置し、全体層序第 1層上面において

検出された。南東隅の 1個および東倶1柱列のうちの 1個の柱穴は検出されないが、 2間 ×3間 の

―-90-一
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黒褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
5 mm以 下 小石 少含 。

黒褐 色 土層 (lo Y R 2ノ 3)
柱 痕 。

黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 含 む 。

黒褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)
5 mm以 下 小石 含 む。

9 雪1lWm 21m

第93図  第10号掘立柱建物jI_実測図

側柱式の建物址であると判断される。第 9号掘立柱建物址と重複関係にあり、P4の一部が第 9

号掘立柱建物力LP 3に よつて切られる。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-1° ―Eと ほぼ真北を指す。規模は南北496cm、

東西364cmで 、柱間寸法は桁行122～ 172cm、 梁問180～ 188cmを測る。柱穴規模は径40～ 100cmの権

円形を呈し、深さは最も深いPlで87cm、 最も浅いP6で62cmを計測する。柱穴の掘 り方は、最

も深いPlが全体層序第Ⅶ層に達する他は、北側に位置するP2・ P3・ P7・ P8は全体層序

第Ⅵ層中、南側に位置するP4～ P6は全体層序第Ⅲ層中である。

覆土は 3層 に分割され、検出されたすべての柱穴から径20cm大 の柱痕が確認された。

本址からは須恵器杯、土師器杯・甕が少量出土しているが図示できたものはない。
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11)第 11号掘立柱建物址 (第 94・ 99図、図版三十三)

本址は調査区中央西側、E一 け 。こ-1 2グ リッドに位置 し、全体層序第 Ⅱ層上面において

検出された。 9個の柱穴からなる総柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-1° 一Wと ほぼ真北を指す。規模は南北 2間 350

cm、 東西 2間 288cmで、柱間寸法は桁行168～ 182cm、 梁間128～ 160cmを 測る。柱穴規模は、北倶1

柱列 (P3～ P5)と 南側柱列 (P7・ P8・ Pl)が溝によって連結される溝持ち柱穴となり、

長さは352cmを 測る。単独の柱穴はP2が88× 112cm、 P6が96× 132cmと 大型であるのに対 し、

中央に位置するP9は 52× 60cmと 他の柱穴に比べ小型である。深さは全体に深い掘 り込みを持ち、

最も浅いP9で 72cm、 最も深いP6で99cmを計測し、85～ 90cm前後のものが主体となる。

P3

◎P9

1 黒 褐 色土層 (lo Y R 2/2)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 含 む 。

2 黒 褐 色土層 (lo YR 2/2)
柱痕 。

3 黒褐 色土層 (10 Y R 2/2)
5 mm以 下 小石 含 む、

砂粒 少含 。

4 黒褐 色 土層 (lo YR 3/2)
砂 プ ロ ック (10 Y R 4/4)含 む 。

5 黒 褐 色土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 ・砂粒 少含 。

6 黒褐 色 上層 (10 YR 3/2)
砂粒 少含 、粒 子細 か い。

標高 718,10m

?   (1:80)  21m

第94図 第11号掘立柱建物址実測図
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柱穴の掘 り方は、北側柱列のP3～ P5が全体層序第Ⅶ層に達する他は、全体層序第Ⅵ層中で

ある。

覆土は 5層 に分割され、東側柱列のPl～ P3、 西側柱列のP5～ P7か ら径20cm大 の柱痕が

確認された。

本址からの出土遺物には99-2・ 3の須恵器杯の他、土師器杯・甕、須恵器杯の小片がある。

12)第 12号掘立柱建物址 (第95図、図版三十三)

本址は調査区北東部分、A一 き。く-3・ 4グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。 6個 の柱穴からなる側柱式の建物址である。他遺構との重複関係はないもののP3

北半部が調査区外である。また西側柱列で建て替えが認められ、西側 (P4～ P6)に よるもの

を第12(A)号掘立柱建物址、東側 (P4'～ P6')に よるものを第12(B)号掘立柱建物址とした。
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∩
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(A)

黒褐 色 土層

(10 YR 2/3)
砂粒 少含 。

黒褐 色 土層

(10 Y R 2/2)
砂粒 ・砂 プ ロ ック

多含 。

暗褐 色 土層

(10 YR 3/3)
5 mn以 下 小石

少 含 。

黒褐 色 土層

(10 YR 2/2)
砂 プ ロ ック

(10 YR 4ノ 4)
多含 。

暗褐 色 土層

(10 Y R 3/4)
砂 プ ロ ック多含 。

∩
|

へ
ｍ

ml二⑥P戸01

P5'

「
1盆

第95図  第12号掘立柱建物址実測図
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第12(A)号掘立柱建物l■

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN-16° 一Wを 示す。規模は南北 2問 288cm、 東西 1間

268cmで 、柱間寸法は桁行130～ 158cmを 測る。柱穴規模は36～80cmの楕円形を呈し、深さは最も深い

P4で 39cm、 最も浅いP3。 P5で26cmを計測する。

覆土は2層 に分害Jさ れ、柱痕は確認されなかった。

第12(B)号掘立柱建物l」L

平面形は南北方向の長方形で、長軸方位はN… 16° 一Wを示し、第12(B)号掘立柱建物址から棟

方向は同一で、第12(A)号掘立柱建物址への建て替えが想定される。規模は南北2間 288cm、 東西1間

252cmで 、P4'～ P6'の 柱間寸法は144cmを 測 り、柱穴規模は50～ 60cm前 後の円形を呈 し、深さは14

～34cmを計測する。

覆土は 3層 に分割され、柱痕は確認されなかった。

柱穴の掘 り方は、全体層序第Ⅵ層が10～ 40cm前後と浅いため、A・ Bいずれの柱穴も全体層序第

Ⅶ層に達する。

本址からの出土遺物はない。

13)第 13号掘立柱建物址 (第96図、図版三十四)

本址は調査区北東部分、A一か・き-4・ 5グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において検出

された。6個の柱穴からなる倶1柱式の建物址である。他遺構との重複関係はないものの、北西隅の

柱穴と南側柱列で建て替えが認められ、南側のPl～ P6に よるものを第13(A)号掘立柱建物址、

北側のPl・ P2・ P3'～ P6'に よるものを第13(B)号掘立柱建物址とした。

第13(A)号掘立柱建物址

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN… 88° 一Wを 示す。規模は東西 2間 320cm、 南北 1間

296cmで 、柱間寸法は桁行144～ 176cmを測る。柱穴規模は、44～ 82cmの 楕円形を呈し、深さは最も深

いP3で48cm、 最も浅いP2で30cmを計測する。

覆土は 2層 に分害Jさ れ、柱痕は確認されなかった。

第13(B)号掘立柱建物址

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN-88° ―Wを示し、第13(B)号掘立柱建物址から棟

方向は同一で、第13(A)号掘立柱建物ljl_へ の建て替えが想定される。規模は東西 2間 296cm、 南北

1間264cmで 、柱間寸法は桁行144～ 152cmを 測る。 P3'～ P6'の 柱穴規模は40～60cmの 円形を呈

し、深さは18～ 39cmを 計測する。

覆土は 2層 に分割され、柱痕は確認されなかった。柱穴の掘 り方は全体層序第Ⅶ層に達する。

本址からは土師器甕の胴部片が少量出土したのみで図示できたものはない。

一-94-一
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黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
ロー ム粒 子 ・ 5■m以 下 小石 少含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 3/2)
ロー ム粒 子 含 む、 5 mm以 下 小石 少含 。

第96図  第13号掘立柱建物址実測図

14)第 14号掘立柱建物址 (第97図、図版三十四)

本址は調査区北東部分、A一 き・く-7・ 8グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において

検出された。 6個の柱穴からなる側柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は東西方向の長方形で、長軸方位はN-88° ―Wと ほぼ東西方向を指す。規模は東西 2

問264cm、 東西 1問246cmで 、柱間寸法は桁行122～ 148cmを 測る。柱穴規模は38～ 70cmの 円形ある

いは楕円形を呈 し、深さは最も深いP6で 54clll、 最も浅いP3で 30cmを計測する。

覆土は1層 からなり、柱痕は確認されなかった。

本址からの出土遺物はない。

15)第 15号掘立柱建物址 (第98図 )

本址は調査区北東部分、A一 く-7・ 8グ リッドに位置し、全体層序第Ⅱ層上面において検出

された。 4個の柱穴からなる倶1柱式の建物址であり、他遺構との重複関係はない。

平面形は南北方向にわずかに長い 1間 × 1間の長方形で長軸方位はN-4° 一Eを 示す。規模

ｒ
一

Ａ
一

「
13(3)

9 標
717塊活

lm 2m

3 黒褐 色 土層 (10 Y R 3/2)
5 mm以 下 小石 少含 。

4 褐 色 土層 (10 Y R 4/4)
ロー ム主体 、

黒 色 土 プ ロ ック少含 。

一-95-―
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暗褐色土層 (10 YR 3/3)
砂粒・砂プロツク (10 YR 4/4)・
黒色土プロック (10 YR 17/1)含 む。

標高 719,41m

9   (1:80)  21m

第97図  第14号掘立柱建物址実測図
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第98図  第15号掘立柱建物址実測図
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は南北230cm、 東西212cmを 測り、柱穴規模は径40～ 62cmの 円形を呈し、深さは最も深いP4で 36

cm、 最も浅いP3で 25cmを計測する。

覆土は1層 からなり、柱痕は確認されなかつた。

本址からの出土遺物はない。

′

2  3
Fl Fll                    Fll

9  (1:4) 19cm

第99図 掘立柱建物址出土遺物実測図

高山遺跡 I・ Ⅱからは総数で15棟の掘立柱建物址が検出された。これらの掘立柱建物址は、調

査区の中央付近および北東部分に集中する傾向が認められる。建物の形態は側柱式の建物が13棟、

総柱式の建物が 2棟 と倶1柱式のものが主体を占める。傾1柱式建物には3問 ×2間 、 2間 ×1間 が

最も多 く4棟を数え、他に2間 ×2間のものが 2棟、 1間 × 1間の小型の建物址が 3棟存在する。

総柱式建物は 2棟とも2問 ×2間 のものである。

新 1日 二時期にわたる建て替えは3棟で確認された。建物の柱穴は円形または楕円形を基調とし、

規模は20cm前 後の小型のものから90cm前後の大型のものまでみられるものの、40～ 50cm前後のも

のが主体を占める。また、柱穴が溝によつて連結される溝持ち柱穴は1棟にみられるのみで、他

はすべて単独の柱穴である。

掘立柱建物址の計測については、建物の柱列のうち柱痕が確認され、柱位置の知れたものにつ

いてはこれを優先し、それ以外のものについては柱穴の中心を通る長方形を復元して建物の規模

を想定し計潰1を 行った。

本遺跡における掘立柱建物址の時期について竪穴住居址との重複関係からみると、第 1号掘立

柱建物址を切る第15号住居址が、11世紀後半と考えられることからこれ以降に下ることはない。

また出土遺物は、本遺跡で 9世紀前半と考えられる竪穴住居址の出土遺物と同様な様相を示すこ

とから、これらの竪穴住居址とほぼ同時期の年代を想定することができる。
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儡 3蛛  血 鯵℃ (第 100～ 103図、図版三十五～三十八 )

高山遺跡 I・ Ⅱからは総数で27基の上坑が検出された。調査区内での上坑の分布状況は特に集

中する箇所は認められず調査区のほぼ全体から検出された。

平面形態について分類すると、楕円形のものが11基 と最も多く、次いで長方形または隅丸長方

形のものが10基、円形のものが 4基で、方形または隅丸方形のものは2基 と少ない。断面形につ

いては、大型の第25号土坑が描鉢状を呈する他は、底面が平坦で逆台形状となるものが主体的で

ある。規模は径78cmの 第23号土坑 (円形)が最も小型のもので、210× 188cmの 第14号土坑 (長方

形)が最も大型の上坑であるが、形態による規模の差異は認められない。

出土遺物には土師器杯・甕、須恵器杯・蓋、土師質土器等があるが図示できたものはない。

各土坑の平面形態・規模等については土坑一覧表に記した。

壼 坑
第 2号 上坑 第 3最上坑

瘍
④

Ａ
一

Ａ
一

A'

A118,64m A           △η18,64m

l 黒褐 色 土 層 (lo YR 3/2)
砂粒 ・ 5 mm以 下 小石 含 む 。

第 5号上坑

A                  A'717,95m

l 黒褐色土層 (lo YR 2/3)
砂粒・ 5 mm以 下小石含む。

第100図  第 1～ 6号土坑実測図

一-98-―

黒 褐 色 土層 (10 YR 3/2)
炭 化 物 少含 、砂 粒 含 む 。

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)
砂粒 ・パ ミス少 含 。

第 6号菫坑

Airs,ss'n

第 4号上坑

Ａ
一

Ａ
一

A'Tl9,ls*

1 黒褐色土層 (10 YR 2/3)
砂粒・ 5 mm以 下小石含む。

(1:30)



炸 7・u・ 土坑

1 黒褐 色 土層

2 黒褐 色 土 層

聰 9鸞土坑

鋪 8霧 土坑

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)・
砂 粒 少含 。

日

く
|

(lo YR 2/2)  バ ミス 少含 。

(lo YR 3/2) 砂 粒・ 砂 プ ロ ツク多含 、

バ ミス少 含 。

1 黒 褐 色 土層 (10 YR 3/2)
砂 粒 ・ 5 mm以 下 小石 多含 。

い
く

④
驚10号 土坑

A          ム■8,77m

718,15m 
● 蒻 蒻 易 形

1 黒褐 色 土層 (lo Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 含 む 。

第13号土坑

掏餃
Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
砂粒 ・ l cm以 下 小石 多 含、
パ ミス含 む 。

驚 1盆鸞血筑

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
5 mm以 下 小石 含 む 。

A'zrr,oz*

1

Q
Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

A'rrz,oztn

%

第101図  第 7～ 13号土坑実測図

一-99-一

1 黒 褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)少 含 、

l cm以 下 小石 含 む 。

(1:30) 2m



号圭坑

第 16号 土坑

へ
ｍ

ヽ
ｍ

ml
A'T16,6z*

1 黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック

(10 YR 17/1)少 含 。

第17尋土坑

Ａ
一

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)
砂粒 少含 。

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒色 土 プロ ック (10YR 17/1)・
砂粒 少含 。

欝22鸞 上坑

鼈瘍
Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

Ａ
一

A'7fl,6'r^

黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
パ ミス少含 。

椰
盆

黒褐 色 土層 (lo YR 2/2)
5 mm以 下 小石 含 む 、

黒色 土 プ ロ ック (10 YR 17/1)少 含 。

O

第102図  第14～ 20・ 22号土坑実測図
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欝15号 蓋坑

A          ム '717,67m

l 黒褐色土層 (lo YR 2/3)
黒色土プロック

(10 YR 17/1)・
砂粒含む。

第18最 上坑

n

A'7r7,67*

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック

(10 YR 17/1)含 む 。

第 19号 上筑

A' 717,67^

黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)
黒 色 土 ブ ロ ック (10 YR 17/1)
砂 粒 少含 。

(1:30) 2m



第盆1号 土坑

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
黒 色 土 プ ロ ック (10 YR 17/

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
5 mm以 下 小石 少含 。

黒 色 土層 (10 Y R 2/1)
黒 色 土 プ ロ ック多 含。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/3)
5 mm以 下 小石 少含 。

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
ロー ム粒 子 ・ Il― ム プ ロ ック

第23鸞 上坑

A         A'717,90m

第 24号 土筑

A         A'
717,60m

1 黒褐 色 土層 (10 YR 2/3)
2 黒褐 色 土層 (10 YR 2/2)

黒 色 土 プ ロ ック

(lo YR 17/1)少 含 。

第27号 圭坑

A' Tl?,40*

黒 褐 色 土層 (10 YR 2/3)
黒 色 上 プ ロ ック

(10 YR 17/1)少 含 。
黒褐 色 土層 (lo YR 2/3)

黒 色 土 プロ ック (10 YR 17/1)
パ ミス 少含 。

暗褐 色 土層 (lo YR 3/3)
黒 色 土 プ ロ ック少含 、

パ ミス含 む 。

黒褐 色 土層 (lo YR 3/2)
rl― ム粒 子 少含 。

彎虚坑

顆
Ｑ

第26号 上坑

黒 褐 色 土層 (10 Y R 2/2)
炭 化 物 少含 。

第103図  第21・ 23～ 27号土坑実瀬1図

Ａ
一

A'?t?,60-

1)少 含 。

黒褐 色 土層 (lo Y R 3/2)
ロー ム粒 子 含 む 。

(1:30) 2m

含 む 。
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鼈 4晰 鱚状心貶

高山遺跡 I・ Iか らは 5条の溝状遺構が検出され、第 1

4・ 5号溝状遺構が調査区北半部に位置する。

1 暗褐 色 土層

(10 YR 3/4)
砂 粒 多含 。

2 にぶ い黄 褐 色 土層

(10 YR 4/3)
砂 層 、粒 子 細 かい。

3 黒 褐 色 上層

(10 YR 3/2)
砂粒 含 む 。

4 褐 色 土層

(lo YR 4/4)
砂 層 、粒 子 細 かい。

5 にぶ い黄褐 色 土層

(10 YR 4/3)
砂 層 、粒 子 粗 い。

6 黒褐 色 土層

(lo YR 3/2)
砂 層 、粒 子 粗 い、

黒 色 土 プ ロ ック含 む 。

標高 717,77m

平面図 (1:250)
断面図 (1:100)

10m
4m

調

査

区

外

2号溝状遺構が調査区南端部、第 3

黒褐 色 土層

(10 YR 2/3)
砂 ブ ロ ック・

黒 色 土 ブ ロ ック含 む 。

にぶ い黄褐 色土層

(10 Y R 4/3)

黒 色 土 プ ロ ック少含 。

黒褐 色土層

(10 YR 2/2)
砂 プ ロ ック・

黒 色 土 ブ
｀
ロ ック少含 。

標高 717,07m

平面図 (1:100)
断面図 (1:50)

4m
2m

一-102-―

第 104図  第 1・ 2号溝状遺構実測図



第 1号溝状遺構 (第 104・ 105図、図版三十八・五十)

調査区南側を東西に走る溝で、確認面は大半が全体層序第Ⅲ層上面であるが、一部東側で第Ⅱ

層、西端部で第Ⅵ層上面である。検出長 45.2m、 幅 1.6～ 2.7m、 深さ約 lmを測 り、東から西

に向かって緩やかに傾斜している。覆土は 6層 に分害jさ れ、砂層を主体とする。覆土と底面の状

況から流路と考えられる。

出土遺物には灰釉陶器・土師器・須恵器があり、そのうち灰釉陶器 1点、土師器 5点、須恵器

2点 を図示した。

1は灰釉陶器皿で、底部は回転糸切 りの後高台が員占り付けされる。土師器の杯には 2・ 3があ

り、内面に黒色処理が施される。また2に は「長」の墨書がみられる。須恵器の杯には無台の 4

と有台の 5がある。 7は高杯の脚部と思われ、杯部の内面には黒色処理が施される。

2

9     (1 : 4)    lQCm

第 105図 第1号溝状遺構出土遺物実測図

第 2号溝状遺構 (第 104図 、図版三十八)  
・

調査区南端部を東西に走る溝で、全体層序第Ⅵ層上面で検出された。検出長 12.2m、 幅 80cm、

深さ約 40cmを 測 り、東から西に向かってわずかに傾斜・している。覆土は3層 に分割された。

本址からはわずかに土師器杯 1点 ・甕 1点が出土したのみであり、図示できたものはない。

第 3号溝状遺構 (第 106図 )

調査区中央部分北佃1を 南北に走る溝で、北半が全体層序第Ⅵ層、南半が第Ⅲ oⅢ 層上面で検出

された。検出長 23.5m、 幅 lm、 深さ約 10cmを 測 り、北から南に向かって傾斜している。覆土は

黒褐色土層 1層 からなる。

本址からの出土遺物には土師器杯・甕、須恵器不・甕があるが出土量は少量であり、図示でき

たものはない。

第 4号溝状遺構 (第 106図 、図版三十九)

調査区北西部を南北に走る溝で、全体層序第Ⅶ層上面で検出された。南端部を撹乱によつて破

‐一-103-一



調 査 区 外

鋏
1 黒褐 色 土層

(lo Y R 2ノ 2)
ロー ム粒 子含 む、

砂 粒 少 含 。

i絋
ど

1 暗褐 色 土層

(lo Y R 3/4)
砂 層 、粒 子 細 か い、

小石含 む 。

2 灰 黄掲 色 土層

(10 YR 4/2)
砂層 、粒 子粗 い、

小石 多 含 。

3 暗褐 色 土層

(10 YR 3/3)
ロー ム粒 子含 む 、

小石 少含 。

標高 720,00m

(1:200)  5m

第 106図  第 3・ 4・ 5号溝状遺構実測図

壊される。検出長11.3m、 幅1.2m、 深さ約10cmを 測 り、北から南に向かって傾斜 している。覆土

は黒褐色土層 1層 からなる。

本Jll_か らの出土遺物には土師器甕、須恵器杯・蓋 ・壷があるが出土量は少量であ り、図示でき

たものはない。

第5号溝状遺構 (第 106・ 107図、図版三十九・五十 )

調査区北側を南北に走る溝で、南倶1で 2本 に分かれる。確認面は南から全体層序第 Ⅱ・Ⅲ oⅥ

層上面である。平成 5年度の高山遺跡 Iの 際には確認できなかったため、高山遺跡 Ⅱのみの調査

であるがさらに南側にのびるものと思われる。検出長21.5m、 幅60cm～ 2.4m、 深さ20～ 35cmを 測

り、北から南に向かって傾斜 している。覆土は 3層 に分害Jさ れ、砂層を主体 とする。覆土 と底面

の状況から流路 と考えられる。

黒褐 色 土層

(lo YR 3/2)
黒 色 土 プ ロ ック

含 む 、

砂 粒 少含 。

―-104-一
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。  (1:4) 19clll

第 107図 第 5号溝状遺構出土遺物実測図

本址の出土遺物には須恵器 。土師器・石製品があるが、磨滅しているものもみられる。須恵器

10点 、土師器5点、石製品 1点 を図示した。

須恵器の杯には無台の 1～ 8、 有台の 9がある。無台のものはすべて底部に手持ちヘラケズリ

が行われる。この他須恵器には蓋・甕がある。土師器の杯には非ロクロ成形の10と ロクロ成形の

11がある。10は 丸底を呈 し、体部下半にヘラケズリ、内面に黒色処理が施される。11は体部と底

部にヘラケズリが行われ、内面には体部に放射状暗文、見込み部にラセン状暗文が施されており、

いわゆる畿内系暗文土器である。

以上、本址の出土遺物は本遺跡で検出された竪穴住居址の出土遺物よりも古い様相を示すもの

が主体的であるが、本j■が流路として機能していた時期は確定できない。

一-105-一



鼈 鉤 碧ッ ト (第 108図 )

高山遺跡 IoⅢ からは総数で125基のビットが検出された (高 山遺跡 186基、高山遺跡Ⅱ39基 )。

検出されたピットは住居址・掘立柱建物l■ ・土坑と重複関係にあるものも存在するが、いずれも

ピットの方が新しい。また、これらのビットは調査区北半に偏在する傾向が認められ、特に中央

付近に集中する。形態は円形または楕円形を呈 し、規模は径20～ 50cm、 深さ20～ 30cm前後を測る

ものが主体である。覆土は黒褐色土あるいは暗褐色土で砂粒を含む。

出土遺物には土師器杯・甕、須恵器杯・甕・蓋があるが図示できたものはない。

各ピットの規模 。出土遺物等については、ビットー覧表に記した。

第 108図 高山遺跡 I・ Ⅲピット配置図

鳳
訟
鰤

Ｏ

ｐ２６
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鼈 麒祓 又辣棘麟量に靱 (第 109。 110図、図版五十一・五卜二)

遺構外出土遺物には弥生土器・土師器・須恵器・布目瓦・鉄製品 。石製品があり、そのうち第

109図 。第110図 に示 した10点 を図示した。

1・ 2は須恵器の蓋で 1の天丼部には回転ヘラケズリが行われる。 3は須恵器の杯で底部に手

持ちヘラケズリが施される。 4は須恵器長頸壷の底部であり、 5は小型の短頸壼である。 6は弥

生土器の小型甕で、口縁部から胴上半部に櫛描波状文が施文されたのち頸部に櫛描簾状文が施さ

れる。 7は布目瓦の小片である。

鉄製品にはatと 思われる8があり、石製品には黒曜石製の石鏃 (9。 10)がある。

θ 9 (1:4)100m

第 109図 遺構外出土遺物実測図 〈1〉

∩
Ｖ
サ

―

贔

- 10

0    (1:3) 10cm

9 (2:3)?`5cm

第 110図  遣構外出土遺物実測図 〈2〉

〇
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遺構名 様式 桁行×梁間
(間 )

問梁

＞
×

ｍ

行

＜

桁 桁行柱間
(m)

梁問柱間
(m)

長軸方位 柱穴規模 (cm) 備考

径 深 さ

Fl 佃1柱式 3× 2 5.60× 4.16 1.54～ 2.28 1.88～ 2.28 N-3° 一E 52～ 94 36～ 67 H15に 切られる

F2
(A)

側柱式 2× 2 4.52× 3.32 2.08～ 2.44 N-86° 一W 32～ 50 29～ 61

F2

(B)
側柱式 2× 2 4.52× 3.52 2.10～ 2.42 N-86° 一W 36～ 52 37～ 53

F3 側柱式 1× 1 2.60× 2.60 2.60 N-0° 34～ 68 17～ 38

F4 側柱式 3× 2 4.86× 3.14 1.44～ 1.70 N-89° 一E 20～ 56 29～ 65

F5 慣1柱式 2× 1 4.20× 3.00 1.92～ 2.28 N-6° 一E 38～ 86 48～ 62

F6 総柱式 2× 2 3.76× 3.16 1.68～ 2.08 N-10° 一E 20～ 26 8～ 31

F7 側柱式 3× 2 6.34× 4.24 1,92～ 2.36 2.00～ 2.24 N-3° 一E 44～ 96 34～ 68 F8を 切る

F8 佃I柱式 2× 2 × 2.28・ 2.34 N-5° 一E 32～ 74 31～ 55 F7に切られる

F9 佃1柱式 1× 1 3.20× 3.20 N― 1 ― E 34～ 70 37～ 53 10を 切る

F10 倶1柱式 3× 2 4.96× 3.64 1.22～ 1.72 1.80～ 1.88 N一 1 ― E [0～ 10( 62～ 87 F9に切られる

F ll 総柱式 2× 2 3.50× 2.88 1.28～ 1.60 N-1。 一W ,2～ 13, 72～ 99

F12

(A)
側柱式 2× 1 2.88× 2.68 2.68 N-16° 一W 36～ 80 26～ 39

F12

(B)
側オ主式 2× 1 × 2.52 2.52 N-16° 一W 58～ 80 14～ 34

F13

(A)
倶1柱式 2× 1 3.20× 2.96 1.44～ 1.76 N-88° 一W 44～ 82 30～ 48

F13

(B)
佃l柱式 2× 1 × 1.44～ 1.52 N-88° 一W 34～ 64 18～ 48

F14 側柱式 2× 1 2.64× 2.46 1.22～ 1.48 N-88° 一W 38～ 70 30～ 54

F15 側柱式 1× 1 2.30× 2.12 2.12 N-4° 一E 40～ 62 25～ 36

掘立柱建物址一覧萎
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遺構名 検出位置 平面形態 規模 (cm) 長軸方位 係
物

間
窪
理

複
土

重
出

長軸長 短軸長 深さ

Dl A一 っ-8 隅 丸 方 形 N-78° 一E H2を切る。土師器甕

D2 A一 っ-9 円 形 N-75° 一E H 2を切る

D3 A― う-7 楕  円 形 N-67° 一E H2を切る

D4 A― こ… 10 隅丸 長 方形 N-72° 一E

D5 B― こ-2 隅丸 長 方形 N-85° 一E

D6 E― あ-5 楕 円 形 N-90° H14を 切る。土師器杯、須恵器杯。

D7 E― い-5 1青  円 形 N-20° 一W H15を 切る。土師器杯・甕、須恵器杯・蓋

D8 B一 か-3 楕 円 N-20° 一E

D9 E一 あ-9 方 形 N-70° 一E 土師器不、須恵器杯。

D10 E― う-4・ 5 長  方  形 N-0° H20を切る。土師器杯、須恵器杯。

D ll E― お-10 長  方  形 N-12° 一E H21を 切る。

D12 F― く-1 隅丸 長 方形 N-8° 一E 土師器杯、土l市 質小皿。

D13 H一 か-8 長 方 形 206 N一 ―W

D14 I― う-3 長 方 形 N-6° 一W

D15 I― え-4 1青  円 形 N-9° 一W

D16 I― い-4 楕 円 N-0°

D17 F― こ-4 長 方 形 N-73° 一E

D18 F― こ-3 長  方  形 N-90°

D19 F一 く-3 権  円 形 N-90°

D20 E― く-9 長  方  形 N-86° 一E 須恵器杯。

D21 D一 か-10 楕 円 形 N-7° 一E

D22 H― い-1 楕  円 形 N-88° 一E

D23 H一 う-1 円 形 N-83° 一E

D24 H― え-1 な
” 円 N-87° 一E 須恵器杯。

D25 H一 ん-1・ 2 lll 形 N-21° 一W 土師器杯。

D26 H一 か-2 オ有 円 形 N-87° 一W 土師器甕。

D27 A― お-5 11 形 N― 一W H31を 切る。土師器甕。

土坑―覧表
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第 1号住居tlL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

8-1
白 磁

碗
〈2.7〉
6. 6

体部厚い。

内面に浅い凹線が一条巡る。

ロ クロ成形 。

内面 ―全 面 に施 釉 。
タト面 ―施牙由な し。
高 台部 ,支 い商‖り出 し。

完全実測。
色調 5Y8ノ 1(灰 白色)

高山遺跡 10Ⅱ 臨血止器観察表

第 2号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

9-1
一人禾由「旬器

椀
〈2.6〉
6.4

ロクロ成形→灰釉漬け掛け
内面―朱墨付着。
高台貼り付け。

完全実測。
色調 10Y8/1(白色)

9-2
土師質

小皿

(11.8)
2.5
5.2

体部直線的に開き、器高低い ロクロ成形。
底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5 YR 5β

(明赤褐色)

9-3
土師質

小皿
〈1.1〉

4.3

ロクロ成形。
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR7/4

(にぶい燈色)

9-4
土師質

小皿
〈1.0〉

4.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/4

(にぶい燈色)

9-5
土師器

羽釜

(15.2)
〈7.5〉 口縁部直立気味に立ち上がる。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/3

(暗赤褐色)

第 4号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形 。調 整 備  考

14-1
須恵器

蓋

(5
3

(16

高台状のつまみが貼り付1ナされる。

ロクロ成形。
外面―天丼部ヘラケズリ。

つまみ部貼り付け。

回転実測。
色調 5GY4/1

(暗 オリーブ灰色)

14-2
土l市 器

甕
〈6.0〉

(5.4)

内面―ナデ。
外面一ヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5YR6ん

(燈色)

第 5号住居 tIL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形 。調 整 備  考

16-1
土師質

小皿

(9.0)
2. 5

(4.4)
体部直線的に開く。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

16-2
土師質

lTN

16.0

4.8
6.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

16-3
土師質

杯

(15.5)
4.5
(6.2)

ロクロ成形。
回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

16-4
土師質

lll

(17.4)
〈5,7〉

(7.5)
体部直線的に開く、柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR3/3

(1音赤褐色)

16-5
須恵器

長頸壺
〈2.5〉
8.1

ロクロ成形。

高台貼り付け。

完全実測。
色調 5YR4/1

(褐灰色)
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第 6号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

19-1
土師質

小皿
〈1.4〉
4.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

19-2
土師質

杯

‐５

５

６

口縁部外反気味。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

19-3
土師器

羽釜
〈3.2〉
93.1)

内面―ナデ。

外面―ヨコナデ。

回転実測。
色調 5YR3/3

(暗赤褐色)

19-4
須恵器

甕
〈8.7〉

(17.0)

内面―ナデ。

外面―叩き目。

回転実測。
色調 7.5Y4/1

(灰色)

第 7号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

22-1
土師質

小皿

9.4
〈1.7〉 内稜を有する。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

22-2
土l雨 質

小llll

柱状高台。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

22-3
土師質

塔
〈1.1〉

(7.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 4ノ 2

(灰黄褐色)

22-4
土師器

羽釜

97.2)
〈11.8〉 全周する鍔を貼り付け 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR2/3

(極暗赤褐色)

22-5
土llF器

羽釜

93.0)
〈7.9〉 把手状の鍔を貼り付け 内外面一ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR2/2

(黒褐色)

22-6
土師器

甑
く19.6〉 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 2.5YR4/6

(赤褐色)

22-7
須恵器

甕
〈6.7〉

(12.0)

丸底気味。
内面―ナデ。

外面一叩き目。

回転実測。
色調 7.5Y5′ l

(灰色)

第 8号住居 tlL

図

号

挿

番 器種 法量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

25-1
火オ由『旬器

椀
〈1.8〉

(8.2)

ロクロ成形。
高台貼り付け。

高台部内倶1に朱墨付着。

回転実測。
色調 N8/(灰 白色)

25-2
土師器

椀

(11.0)
〈2.2〉 口縁部外反する。

ロクロ成形。

内外面―黒色処理。

回転実測。
色調 5YRl.7/1

(黒色)

25-3
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 7/4

(にぶい橙色)

25-4
土l雨 質

小皿

１０

２

５

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

25-5
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 6/1

(褐灰色)

‐
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25-6
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実減1。

色調 10 YR 7/4
(にぶい橙色)

25-7
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

25-8
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR7/3

(にぶい橙色)

25-9
土師質

小lll

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

25-10
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR7/3

(にぶい1登色)

25-11
土師質

小皿

(8.6)
2.2
(3.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 2.5YR5/4

(にぶい赤褐色)

25-12
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

25-13
土師質

小llll

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 6/1

(褐灰色)

25-14
土師質

小皿
〈1.3〉

(4.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

25-15
土師質

小l■

〈1.2〉

(5.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR 6β

(にぶい褐色)

25-16
土l市 質

小皿
〈1.3〉

(4.4)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR7/4

(にぶい橙色)

25-17
±1雨 質

杯

‐４

３

６

体部内湾いて開く。

日縁部に煤付着。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR4/2

(灰褐色)

25-18
土師質

杯

(14.5)
3.9
6.4

体部内湾して開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR 74

(にぶい橙色)

25-19
土師質

杯

(14.0)
く3.6〉 体部直線的に開く。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

25-20
土師質

杯
〈2.3〉

(6.6)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 6/3

(にぶい黄橙色)

25-21
土師質

杯
〈1.0〉

(7.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実減1。

色調 7.5YR6/4
(にぶい橙色)

25-22
土師質

小皿

10.4

3.6
(5.6)

体部直線的に大きく開く

柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR5/4

(にぶい橙色)

25-23
土師質

小皿

(10.2)
3.5
5.1

体部直線的に大きく開く

柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR7/4

(にぶい橙色)

25-24
±1市 質

小皿

１０

３

５

体部直線的に大きく開く

柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

25-25
土師質

小皿

１０

３

４

体部直線的に大きく開く。

柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)
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25-26
±1市 質

小llll

〈3.0〉
5。 2

柱状高台。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR5/4

(に ぶい橙色)

25-27
土師質

小皿
〈1.5〉

5.0
柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YRり4

(にぶい橙色)

25-28
土l市 質

小皿
〈2.7〉

(5.2)
柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR6ノ 3

(にぶい橙色)

25-29
土師質

皿

(19

7

(9

体部直線的に大きく開く
ロクロ成形。

高台貼り付け

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

25-30
土師器

甕

(22.0)
〈10.2〉 口縁部わずかに外反する。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR2ノ 1

(赤黒色)

25-31
土師器

羽釜

19.0
17.1

16.4

ニカ所に把手状の鍔を貼り付け。

日縁端部に面取りあり。
内外面―ナデ。

完全実測。
色調 2.5YR5′ 6

(明赤褐色)

25-32
土師器

羽釜

96.6)
〈10.7〉 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR4/6

(赤褐色)

25-33
土師器

羽釜
〈10.8〉

16.0

内外面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR4/4

(に ぶい赤褐色)

26-34
土師器

羽釜
〈16.3〉

(16.0)

内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/3

(にぶい黄褐色)

26-35
土師器

甕
(2.2〉
(16.0)

内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/1

(黒褐色)

26-36
土師器

羽釜

2)

2

8)

ニカ所に把手状の鍔を貼り付け

□縁端部に面取りあり。
内外面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YRl,7′ 1

(黒色)

第 9号住居址

図

号

挿

番
器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

28-1
須恵器

不

‐３

３

６

体部直線的に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 SYRツ 2

(灰・オリーブ色)

28-2
須恵器

杯

‐３

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 7.5Y6ハ

(灰色)

28-3
須恵器

杯

‐４

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5Y7/2

(灰 白色)

28-4
須恵器

杯

‐３

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。

色調 7.5Y71
(灰色)

28-5
須恵器

杯

‐３

３

５

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実淑1。

色調 5Y4/1
(灰色)

28-6
須恵器

杯
〈2.4)
(6.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6ん

(橙色)

28-7
須恵器

杯
〈0.9〉

(6.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実減l。

色調 10 YR 6/4
(にぶい黄橙色)

28-8
須恵器

芸 〈2.6〉
つまみ部宝珠形。

ロクロ成形。

外面一天丼部回転ヘラケズリ
つまみ部貼り付け。

回転実測。
色調 5Y6/1

(灰色)
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28-9
須恵器

杯
〈1.8〉

(10.2)

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。

色調 5Y6/2
(灰 ・オリーブ色)

28-10
須恵器

長頸壷
〈2.0〉

(7.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 2.5Y5/1

(黄灰色)

28-11
土師器

杯

‐４

３

７

ロクロ成形。
外面一体部下半手持ちヘラケズリ
内面―黒色処理
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR5/8

(明赤褐色)

28-12
土師器

杯

15,0

3.6
7.6

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

28-13
土師器

杯

‐４

３

７

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

28-14
土師器

杯

‐５

４

５

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部回転糸切り→周縁部手持ちヘラケズリ。

完全実測。
色調 2.5 Y R ttЮ

(明赤褐色)

28-15
土師器

甕
〈3.7〉

(10.2)

台付き甕。 内外面―ナデ。
完全実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

28-16
土師器

蓋

90.0)
〈13.4〉 口縁部「コ」の字状。

外面―口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

28-17
土師器

甕

‐９

２７

４

口縁部「コ」の字気味。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 7.5YR3/Zl

(暗褐色)

28-18
須恵器

横瓶 〈23.5〉

外面一口縁部ヨコナデ、胴部叩き目。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 N6/1(灰色)

第 11号住居tIL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

33-1
須恵器

杯

‐２

３

６

体部直線的に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5Yワl

(灰色)

33-2
須恵器

杯

‐３

３

６

体部直線的に開き、

端部でわずかに外反する。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

33-3
須恵器

杯

(14.2)
3.8
7.4

体部直線的に開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

33-4
須恵器

杯
〈2.2〉

(6.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

33-5
須恵器

郊
〈2.1〉

(7.2)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

33-6
須恵器

杯
〈2.6〉

(9.2)

体部の立ち上がりに外稜を

有する。

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 N5/1

(灰色)

33-7
須恵器

杯
〈1.9〉

(9.6)

体部の立ち上がりに明瞭な

外稜を持たず丸みを帯びる。

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 N5ハ

(灰色)

33-8
須恵器

蓋
〈2.3〉

(15.8)

つまみ部欠損。
ロクロ成形。

外面―天丼部回転ヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5Y5/1

(灰色)

33-9
須恵器

長頸壺
〈2.0〉
6.7

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

完全実渡|。

色調 7.5Y5/1
(灰色)
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33-10
土師器

鉢

20。 2

6.3
8.4

体部内湾して開く

ロクロ成形。
内面―黒色処理。

底部回転糸切り→周縁部手持ちヘラケズリ

完全実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

33-11
土師器

甕

一１■．　０ハ̈
　　．

2)

4〉 口縁部「コJの字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR3/3

(暗褐色)

33-12
土師器

甕

(22.0)
〈7.5〉

口縁部「くJの字状に外反す

る。

外面一口縁部ヨヨナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、1同部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR3/2

(暗赤褐色)

33-13
土師器

甕

92.0)
く4.9〉 □縁部「コJの字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR 3β

(暗褐色)

33-14
土FT器

甕

一

　

・

・

外面一ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

第 12号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

35-1
白 磁

皿

(9
2

(3

無台。
日縁部内湾する。
内面に浅い段が一条巡る。

ロクロ成形。
内面―全面に施 Illl。

外面一体部下部・底部施釉なし。
釉薄い。

回転実測。
色調 2.5Y8/2

(灰 白色)

35-2
白 磁

碗

(11.2)
〈3.7〉

口縁部わずかに外反する。 内

面に浅い段が一条巡る。

ロクロ成形。
内面―全面に施釉。

外面一体部下部・底部施釉なし。

回転実測。

色調 7.5Y8/1
(灰 白色)

35-3
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6ノ 6

(橙色)

35-4
土師質

小皿

(11.9)
2.0
6.3

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6/4

(にぶい橙色)

35-5
土師質

小皿
〈1.3〉
4.3

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/4

(にぶい橙色)

35-6
土師質

小皿
〈1,0〉
5.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

35-7
土師質

小皿
〈1.1〉

5。 2

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

35-8
土師質

小皿
く1.0〉
4.2

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR7/6

(橙色)

35-9
土師質

皿

‐８

７

１０

体部直線的に大きく開く。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 7.5YR3′l

(黒褐色)

35-10
須恵器

長頸壷
(3.0〉
5.6

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 N3/

(暗灰色)

35-11
土師器

羽釜

(33.2)
〈20. 0〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

35-12
土師器

羽釜

(25.8)
〈11.6〉 全周する鍔を貼り付け 内外面一ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/3

(にぶい赤褐色)

35-13
土師器

羽釜

97.0)
〈19.4〉 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/3

(明赤褐色)
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36-14
土師器

羽釜

23. 4

〈20. 5〉
3カ 所に把手状の鍔を貼り付け

口縁端部に面取りあり。
内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/4

(にぶい赤褐色)

36-15
土師器

羽釜

(15.8)
〈7.3〉

小型品。

把手状の断絶する鍔を貼り付け
内外面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR2/1

(黒色)

第 13号住居llL

図

号

挿

番
器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

39-1
天釉陶器

皿
〈1.9〉

(7.2)

ロクロ成形。
内外面―底部施釉なし。
高台貼り付け。

回転実測。
色調 2.5Y6/1

(黄灰色)

39-2
一人釉陶器

皿
〈2.2〉
8.2

ロ ク ロ成 形 。
外面 ―施 釉 な し。
内面 ―全 面 に施 釉 。
高 台 質i:り 付 け ^

回転実測。
色調 2.5Y6/1

(黄灰色)

39-3
須恵器

外

(13.4)
4.0
(6.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR5/4

(にぶい褐色)

39-4
須恵器

杯

(14.0)
(3.4〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 N7/

(灰 白色)

39-5
須恵器

J不

〈2.2〉

(8.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5Y6/1

(灰色)

39-6
須恵器

長頸壺
〈8.1〉
8.2

ロクロ成形。
底部回転ヘラケズリ→高台貼り付け

回転実測。
色調 10 YR 4′ 1

(褐灰色)

39-7
土師器

甕

20. 0

26. 5

4.0
口縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 10 YR 3/3

(暗褐色)

39-8
土師器

甕

21.0
〈23. 0〉 口縁部「コ」の字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 10 YR 5/6

(明赤褐色)

第 14号住居llL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備 考

41-1
土師器

羽釜

つ
“
　
ｈ̈
〕
　

．

口縁端部に面取りあり 内外面―ナデ。
回転実測。
色調 5YR2/1

(黒褐色)

41-2
土lT器

羽釜
〈4. 0〉 断絶する鍔を貼り付け 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

第 15号住居tlL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

44-1
須恵器

j不
〈1.4〉

(8.2)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実測。
色調 N4ノ

(灰色)

44-2
土師質

皿

(15.7)
〈2.8〉 園縁部タト反する。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 7.5YR7/6

(橙色)

44-3
土師質

杯
(1.3〉

(7.2)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR5/4

(にぶい褐色)
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44-4
土師器

手捏

(6.0)
〈2.8〉 小型品。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR3/2

(黒褐色)

44--5
土師器

甕

(15.8)
〈5.8〉 口縁部短く外反する。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR2/1

(黒褐色)

44-6
土師器

甕
〈2.8〉

(13.0)

内外面―ナデ。
回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

44-7
土師器

甕
〈6.7〉

(13.6)

内外面―ナデ。
回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

44-8
土師器

羽釜
〈5.7〉

全周する鍔を貼り付け。

日縁端部に面取りあり。
内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

44-9
土師器

羽釜

90.0)
〈7.9〉 全周する鍔を賄り付け 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YRl.η l

(黒色)

第 16号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

16-1
灰釉陶器

椀
〈3. 7〉

(7.0

ロクロ成形→灰釉漬け推卜け。

底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実測。
色調 2.5Y8/1

(灰 白色)

第 17号住居IIL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

48-1
須恵器

杯
〈1.3〉

(6.6)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

完全実測。
色調 5Y7′ l

(灰 白色)

48-2
須恵器

杯
(1.9〉

(6.8)

ロクロ成形。

高台貼り付け

回転実測。
色調 N6/

(灰色)

48-3
須恵器

長頸壷

(8.4)
〈2.2〉

口縁部外反し、端部で屈曲す

る。
ロクロ成形。

回転実測。
色調 10 YR 6/2

(灰黄褐色)

48-4
土師質

杯

(13.4)
〈5.2〉

(8.0)
体部厚い

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 7/4

(に ぶい黄褐色)

48-5
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部肛1転糸切り。

回転実測。
色調 5YR7/4

(にぶい橙色)

48-6
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5YR5/4

(に ぶい赤褐色)

48-7
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部匝1転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR2/2

(黒褐色)

48-8
土師質

小IIII

(8.8)
(1.9〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 10 YR 7/4

(に ぶい黄橙色)

48-9
土師質

小皿

ロクロ成形。

高台貼り付け。

完全実測。
色調 5YR4/6

(赤橙色)

48-10
土師質

小Ill

〈2.0〉
5.4

ロクロ成形。

高台貼り付け。

完全実測。
色調 5YR7/4

(に ぶい橙色)
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48-11
土師質

皿

‐６

５

７

6)

1

7)

口縁部外反する。
ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 5 Y R4β

(にぶい赤褐色)

48-12
土師質

皿

‐６

６

７

4)

0)

6)

口縁部外反する。
ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 7.5YR3/4

(暗褐色)

48-13
土師器

羽釜

95.5)
97.5)
11,0

全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

第 18号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

52-1
須恵器

杯

‐３

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 N8/

(灰 白色)

52-2
須恵器

杯

‐４

４

６

体部厚い
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5Y73

(浅黄色)

52-3
須恵器

杯

‐４

３

７

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 N7ノ

(灰 白色)

52-4
須恵器

杯

‐４

４

５

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5Y6/1

(灰色)

52-5
須恵器

杯

13.6

4.1
7.2

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5Y

(灰 白色)

52-6
須恵器

杯

(13.8)
3.2
7.0

器高低い
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測
色調 7.5R

(灰赤色)

52-7
須恵器

杯

‐３

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

52-8
須恵器

杯

(14.0)
3.9
6.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。
色調 2.5Y7/2

(灰黄色)

52-9
須恵器

杯

‐３

４

７

日縁部わずかに外反する。
ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。
色調 N8ノ

(灰 白色)

52-10
須恵器

不

(13

4

(7

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/2

(灰褐色)

52-11
須恵器

杯

13.9

4.9
6.8

口縁部わずかに外反する。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5R5ノ 2

(灰赤色)

52-12
須恵器

杯

(12

3

(6

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 2.5Y8/1

(灰 白色)

52-13
須恵器

杯

(14

4

(7

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

52-14
須恵器

杯

(14

4

(7

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

52-15
須恵器

杯
〈2.9〉
7.6

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

匡1転実測。
色調 5Yッl

(灰色)
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52-16
須恵器

杯
(1,7〉
8.2

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 5Y5ハ

(灰色)

52-17
須恵器

長頸壺
〈5,7〉
8.0

ロクロ成形。

底部静止糸切り→高台貼り付け
翡
０

甑
・ＯＹＲ

呻
饒

実

　

釉

転
調
　
然

回
色
　
自

52-18
須恵器

長頸壺
〈3.0〉
7.0

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 10Yッ 1

(灰色)

52-19
須恵器

長頸壷
〈2.6〉
8.4

ロクロ成形。

底部静止糸切り→高台貼り付け
色
色

褐
橙脚剛

Ｙ

Ｙ

測
外
内

実転
調

回
色

52-20
須恵器

長頸壺
〈9。 3)
(8.4)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 N5ノ

(灰色)

52-21
須恵器

甕

94.8)
〈12.7〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 N4/1

(灰色)

52-22
須恵器

甕
〈4.4〉
18.0

外面―口,き 目。

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5PB3/1

(暗青灰色)

53-23
須恵器

蓋

(18.2)
4.6

つまみ部扁平な宝珠形。

ロクロ成形。
天丼部回転ヘラケズリ→つまみ部貼り付け。
内面一自然釉付着。

回転実測。
色調 10 Y R 6ノ 1

(褐灰色)

53-24
須恵器

蓋

15.4

3.4
つまみ部扁平な宝珠形。

ロクロ成形。

天丼部回転ヘラケズリ→つまみ部貼り付1ナ。

完全実測。
色調 2.5Y6/1

(黄灰色)

53-25
須恵器

蓋

(14.5)
2.8

つまみ部扁平な宝珠形。
ロクロ成形。

つまみ部貼り付け

回転実測。
色調 10 YR 5/4

(赤褐色)

53-26
須恵器

蓋

(18.3)
〈1.8〉

つまみ部扁平な宝珠形。 ロクロ成形。
回転実測。
色調 5Y4/1

(灰色)

53-27
須恵器

円面硯

(14.5)

(6.0)
(17.6)

脚台部に透しと沈線を有する。ロクロ成形。
回転実測。
色調 N4/

(灰色)

53-28
土師器

杯
〈1.3)
4.8

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部回転ヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

53-29
土lT器

杯
〈2.0〉
6.6

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部回転糸切り→ナデ。

回転実測。
色調 5YRッ 6

(明赤褐色)

53-30
土師器

杯

‐４

３

６

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

53-31
土師器

杯

(15,8)
4.8
(7.6)

ロクロ成形。
内面―ヘラミガキ。
体部下部・底部手持ちヘラケズリ。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

53-32
土師器

杯

‐８

６

８

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

53-33
土師器

杯

２‐

５

９

8)

7

4)
大型品。

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

53-34
土師器

杯

(17.5)
5. 5

7.9
墨書土器。

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/4

(にぶい橙色)

53-35
土師器

椀

‐７

６

８

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実減l。

色調 5YR6/6
(橙色)
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53-36
土師器

蓋

16.4

3.7
つまみ部扁平な宝珠形。

ロクロ成形。
天丼部回転ヘラケズリーつまみ部貼 り
付け。
内面―ヘラミガキ。

完全実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

53-37
土師器

甕

20. 4

〈5.6〉
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴書

`ナ

デ。

回転実測。
色調 5YR5/4

(に ぶい赤褐色)

53-38
土師器

甕

22. 2

〈9,0〉 口縁部「コJの字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

破片実測。
色調 5YR6/4

(明赤褐色)

53-39
土lT器

甕
〈4.7〉
5.0

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/2

(暗赤褐色)

53--40
土師器

甕
〈3.7〉
4.4

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR4/3

(褐色)

53-41
土師器

甕

19.8
〈7.7〉 目縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR4/4

(にぶい赤褐色)

54-42
土師器

甕

14.9
〈9.6〉

小型品。

日縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR6ん

(橙色)

54-43
土師器

甕

12.2
〈6.8〉

小型品。

口縁部「くJの字状に外反する。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR4/4

(にぶい赤褐色)

54--44
土師器

甕

90。 4)
〈13.2〉 日縁部「コ」の字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/4

(にぶい赤褐色)

54-45
土師器

甕

13.3
〈15. 5〉

小型品、台付き甕。

口縁部「くJの字状に外反する。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 5YR4/6

(赤褐色)

54-46
土師器

甕

‐０

‐３

４

小型品。

口縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 5YR4/6

(赤褐色)

54-47
土師器

甕

20. 0

〈22. 3〉 目縁部「コ」の字状。
外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 2.5YR5/8

(明赤褐色)

54--48
±1雨 器

甕

21.4
〈13.8〉 口縁部「コJの字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 7.5YR6/4

(に ぶい橙色)

54-49
土師器

甕

20. 0

〈23. 3 〉 □縁部「く」の字状に外反する。
外面―ll縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

54-50
土師器

甕

20. 9

〈24. 6 〉 目縁部「く」の字状に外反する。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 5YR5/8

(明赤褐色)

55-51
須恵器

甕 “

4.8)
〈45. 8〉

口縁部短く「く」の字状に外反する。
胴上部に把手を一対貼りllJけ。

外面一日縁部ロクロナデ、胴部叩き目。

内面一日縁部ロクロナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5Y6/3

(オ リーブ黄色)

55-52
須恵器

甕
〈4.2〉

95.6)

外面―叩き目。

内面―ナデ。

回転実測。
色調 N3/

(暗灰色)

第 20号住居址

図

号

挿

番
器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

58-1
須恵器

杯

‐３

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 10 Y R 5/1

(褐灰色)

58-2
須恵器

杯

‐３

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5Y ηl

(灰 白色)
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58-3
須恵器

杯

‐４

４

６

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR「0/1

(灰色)

58-4
須恵器

杯

‐３

４

５

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 5Y5ノ 1

(灰色)

58-5
須恵器

杯

(14

3

(6

墨書土器。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5Y5/1

(灰色)

58-6
須恵器

杯

‐３

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 10 YR 7/3

(にぶい黄橙色)

58-7
須恵器

杯

‐４

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 5Y5/1

(灰色)

58-8
須恵器

杯

‐４

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5Y6/1

(灰色)

58-9
須恵器

杯

‐４

３

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 2.5Y72

(灰黄色)

58-10
須恵器

杯
〈1.9〉

(7.6)

ロクロ成形。

底部・底部周縁手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 2.5Y5/2

(暗灰黄色)

58-11
±1市器

杯
〈1.9〉

4.8

ロクロ成形。

内面―黒色処理。

高台貼り付け。

完全実測。
色調 10 YR 6/6

(llB黄褐色)

58-12
±1市 器

皿

12.4

(2.3)
体部直線的に大きく開く。

高台部欠損。

ロクロ成形。

内面一黒色処理。

底部回転糸切り→高台貼り付け

完全実測。
色調 7.5YR5/6

(明褐色)

58-13
土師器

杯

‐４

４

６

墨書土器「吉」。

ロクロ成形。

内面―黒色処理。

底部回転糸切り→底部周縁ヘラケズリ

完全実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

58-14
土師器

不

‐３

３

６

ロクロ成形。

内面―黒色処理。

底部回転ヘラケズリ

完全実測。
色調 5YR5/6

(赤褐色)

58-15
土師器

杯

(15.4)
5.5
7.0

ロクロ成形。

内面―黒色処理。

底部回転糸切り。

回転実淑1。

色調 5YR6/8
(橙色)

58-16
土師器

杯

(16.6)
5.6

(7.2)

ロクロ成形。
内面―黒色処理。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5YR5/4

(にぶい褐色)

58-17
土師器

杯

(15.6)
5.6
(7.8)

ロクロ成形。

内面一黒色処理。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

58-18
土師器

杯

(15.6)
5.5
7.0

ロクロ成形。
内面―黒色処理。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR4/6

(赤褐色)

58-19
土師器

杯

‐８

６

８

6)

3

4)

ロクロ成形。

内面―黒色処理。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

58-20
須恵器

芸

(16.5)
(3.1〉

ロクロ成形。

天丼部回転ヘラケズリ

回転実測。
色調 5YR6/1

(灰 白色)

58-21
土師器

甕

90.0)
〈5.9〉 口縁部「コ」の字状。

外面一EI縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

58-22
須恵器

長頸壺
〈8.9〉

(8.0)

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 N6/0

(灰色)
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第 21号住居 llL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

60-1
土師器

杯
〈2.4〉

(6.5)

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 10 YR 4/4

(赤褐色)

60-2
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色p‐Jn1 7.5YR6/4

(にぶい1登色)

60-3
土i市器

杯
〈4.0〉

(7.0)

ロクロ成形。

内面―ヘラミガキ。

回転実測。
色調 5YR5/6

(llA赤褐色)

60-4
土師質

皿

‐７

５

８

0)

8

0)
体部直線的に大きく開く。

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

60-5
土l市器

11釜
〈16.4〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR5//1

(にぶい赤褐色)

60-6
土師器

羽釜
〈10. 6 〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR4/4

(にぶい赤褐色)

60-7
土師器

羽釜

27. 4

〈17.0〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。
完全実測。
色調 2.5YR4/4

(にぶい赤褐色)

60-8
土l雨 器

羽釜
(3.3〉

13. 6

内外面―ナデ。

底部に木葉痕がみられる。

完全実測。
色調 7.5YR3/3

(暗褐色)

第 22号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

63-1
一火釉陶器

皿

(14

2

(8

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 5Y7/1

(灰 白色)

63-2
土師質

小皿
体部直線的に開き、端部で外反する。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 10 YR 5/4

(にぶい黄褐色)

63-3
土師質

小皿

１０

２

４

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/8

(橙色)

63-4
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

63-5
土師質

小皿

8)

0

8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR6ん

(橙色)

63-6
土l雨 質

小皿

(8.4)
〈2.0〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 7.5YR7/6

(橙色)

63-7
土師質

小皿
〈1.2〉

4.5

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/8

(橙色)

63-8
土師質

小皿
〈1.2〉

4.5

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

63-9
土師質

杯
〈2.2〉

(6.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

63-10
土師質

J不

く1.7〉

(6.6)

ロクロ成形。

底部回転糸切り

腫1転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)
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63-11
土師器

皿
〈1,7〉

(6.2)

ロクロ成形。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

63-12
土師質

皿

‐５

５

７

9)

3

2)
体部直線的に開く

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(に ぶい橙色)

63-13
土師器

羽釜
〈10.4〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR4/3

(に ぶい赤褐色)

63-14
土師器

羽釜
〈8.1〉

(17.0)

内外面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/1

(黒褐色)

第 23号住居tlL

図

号

挿

番
器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

65-1
土師器

j4N

‐３

３

４

体部内湾し、端部で外反する。

ロクロ成形。
内面―黒色処理。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

65-2
須恵器

杯
く2. 2〉

7.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR5/1

(灰黄褐色)

65-3
須恵器

杯
〈2. 3〉

け.6)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実測。
色調 10 Y Rワ2

(灰黄褐色)

65-4
土師器

甕

13.2
14.6

6.4

小型品。
目縁部「く」の字状に外反する。

底部丸底気味。

外面―□縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 7.5YR4/4

(褐色)

65-5
土l市 器

甕

(21.4)
〈9.8〉 口縁部「コJの字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

65-6
土師器

甕

い^
」
　ヽ
■．一　　．

口縁部「コ」の字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

65-7
土l市 器

甕
〈19.4〉

(4。 1)

外面一ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR5′6

(明褐色)

65-8
土師器

甕
〈9. 8〉

(5.0

外面一ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5YRワ 3

(にぶい赤褐色)

65-9
土師器

甕
〈6. 1〉
に。①

外面一ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR6/6

(橙色)

65-10
土師器

甕
〈7. 5〉 日縁部「コJの字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

破片実測。
色調 2.5YR5/8

(明赤褐色)

第 24号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

66-1
土師器

杯

(16.4)
5,0
(7.2)

ロクロ成形。
内面―黒色処理。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい1登色)

第 25号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

69-1
須恵器

杯

‐３

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実減l。

色調 10 YR 7/4
(にぶい黄橙色)

―-123-一



69-2
土師器

甕

一

　

・

　

・

4〉

0

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

完全実測。
色調 2.5YR3/2

(暗赤褐色)

第 26号住居tlL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

71-1
白 磁

碗

一

　

・

・

内面に浅い段が一条巡る。

ロクロ成形。
外面―底部施釉なし。
高台部浅い削り出し。

回転実測。
色調 5Y7/1

(灰 白色)

71-2
土l市 質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR4/3

(褐色)

71-3
土師質

小皿

侶.助
2.1
4.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR 5β

(にぶい橙色)

71-4
土師質

小llll

10.2

2. 5

4.6

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR6/3

(にぶい褐色)

71-5
土師質

小皿

(10.3)
2.4
4.6

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR4/1

(褐灰色)

71-6
土師質

小llll

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 5/3

(にぶい黄褐色)

71-7
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 10 YR 6ん

(橙色)

71-8
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR5/4

(にぶい赤褐色)

71-9
土師質

小 llll

ω.8
2.5
4.5

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤掲色)

71-10
土師質

小皿

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

71-11
土師質

小皿

ω.0)
2.3
4.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR5/6

(明赤褐色)

71-12
土師質

小皿

ω.0
2.0
4.2

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5YR4/2

(灰褐色)

71-13
土師質

小皿
〈1.9〉

4.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR7/6

(橙色)

71-14
土師質

小皿
〈1.0〉

4.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

71-15
土師質

小皿
柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR5/4

(にぶい褐色)

71-16
土師質

小皿
〈2. 8〉

4.6
柱状高台。

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

71-17
土師質

小皿

ロクロ成形。

高台貼り付け。

完全実測。
色調 2.5YR6/6

(橙色)

71-18
土師質

小皿
〈4. 2〉

7.5

ロクロ成形。

高台貼り付け

回転実測。
色調 2.5YR 66

(橙色)
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71-19
須恵器

杯
〈2.2〉

(11.8)

ロクロ成形。

高台貼り付け

回転実測。
色調 5Y5/2

(灰 オリーブ色)

71-20
須恵器

杯

一

　

・

・

3〉

2)

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実測。
色調 10 YR 5/2

(黄灰褐色)

71-21
須恵器

長頸壺
〈2. 8〉

8.5

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

完全実測。
色調 5Y5/1

(灰色)

71-22
土師器

椀

(18.4)
〈4.8〉 体部内湾し、端部で外反する。

ロクロ成形。

内外面―ヘラミガキ。

回転実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

71-23
土師器

甕
〈1.2〉

(10,0)

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 10 Y R 512

(灰黄褐色)

71-24
土師器

羽釜
〈8.0〉 全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR4/3

(にぶい赤褐色)

71-25
土師器

11釜
〈6. 5〉 把手状の鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 5YR4/Zl

(にぶい赤褐色)

71-26
止1市 器

羽釜
〈5. 0〉 把手状の鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

破片実測。
色調 10 YR 4/6

(褐色)

71-27
土師器

羽釜
全周する鍔を貼り付け。 内外面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5Y R4β

(褐色)

第 27号住居址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

2-1

須恵器

杯
〈2. 8〉

5,8

ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

完全実測。
色調 2.5YR6/2

(灰黄色)

74-2
須恵器

杯

(13

3

(6

体部直線的に開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 5GY5/1

(オ リーブ灰色)

74-3
須恵器

杯

(14.8)
4.4
(7.4)

体部直線的に開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 10 YR 7/2

(にぶい黄橙色)

74-4
土師器

杯

‐３

３

７

器高低い

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 7.5YR7/4

(にぶい橙色)

74-5
土師器

杯

‐４

４

６

ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 7.5YR66

(橙色)

7Zl-6
土師器

杯

(18.8)
4.8
(9,0)

ロクロ成形。
内面―ヘラミガキ。
底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5 YR 5β

(にぶい褐色)

74-7
須恵器

蓋 〈1. 5〉
つまみ部扁平な宝珠形。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 7.5Yッ 1

(灰色)

74-8
須恵器

蓋 〈1. 2〉
つまみ部扁平な宝珠形。 ロクロ成形。

完全実測。
色調 10Y5/1

(灰色)

74-9
須恵器

蓋 〈1. 9〉
つまみ部扁平な宝珠形。

ロクロ成形。

天丼部回転ヘラケズリ

完全実測。
色調 2.5GY5/1

(オ リーブ灰色)

74-10
須恵器

蓋

(15.0)
〈4.1〉

ロクロ成形。
1回転実測。
色調 2.5GY6/1

(オ リーブ灰色)
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74-11
須恵器

蓋

15.3

3.9
つまみ部扁平な宝珠形。

ロクロ成形。

天丼部回転ヘラケズリ

完全実測。
色調 10Yワ l

(灰色)

74-12
土師器

甕

90.3)
〈18.9〉 口縁部「コJの字状。

外面一回縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。内面―

口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 5YR γ4

(にぶい赤褐色)

74-13
土師器

甕

(21.2)
〈19. 0) 口縁部「コ」の字気味。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、1同部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

74-14
土師器

甕

19.4

〈19.5〉 □縁部「コ」の字状。
外面一口縁部ヨヨナデ、胴部ヘラケズリ

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。
色調 2.5YR6/8

(橙色)

74-15
須恵器

長頸壺

(9.2)
く8.8〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 2.5YR3/2

(明赤褐色)

74-16
須恵器

長頸壺
〈4.2〉
9.3

ロクロ成形。

底部回転ヘラケズリ→高台貼り付け

完全実測。
色調 N4/0

(灰色)

75-17
須恵器

甕
〈18.5〉

(13.0)

外面―胴部叩き日、底部ナデ。

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/4

(灰褐色)

第 29号住居 llL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

78-1
白 磁

碗

(13.8)
〈2.7〉 口縁部玉縁状を呈する。 ロクロ成形。

回転実測。
色調 2.5Y7/2

(灰黄色)

78-2
土i市 質

杯

(14.8)
4.2
6.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

78-3
土師質

小皿

(8.5)
〈1.7〉 ロクロ成形。

回転実測。
色調 5 YR 66

(橙色)

78-4
土i市 質

小皿
〈1.3〉

4.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5Y R66

(橙色)

78-5
土師質

小皿

一

　

・

・

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

78-6
土師質

小皿
(1.1〉
4.0

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6ん

(橙色)

78-7
±1市 質

椀
〈2.9〉
6.9

ロクロ成形。

高台貼り付け

完全実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

78-8
土師器

甕

．

１
．

‐３
．

内外面―ナデ。
回転実測。
色調 2.5YR4/6

(赤褐色)

78-9
須恵器

亜

〈1.8〉

(9.6)
底部外面に箆書「×」。

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

回転実測。
色調 2.5GY5/1

(オ リーブ灰色)

第 30号住居 tlL

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

80-1
須恵器

杯

13.2

3. 7

5. 7

体部直線的に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 2.5GY1/5

(オ リーブ灰色)
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80-2
須恵器

杯

‐２

３

６

体部直線的に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 2.5Y7ハ

(灰 白色)

80-3
須恵器

杯

‐３

３

６

体部直線的に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。
色調 7.5Y5/1

(灰色)

80-4
須恵器

lTN

‐３

３

６

体部内湾気味に開く
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5Y6/2

(灰 オリーブ色)

80-5
須恵器

杯

‐２

３

６

体部内湾して開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

完全実測。
色調 10Yワ l

(灰色)

80-6
須恵器

亜

(1.4〉
9.4

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実測。
色調 2.5GY1/5

(オ リーブ灰色)

80-7
土師器

甕

21.0
〈27. 5〉 目縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

80-8
」i師器

甕

90,7)
〈5.4〉 口縁部「コJの字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨヨナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR3/2

(暗赤褐色)

80-9
土師器

甕

90.0)
〈9.1〉 口縁部「コ」の字気味。

外面―□縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/3

(にぶい赤褐色)

80-10
土師器

甕

90.4)
〈9.4〉 口縁部「コ」の字状。

外面―El縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR5/4

(にぶい赤褐色)

80-11
土師器

甕

19. 6

〈6.4〉 口縁部「コJの字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

80-12
土師器

甕
〈11.9〉

3.7

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

完全実測。
色調 2.5YR4/3

(にぶい赤褐色)

80-13
土師器

甕
〈16.9〉 日縁部「コJの字状。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

破片実測。
色調 2.5YR5/6

(明赤褐色)

80-14
土師器

甕

(13.4)
〈11.4〉

小型甕。

口縁部「コJの字気味。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面一日縁部ヨコナデ、lln部 ナデ。

回転実測。
色調 2.5YR「0/6

(明赤褐色)

80-15
土師器

甕
〈2.9〉

(4.0)

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 5YR2ハ

(黒褐色)

80-16
土師器

甕
〈4.6〉 台伺

‐
甕。

外面-1同部ヘラケズリ

内面―胴部ナデ。

回転実測。
色調 5YR4/2

(灰褐色)

81-17
須恵器

甕

37. 8

俗2.4)
丸底。
日縁部外反し、端部で肥厚する。

タト面―|コ 縁部ヨコナデ→箆描平行線文→

櫛描波1大文、胴部叩き目。
内面―|]縁吉にヨコナデ、月同部ナデ。月同下部

に当具痕が残る。

回転実測。
色調 5YRワ2

(灰 オリーブ色)

第 101罐 号掘立柱建物址

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

99-1
須恵器

14(

(14

3

(7

体部直線的に開く。
ロクロ成形。

底部回転糸切り。

Fl。

回転実測。
色調 N6/0(灰 色)

99-2
須恵器

杯
〈2.3〉
8.8

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け。

F ll。

回転実測。
色調 N4/0(灰 色)

99-3
須恵器

j不

‐３

４

８

0)

3

0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

F ll。

回転実測。
色調 7.5Y5ハ (灰色)
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第 罐号溝状遺構

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形 。調 整 備  考

105-1
天釉陶る

皿
〈2.1〉

(6.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り→高台貼り付け

回転実測。
色調 2.5Y7/1

(灰 白色)

105-2
土師器

杯

‐２

４

５

墨書土器「長」。

ロクロ成形。
内面一黒色処理。
底部回転糸切り。

完全実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

105-3
土師器

杯

‐２

３

５

8)

6

6)

ロクロ成形。
内面―黒色処理。
底部 。底部周縁ヘラケズリ

巨1転実測。
色調 5YR6/6

(橙色)

105-4
須恵器

杯

(14.6)
3.3
(6.0)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

回転実測。
色調 7.5Y6/2

(灰 オリーブ色)

105-5
須恵器

杯

‐３

３

８

ロクロ成形。

高台貼り付け。

回転実汲1。

色調 5Y5/2
(灰 オリーブ色)

105-6
土師器

甕
〈3.2〉

(6.2)

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

105-7
土師器

高杯
〈3.5〉
6.8

外面―ヨコナデ。

内面一杯部黒色処理。

完全実測。
色調 7.5YR6/4

(にぶい橙色)

105-8
土師器

甕
〈4.4〉

(4.8)

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

第 5号溝状遺構

図

号

挿

番 器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備 考

107-1
須恵器

杯

‐４

４

８

歪み著しV
ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

完全実測。
色調 5BG1/4

(暗青灰色)

107-2
須恵器

杯

‐４

４

９

ロクロ成形。
底部手持ちヘラケズリ

完全実測。
色調 5YRワ3

(にぶい赤褐色)

107-3
須恵器

杯

‐２

４

７

ロクロ成形。
底部手持ちヘラケズリ

完全実測。
色調 5Y5ハ

(灰色)

107-4
須恵器

杯

‐３

３

８

ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 10 B G

(青灰色)

107-5
須恵器

杯

(15.3)
4,7
8.0

ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 7.5 Y R6β

(橙色)

107-6
須恵器

杯

(14.0)
4.8
7.0

ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5GYツ1

(オ リーブ色)

107-7
須恵器

杯

(14.3)
3.6

(10.3)

器高低い ロクロ成形。
回転実測。
色調 N6/0

(灰色)

107-8
須恵器

杯

(12.6)
5.0
(7.6)

口縁部外反する。 ロクロ成形。
回転実測。
色調 5PBツ1

(青灰色)

107-9
須恵器

杯

(13.2)
3.8
(9.0)

ロクロ成形。

高台貼り付け。

1回転実測。
色調 5BG5/1

(青灰色)

107-1
土師器

杯

14.7
4,9 丸底。

外面一日縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ。

内面―黒色処理。

完全実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)
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07-11
土師器

杯

の

６

０

‐３

３

．
＜８

．

外面一体部・底部ヘラケズリ。

内面一体部放射状暗文、
見込み部ラセン状暗文。

完全実測。
色調 7.5YR6/6

(橙色)

_07-1
土師器

甕
1〉

5)

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

完全実測。
色調 7.5YR5/3

(にぶい褐色)

07-1
土i雨 器

高杯
(3. 6〉

(9,0

外面―ヘラケズリ

内面―ナデ。

回転実減|。

色調 5YR6/6
(橙色)

07-12
須恵器

横瓶

(10.0)
〈4. 6〉

外面一日縁部ヨコナデ、胴部叩き目。

内面一
|コ 縁部ヨヨナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 10Yワ 1

(灰色)

遺溝タト出土遺物

図

号

挿

番
器 種 法 量 器形の特徴 成 形・調 整 備  考

109-1
須恵器

蓋

16.0
〈2.6〉

歪み著しい。

つまみ部欠損。

ロクロ成形。

天丼部回転ヘラケズリ

完全実測。
色調 5Y7/1

(灰 自色)

109-2
須恵器

蓋

(15.2)
〈2.1〉

ロクロ成形。

回転実測。
色調 5Y7/2

(灰 白色)

109-3
須恵器

杯

(15.2)
4.0
10.4

ロクロ成形。

底部手持ちヘラケズリ

回転実測。
色調 5Y6/2

(灰 オリーブ色)

109-4
須恵器

長頸壷
〈4.4〉

(11.4)

ロクロ成形。

回転実測。
色調 5Y6/2

(灰 オリーブ色)

109-5
須恵器

短頸壺

小型品。
日縁部短く直立する。

外面示1離著しい。

ロクロ成形。

回転実測。
色調 5YR6/4

(にぶい橙色)

109-6
称生土蓄

甕

(6.8)
7.1
3.6

小型品。
外面一日縁部～胴上半部櫛描波状文

→頸部櫛描簾状文。
内面一ヘラミガキ。

回転実測。
色調 10 YR 6/6

(明黄褐色)
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ピットー覧表<1>

No. 検出位置
規模(Cm)

覆 iL 出土遺物
径 深 さ

1 A― ぇ-7 28× 24 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含む。

A― ぇ-8 28× 26 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒含む。

A―お-7 30× 26 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含む。

4 A―お-8 30× 28 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A―お-9 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A―お-8 90× 78 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒・径lcm以 下小石含む。

7 A一か-8 黒褐色土 10 Y R 2β)砂粒多含。

A一か-8 66× 62 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A一か-8 44× 42 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒多含。黒色土ブロック(10Y R2/1)少 含

A― き-8 26× 22 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含、径lcm以下小石少含。

11 A― き-8 22× 20 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒多含。

A― き-8 34× 30 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A― く-8 30× 26 7 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A― き-9 36× 30 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒多含。

A― き-10 44× 40 黒褐色土 10 YR 2/3)径 lcin以下小石・パミス含む。

A― き-10 90× 86 黒褐色土 (10 YR 3/2)径 lclll以下小石多含。
土師器杯-4片
±1市 器甕-2片
須恵器杯-1片

A一 け-10 28× 26 黒褐色土 10 YR 2/3)径 5111111以下小石少含。

E― あ-1 24× 29 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒含む。

E― あ… 1 22× 20 黒褐色土 10 Y R 2/3)径 5mm以下小石少含。

E― あ-2 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含。

E― あ…2 26× 22 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物含む、砂粒少含。

E一 あ-1 56× 50 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒・径5mm以下小石含む。 須恵器杯-1片
E一 い-1 26× 24 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含む。 ±1雨 器甕…1片

E一 い-2 20× 14 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含む。

E― い-2 22× 20 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒・径5mm以下小石含む。

E,い -2 78× 76
黒褐色土 (10 Y R 2β )砂粒・径 5mm以下小石含む、

黒色土ブロック (10 YR 2/1)少含。

土師器杯-1片
土l雨 器甕…2片

須恵器甕-1片

E― あ-2 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含む。

E― あ-3 96× 88 黒褐色土 10 YR 2/3)径 5mm以下小石含む。 土師器甕-2片
E一 あ-3 24× 18 黒褐色土 Y R 2β)炭化物少含。

E― あ-3 26× 18 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒多含。

E― あ-3 26× 24 黒褐色土 10 Y R 2β)砂粒少含。

E― あ-3 黒褐色土 10 Y R 2β)砂粒少含。

E― あ-3 黒褐色土 10 Y R 2β)砂粒少含。

E一 あ-3 黒褐色士 Y R 2β)炭化物少含。 須恵器甕-1片

E― あ-3 30× 28 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒・径 5mm以下小石多含。

B― -3 32× 30 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒含む。 土師器杯-1片
B― こ-3 黒褐色土 10 Y R 2β)砂粒含む。

B― -3 38× 20 黒褐色土 10 Y R 3/2)砂粒多含。

E― あ-4 70× 68 黒褐色土 10 YR 2ノ2)砂粒・径 5mm以下小石含む。

E― あ-5 46× 40 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭化物少含、砂粒・径 5min以 下小石含む。
土師器甕-1片
須恵器杯-3片

E一 あ-5 106× 58 黒褐色Ji 10 Y R 2β)砂粒・径 5mnl以 下小石含む。
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ピットー覧表<2>

No. 検出位置
規模

覆 ■ 出土遺物
径 深 さ

E― あ-3 (110)× 98 黒褐色土 (10 Y R 2β )炭化物少含、砂粒多含。

土師器杯-1片
土師器甕-1片
須恵器杯-2片
須恵器甕-1片

B― き-4 30× 28 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒多含、径5mm以下小石含む。

B― き-4 28× 20 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂粒多含、径 5min以 下小石含む。

B一 か-4 26× 20 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂粒多含、径5mm以 下小石含む。

B一 か-4 34× 24 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒多含、径5mm以下小石含む。

B― き-4 32× 26 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒多含、黒色土ブロック(10Y R2/1)含む。

B― か-4 34× 22 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒多含、径5mm以下小石含む。

B一 か-4 70× 40 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂粒多含、黒色土ブロック(10Y R2/1)含む

E一 っ-6 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒多含、径5mm以下小石含む。 土師器甕…2片

E― い-7 108× 84 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭化物少含、砂粒含む。

土師器杯―

須恵器杯一

須恵器甕―

1 片

片

片

1

1

B一 け-5 78× 66 黒褐色土 (10 Y R 2β )砂粒・径 5mm以下小石多含。 須恵器杯-1片

E一 っ-4 30× 22 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒多含。

E一 っ-4 76× 60 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒多含、径5mm以下小石含む。
土師器杯-1片
土師器甕-2片
須恵器蓋-1片

E― う-5 22× 20 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒多含、径5min以 下小石含む。
土師器甕-1片
須恵器杯-1片

E― あ…2 26× 22 黒掲色土 (10 YR 2/3)径 5min以下小石少含。

E― あ-2 黒褐色土 (10 Y R 2β )径 5mm以下小石少含。

E― あ-2 × 黒褐色土 (10 YR 3/2)パ ミス少含、砂粒含む。 土師器甕-1片

B― こ-1 24× 22 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5ml■ 以下小石少含。

B― こ-2 26× 18 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5min以下小石少含。

B― -2 20× 18 黒褐色土 (10 Y R 2β )径 詢nm以下小石少含。 土師器甕-1片

B― -2 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 51nm以下小石少含。

B― -3 24× 20 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5mm以下小石少含。

B― こ-2 黒掲色土 (10 YR 2/3)径 5mm以下小石少含。

B― -2 34× (26) 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5mm以下小石少含。

B― こ-2 (20)× 18 黒褐色土 (10 YR 2ノ 3)径 bnm以下小石少含。

B― こ-2 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5mm以 下小石少含。

E― あ-2 26× 24 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 51nm以下小石少含。

E― あ-2 36× 26 17 黒褐色土 (10 YR 2ノ 3)径 5mm以下小石少含。

E― あ-2 28× 24 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 51■m以下小石少含。

E― い-2 20× 18 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5mm以下小石少含。

E― い-2 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 5mm以下小石少含。

D― お-10 64× 54 黒褐色土 (10 YR 2/3)黒色土ブロック (10 YR 2ハ )多含。 須恵器甕-1片

Z D― お-10 52× 40 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒・径5min以下小石含む。

D― お-10 74× 50 17 黒褐色土 (10 YR 2/3)黒色土ブロック (10 YR 2/1)少含。

D― お-10 26× 14 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒含む。

D― お-10 96× 68 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂粒少含、黒色土ブロック(10Y R2/1)多 含

D― お-10 42× 34 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒含む。

D― お-10 82× 60 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂粒・黒色土ブロック(10 YR 2/1)含む。

E― お-1 62× 42 黒褐色土 (10 Y R 3/2)砂粒・径 5111m以 下小石少含。

D― え-10 66× 30 黒褐色土 (10 Y R 3/2)砂粒含む。 須恵器壷-1片
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ピットー覧表<3>

No. 検出位置
規模 (Cm)

覆 土 出土遺物
径 深さ

E― え-1 54× 34 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒含む。

E― え-1 80× 28 黒褐色土 (10 YR 3/2)砂粒含む。

E― ぇ-2 68× 36 黒褐色土 (10 Y R 32)砂粒含む。

E― き-10 96× 68 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂粒・黒色土ブロック(10 YR 2/1)少 含。

±1市器杯-2片

土師器甕-1片

須恵器杯-1片

I― う-2 66× 38 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂粒含む、径 lclll以下小石少含。

E一 か-4 34× 32 暗褐色土 (10 YR3/3)砂 粒含む。

E― き-4 36× 34 暗褐色土 (10 YR3/3)砂 粒含む。

E― き-4 26× 20 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒含む。

E一 か-3 46× 18 暗褐色土 (10 YR3/3)砂 粒含む。

E一 か-2 26× 24 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒含む。

E一 か-2 暗褐色土 (10 Y R 3β )砂粒含む。

G― あ-8 26× 20 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック多含。

G― あ-8 20× 16 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック多含。

G― あ-8 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック多含。

G― あ-8 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック多含。

D― こ-9 24× 22 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック多含。

D一 け-9 26× 22 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロジク多含。

D― く-9 22× 20 黒褐色土 (10 Y R 22)ロ ーム粒子少含。

D― き-9 24× 20 黒褐色土 (10 Y R 2β )黒色土ブロック (10 YR 2/1)含む。

D― き-7 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック含む。

D― き-7 20× 18 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子・ロームブロック含む。

D一 け-7 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子多含。

D― こ-7 22× 18 17 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― こ-7 18× 16 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

G― あ―7 26× 24 黒褐色土 (10 Y R 2/2)ロ ーム粒子含む。

D一 け-6 34× 20 黒 色 土 (10 YR 2/1)黒色土ブロック (10 YR 2/1)含む。

D一 け-5 32× 28 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― こ-5 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― こ-5 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― -4 黒褐色土 (10 Y R 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― こ-4 36× 30 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― こ-6 黒褐色土 (10 Y R 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― き-6 26× 22 黒褐色土 (10 YR 2/2)ロ ーム粒子含む。

D― き-6 22× 20 黒褐色土 (10 Y R 2/2)ロ ーム粒子含む。

A一 か-4 46× 44 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂粒・径 5mm以下小石含む。

A― お-5 暗褐色土 (10 Y R 3/4)ロ ーム粒子・径5mm以下小石含む。

A― え-4 46× 38 黒褐色土 (10 YR 2/3)ロ ーム粒子含む。

A― え-4 44× 42 黒褐色土 (10 Y R 3/2)ロ ーム粒子少含、径 5mm以下小石含む。

A一 つ-4 34× 30 黒褐色土 (10 Y R 3/2)ロ ーム粒子少含、径5mm以下小石含む。

A― う-4 44× 28 黒褐色土 (10 YR 3/2)ロ ーム粒子少含、径 5111111以 下小石含む。

A一 っ-5 32× 30 暗褐色土 (10 YR 3/4)砂粒多含、径 5inm以 下小石含む。

A― お-6 44× 42 黒褐色土 (10 YR 3/2)径 5mm以下小石少含。

A一 か-6 42× 24 黒褐色土 (10 YR 3/2)径 5mlll以 下小石少含。

A一 か-6 黒褐色土 (10 YR 2/3)径 lcm以 下小石含む。
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察V章第

儡 鵞蛛 ド鰊の改と雹

高山遺跡 I・ Ⅱの発掘調査で検出された遺構は、竪穴住居量31棟、掘立柱建物址15棟、土坑27

基、溝状遺構 5条、ビットである。検出された31棟 の竪穴住居址の所産期は、カマ ドの構築位

置 。出土遺物により概ね 9世紀前半と11世紀後半～12世紀前半の二時期に大別される。

検出された各竪穴住居址の所産期は以下のように考えられる。

9世紀前半  H4・ H9・ H ll・ H13・ H18・ H20・ H23・ H25・ H27・ H30

11世紀後半～12世紀前半

Hl・ H2・ H3・ H5。 H6・ H7・ H8・ H10。 H12・ H14・

H15・ H16・ H17・ H19・ H21・ H22・ H24・ H26・ H29・ H31

時期不明   H28

今回検出された31棟の竪穴住居址のうち、11世紀後半から12世紀前半と考えられる20棟の竪穴

住居址は重複関係にあるものも存在することからすべて同一時期のものとは言い難いが、カマ ド

の構築位置が南東隅であることと、出土遺物に明確な時間差が認められないことなどからほぼ同

様な時期が想定できる。

本遺跡の存在する芝宮遺跡群内での南東隅カマ ドを持つ11世紀後半と考えられる遺構の検出例

は、現在まで南上中原 。南下中原遺跡第 4・ 5号住居址があり、これにやや後出するものとして

第11号住居址、第 1・ 2号竪穴遺構があげられる。また、上信越自動車道に伴い長野県埋蔵文化

財センターによつて調査された芝宮遺跡群においても検出例が認められる。さらに周辺の遺跡群

での南東隅カマ ドの竪穴住居量を検出した遺跡を抽出してみると、近津遺跡群上宮原遺跡、長土

昌遺跡群下聖端遺跡 Ⅱ。上聖端遺跡・聖原遺跡、枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡・曽根新城遺跡・

下穴虫遺跡 I、 栗毛坂遺跡群上曽根遺跡 。前籐部遺跡などがあり、この他長野県埋蔵文化財セン

ターによって調査された腰巻遺跡、栗毛坂遺跡群BoC地区、長土呂遺跡群、中原遺跡群がある。

これらの調査例の中で特に曽根新城遺跡・下穴虫遺跡 Iで は、南東隅にカマ ドを持つ11世紀から

12世紀にかけての竪穴住居址が中心的に存在している。

次にこれらの竪穴住居址の分布についてであるが、この時期の集落がみられる遺跡は第111図

に示 したように台地の末端部または縁辺部に集中する傾向が認められ、約1,000棟 にのぼる古墳

時代後期から平安時代の竪穴住居址が調査された聖原遺跡においても同様な傾向を示している。

このように該期の集落が形成される地域が台地の縁辺部に集中しているのは何に起因するもの

であろうか、今後の調査に期待が寄せられるところである。
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鼈芝富遺跡群高山遺跡 I・ Ⅱ………20棟  玲芝宮遺跡群南上中原・南下中原遺跡…… 3棟

鼈近津遺跡群上宮原遺跡…………… 1棟  鯰長土昌遺跡群上聖端遺跡………………… 1棟

鼈長土昌遺跡群聖原遺跡X… ……… 3棟  蟷長土呂遺跡群下聖端遺跡Ⅱ……………… 2棟

鼈曽根新城遺跡 I………………………4棟  鼈曽根新城遺跡Ⅱ……………・…・………………1棟

鼈曽根新城遺跡Ⅲ……………………4棟  鼈曽根新城遺跡V……………………………………。2棟

鼈曽根新城遺跡Ⅵ…………………… 3棟  鼈枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡Ⅲ………… 1棟

鼈枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡Ⅳ… 3棟  鼈枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡V………… 1棟

鼈枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡 llll… 1棟  蝙枇杷坂遺跡群下穴虫遺跡 I……………… 7棟

蝙栗毛坂遺跡群上曽根遺跡………… 1棟  蝙栗毛坂遺跡群前籐部遺跡………………… 5棟

蝙長土昌遺跡群聖原遺跡 I・ Ⅲ～Ⅵ・ⅦI・ Ⅸ………………53棟 (今後の整理により増減あり)

鼈中原遺跡群 蝙芝宮遺跡群Ⅲ区 鼈長土呂遺跡群 鼈栗毛坂遺跡群BoC地区

第111図  高山遺跡 I・ 11付近の平安時代終末期の集落分布図 (1:15,000)
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Ⅲ 9世紀前半の竪穴住居址 (1:250)
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鼈 跛晰 饉久雛仁幽之蜀 Ⅲ鶴Ⅲ麟量蜀饂饂るこ鼈い写

日本ほ乳類学会 宮崎 重雄

芝宮遺跡群高 llj遺跡 I・ Ⅱは佐久市大字長土呂にあり、 9世紀前半及び11世紀後半から12世紀

前半の遺物を出上している。獣骨は3種類で、出土量の多い順からニホンシカ、ウマ、イノシシ

である (表 -1)。

(1)ウ マ (Equus caballus)

11世紀後半から12世紀前半の平安時代の馬歯・馬骨が少なくとも2頭分出土 している。

① l号馬は、第 5号住居址から出上した幼令馬の上顎乳臼歯と下顎乳自歯と腰骨片などである。

永久歯が1片 も見あたらず、歯冠高は高く、歯髄腔は大きく解放していることで、胎児か生まれ

たての当歳馬と判断される。下記の2号馬より大きい歯をしていることから、馬格も2号馬より

大きめであったと思われる (表 -2)。

② 2号馬は、第29号住居址から出上した2.5才 程度の幼令馬である。下顎第1乳臼歯以外は乳自

歯が脱落せずに残っていて、下顎の第3乳自歯では咬合面のエナメル質が咬耗し、部分的に消失

している。萌出している永久歯は上顎では第 1後臼歯、下顎では第2前自歯 。第1後自歯である。

第3後自歯をのぞいた下顎全自歯列長が144.Olllllで あることから、馬格は中型在来馬相当と思わ

れる。 1号馬より乳自歯が小さく、馬格は劣っていたであろう (表 -3)。

③ 3号馬は、第22号住居址出土の基節骨で、近位骨端がすでに癒合していることで1.5才以上に

はなっている個体である。したがって、2号馬と同一個体である可能性も残されている。

いずれにしても、この遺跡では幼令馬のみ出土していることが注目される。

(2)ニ ホンシカ (Cervus nippon)

① 9世紀前半のものとされるニホンシカは第13号住居址Ⅲ区掘り方から末節骨が、第18号住居址

カマドからは角の先端部が出土している。角は部分的に焦げて黒色化し、加工されている可能性

もある。

②ll世紀後半から12世紀前半のニホンシカは8棟の住居址から出土し、部位は角と肢骨である。

風化浸食作用に最も強く耐えられるはずの歯は1片 も検出されていない。角以外の頭部は住居内

へ持ち込まれなかったのであろう。角には切断痕などほとんどに加工痕があり、骨角器の原材料

とされていたことを示す。

第 5号住居址Ⅲ区から角片11片 が出上し、うち3片 に切断痕がついている。右榜・尺骨も伴出

している。
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第 8号住居址出土の角は落角で、骨角器製作用に野外で拾ったものを持ち込んだのである。第

1枝は基部で切断され、角幹部遠位端は破断面となっている。角幹部表面には十数本の切り傷が

内側面 。外側面についている。この住居址では検出面からも切断痕のある角片が見いだされてい

る。

第12号住居址Ⅲ区 1層 出土の角は各幹部が第 2枝の直上・直下で切断され、第2枝は細く削ら

れている。これとは別に保存長55.5nlmの 表面に削ぎ取ったあとのある角片が検出されている。こ

の住居址ではP4か ら遠位骨端の離脱した未成獣の右中手骨が検出されている。

第22号住居址では一連の左肛骨 。足根骨 。中足骨が検出され、片方の後肢だけを住居内に持ち

込んだことを示している。距骨は現生足尾産オスの標本より大きく、体格もこれに比例して大き

かったと思われる。                               ,

第26号住居址では上部を第 2枝分岐部上端で、下部を角幹中央部で切断された角および肛骨、

中手骨 ?が発見されている。

床下土坑から獣骨類の出土する住居址は3棟あり、このうち種類と部位の判明したのは2棟で、

第17号住居址の床下土坑からはニホンシカの肢骨、第26号住居址の床下土坑からは中心部が近位

側から深 く決られているニホンシカの角片が出土 している。

(3)イ ノシシ (Sus scrOfa)

11世紀後半から12世紀前半の第26号住居址からは、この遺跡で唯一のイノシシの後頭部と臼歯

が検出されている。第 3後臼歯の最後部咬頭が咬耗を開始 したばかりで、 3～ 3.5才 と思われる

(表 -4)。

高山遺跡 IoⅡ 出土の鹿角 (1:約 1/4、 2・ 3:約 1/3)
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(表 -2)1号馬 (H5)臼歯計波1値

上顎乳自歯

歯冠近遠心最大径 咬合面

ク  最小径

歯冠頬舌径    咬合面

歯冠高      頬側

歯髄腔はすべて解放、歯根未完成

胎児か新生児

(表-3)2号馬 (H29)自歯計測値

上顎乳自歯

歯冠近遠心径 咬合面

歯冠頬舌径  咬合面

原iLl偏

歯冠高    頬側

原錐幅

下顎乳自歯

歯冠近遠心径 咬合面

歯冠頬舌径  咬合面

歯冠高    頬側

下後錘谷長

下内錘谷長

double knot長 咬合面

上顎臼歯

歯冠近遠′い径

歯冠頬舌径

源錐幅

歯冠高

中附錐幅

第1乳自歯 第2乳自歯 第3乳自歯

39.9   31.9   31.2
37.8       27.8       27.2

21.8       22.2       22.4

28.0       32.1       31.4

第1乳自歯 第2乳自歯 第3乳自由

32.4    26.0   26.9

24.8        23.3

7.4   9,2   7.9
5,1   9.0   8.1
5.8   4,1   5,0

第3乳 自歯

26.5

13.9

5.4

14.0

12.2

5,0

エナメル部分的に消失

第2前 自歯 第3前 自歯 第4前 自歯 第1後自歯 第2後自歯

下顎自歯 (左右)

34.4

23.2

7.9

56.0

歯根未分岐

未咬耗

28.0

26.0

10.6

60.0+

6.2

歯根未分岐

未咬耗

27.4

25.5

12.0

52.5+

5.4

歯根未分岐

未咬耗

23.0

24.2

11.5

68.8

3.9

分岐開始直後

26.0

61,0

8.9

11.6

12.5

4.4

未咬耗

23.4

24.0

11,7

75.3

5.0

歯根未分岐

未咬耗

第2前 自歯 第3前 自歯 第1後自歯 第2後自歯

歯冠近遠′しヽ径

歯冠頬舌径

歯冠高

下後錘谷長

下内錘谷長

double knot長
下内錘幅

咬耗僅少  未咬耗

右下顎全自歯列長 (M3な し):144.0

(表-4)イ ノシシ (H26)自歯計測値

上顎|ヨ歯

第1後自歯 第3後 自歯

歯冠近遠心径

歯冠頬舌径

歯冠高

30.8   29,2

14.0        15,5

55,7        59,0

17.1    36.5

22.0

7.6   11.7

23.6

65.4

8.4

10.0

8.5

5.0
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